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m
e R

oxin
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学
説
の
ほ
と
ん
ど
は
手
続
法
的
解
決
を
主
張
し
、
実
体
法

的
解
決
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
事
実
、
唯
一
ゼ
ー
ル
マ
ン
（Seelm

ann

）
の
み
が
極
端
に
強
い
誘
発
が
な
さ
れ
た
事

案
に
お
け
る
手
続
法
的
解
決
に
つ
い
て
詳
細
な
議
論
を
行
い
、
人
格
的
処
罰
阻
却
事
由
（persönlicher Strafausschließungsgrund

）

を
認
め
よ
う
と
し
た
唯
一
の
論
者
で
あ
っ
た
と
い

（
（
（

う
。
た
だ
し
、ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
（Claus R

oxin

）
に
よ
る
最
近
の
分
析
に
よ
れ
ば
、

か
つ
て
散
発
的
に
肯
定
さ
れ
て
き
た
処
罰
阻
却
事
由
の
存
在
は
、近
年
か
な
り
幅
広
い
論
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
と
い（

２
）う

。
例
え
ば
、

ヴ
ォ
ル
タ
ー
（W

olte （
３
）

r

）、
フ
ロ
イ
ン
ト
（Freund

（
（
（

）、
ダ
ン
ヴ
ィ
ッ
ツ
（D

anw
iz

（
（
（

）
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
者
は
連
邦
通
常

裁
判
所
が
刑
罰
阻
却
事
由
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
対
し
て
反
論
す（

６
）る

。
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以
下
で
は
、違
法
な
犯
罪
誘
発
行
為
に
対
し
て
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
を
最
初
に
主
張
し
た
ゼ
ー
ル
マ
ン
を
ま
ず
最
初
に
紹
介
し
、以
降
、

比
較
的
最
近
の
学
説
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
一
款　

学
説

ａ　

ゼ
ー
ル
マ
ン
（Seelm

ann

）
の
理
論

　

�　

ゼ
ー
ル
マ
ン
は
、
ま
ず
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
自
身
の
可
罰
性
に
つ
い
て
は
連
邦
通
常
裁
判
所
の
見
解
を
支
持
し
可
罰
性

を
否
定
す（

７
）る

。
次
に
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
っ
て
扇
動
を
受
け
た
者
の
不
可
罰
性
に
つ
い
て
は
、
構
成
要
件
レ
ベ
ル

で
の
不
可
罰
の
可
能
性
を
否
定
し
、
正
当
化
事
由
も
責
任
阻
却
事
由
（Schuldausschließungsgrund

）
も
認
め
ら
れ
な
い
と
い（

８
）う

。

さ
ら
に
、
一
九
八
三
年
の
論
文
公
表
時
判
例
に
お
い
て
新
た
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
悪
意
的
で
矛
盾
に
満
ち
た
行
為
」
と
い

う
視
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え（

９
）る

。
ゼ
ー
ル
マ
ン
は
、
当
時
の
判
例
に
よ
る
刑
事
訴
追
権
限
の
失
効
の
承
認
を
、
民
法
的
概
念
の
承
継

で
あ
り
、
民
法
二
四
二
条
の
信
義
誠
実
に
則
っ
た
、「
過
去
の
悪
意
の
抗
弁
（exceptio doli praesentis

）」
お
よ
び
「
矛
盾
行
為
禁

止
（venire contra factum

 proprium

）」
の
原
則
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
法
の
「
エ
ス
ト
ッ
ペ
ル
」
と
い
っ
た
弁
済
の
概
念
が
背
後

に
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
以
下
に
述
べ
る
二
つ
の
点
か
ら
こ
の
よ
う
な
判
例
理
論
に
否
定
的
な
態
度
を
示
す
。
ま

ず
、「
秘
密
裏
な
犯
罪
誘
発
行
為
は
、
処
罰
に
よ
っ
て
裏
切
ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
信
頼
を
作
り
出
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
信
義
則

違
反
状
況
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
次
に
、
民
事
法
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
由
来
す
る
概
念
を
軽
率
に
一
般
法
理
念
に
格

上
げ
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
態
度
を
示
す
の
で
あ

（
（（
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
信
義
則
違
反
に
基
づ
く
訴
追
権
限
の
失
効
と
い
う
判
例
理
論
を

否
定
し
、
結
論
と
し
て
は
客
観
的
処
罰
条
件
（objektive Strafbarkeitsbedingungen

）
か
人
格
的
処
罰
阻
却
事
由
（persönlicher 
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Strafausschließungsgrund

）
の
領
域
で
の
被
誘
発
者
の
不
処
罰
が
導
か
れ
る
と
す

（
（（
（

る
。
彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
国
家
が
犯
罪
行
為
の

主
導
権
を
握
り
な
が
ら
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
訴
追
す
る
と
い
う
点
に
、
刑
法
の
機
能
の
喪
失
（Funktionsverlust

）
が
求
め
ら
れ
る

と
い
う
。
そ
し
て
、
通
常
、
そ
の
よ
う
に
し
て
惹
起
さ
れ
た
行
為
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
社
会
秩
序
や
国
家
的
利
益
に
反
し
た
り
は
せ

ず
、
ま
さ
に
国
家
的
利
益
の
中
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
相
互
作
用
と
し
て
存
在
す
る
の
だ
と
い

（
（（
（

う
。

ｂ　

ヴ
ォ
ル
タ
ー
（W

olter
）
の
理
論

　

�　

ヴ
ォ
ル
タ
ー
は
、
刑
訴
法
お
よ
び
刑
法
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
憲
法
の
役
割
な
い
し
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
り
、
一
つ
の
例

と
し
て
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
犯
罪
誘
発
事
例
を
挙
げ
る
。
彼
は
、
犯
罪
誘
発
事
例
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
あ

ま
り
に
も
長
す
ぎ
る
未
決
勾
留
を
理
由
と
す
る
刑
罰
取
消
事
由
（Strafaufhebungsgrund

）
の
発
生
に
つ
い
て
詳
論
す
る
。
彼
は
、

長
期
間
に
及
ぶ
未
決
勾
留
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
被
勾
留
者
は
十
分
な
責
任
が
な
い
ま
ま
自
由
刑
に
類
似
し
た
措
置
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
し
た
が
っ
て
自
由
刑
の
本
質
的
内
容
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
憲
法
的
刑
事
訴
追
禁

止
（verfassungsrechtliches V

erfolgungsverbot
）
が
支
持
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
刑
法
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
「
国
家
に
よ
っ

て
招
来
さ
れ
た
刑
罰
取
消
事
由
（staatlicher veranlaßter Strafaufhebungsgrund

）」
が
存
在
す
る
と
い

（
（（
（

う
。
つ
ま
り
、
ヴ
ォ
ル

タ
ー
は
手
続
法
上
刑
事
訴
追
禁
止
を
認
め
つ
つ
、
実
体
法
上
も
無
罪
判
決
を
支
持
す
る
見
解
を
示
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
以
下
の
よ
う

に
続
け
る
。「
確
か
に
、
行
為
は
違
法
で
あ
り
責
任
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
刑
罰
取
消
事
由
は
、
手
続
打
切
り
の
み
な
ら
ず
、
無
罪

の
意
思
表
示
（V

otum

）
を
必
要
と
す
る
」、
と
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
決
定
的
な
の
は
公
訴
の
消
費
（V

erbrauch der 

Strafklage

）
が
生
じ
る
と
い
う
視
点
で
あ
り
、
実
体
判
決
と
し
て
の
無
罪
判
決
（Freispruch

）
あ
る
い
は
「
決
定
に
よ
る
無
罪
の
言

い
渡
し
（Freisprechung durch Beschluß

）」
が
、
行
為
者
の
責
任
の
贖
罪
、
被
害
者
に
対
す
る
補
償
あ
る
い
は
予
防
と
い
う
出
発
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点
の
消
滅
を
直
ち
に
表
現
す
る
手
段
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、「
行
為
者
は
、
憲
法
的
訴
追
禁
止
に
基
づ
き
刑
事
訴
訟
か
ら
解
放
さ

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
可
罰
性
に
関
す
る
憲
法
的
な
視
点
か
ら
も
『
無
罪
』
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（（
（

い
」
の
だ
、
と
い
う
。

　

�　

ヴ
ォ
ル
タ
ー
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
論
構
成
を
用
い
て
基
本
権
の
中
核
領
域
に
お
け
る
刑
事
手
続
法
お
よ
び
刑
法
シ
ス
テ
ム
の
総
合
作

用
か
ら
の
不
処
罰
的
処
理
を
説
明
付
け
、
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
犯
罪
誘
発
の
場
合
も
こ
の
よ
う
な
処
理
が
及
ぶ
例

の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。
彼
は
、人
間
の
尊
厳（M

enschenw
ürde

）を
侵
害
す
る
誘
発
行
為
に
着
目
し
、以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
個
々

の
事
案
に
お
い
て
、
潜
入
捜
査
官
が
個
人
的
な
従
属
関
係
を
著
し
く
利
用
し
て
被
誘
発
者
の
人
格
の
中
核
的
内
容
に
踏
み
込
む
こ
と
が
実

際
に
あ
っ
た
な
ら
ば
、
刑
罰
を
科
す
こ
と
に
対
す
る
国
家
の
権
限
は
最
初
か
ら
存
在
し
な
い
。
被
誘
発
者
で
あ
り
同
時
に
被
告
人
で
あ
る

者
は
、
国
家
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
処
罰
阻
却
事
由
を
理
由
に
、
無
罪
を
言
い
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（（
（

い
」、
と
。

ｃ　

ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
（Claus R
oxin
）
の
理
論

　

�　

ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
は
、
ま
ず
、
量
刑
説
を
否
定
し
、
さ
ら
に
か
つ
て
の
判
例
が
訴
訟
障
碍
事
由
お
よ
び
証
拠
禁
止
に
つ
い
て
は

詳
論
し
て
き
た
も
の
の
、
刑
罰
阻
却
事
由
に
つ
い
て
は
そ
れ
程
論
じ
て
こ
な
か
っ
た
点
を
批
判
す

（
（（
（

る
。
彼
の
主
張
す
る
刑
罰
阻
却
事
由

説
は
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
と
は
異
な
り
、
基
本
法
一
条
お
よ
び
同
二
条
に
対
す
る
侵
害
を
認
め
な
い
。
彼
の
見
解
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
被
誘
発
者
に
対
し
て
嫌
疑
が
存
在
し
な
か
っ
た
（unverdächtig

）
か
、
あ
る
い
は
彼
が
特
別
な
圧
力
に
曝
さ
れ
た
場

合
に
は
、
被
誘
発
者
に
対
し
て
処
罰
阻
却
事
由
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
。
被
誘
発
者
に
対
し
て
嫌
疑
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
法
的
な

授
権
根
拠
（Erm

ächtigungsgrundlage

）
が
欠
如
し
て
お
り
、
他
方
、
特
別
な
圧
力
に
曝
さ
れ
た
場
合
に
は
、
公
法
全
体
（ganzes 

öffentliches  Recht

）を
支
配
す
る
比
例
原
則（V

erhältnism
äßigkeit

）に
対
す
る
侵
害
か
ら
非
許
容
性
が
導
か
れ
る
、と
い

（
（（
（

う
。
ま
た
、

連
邦
通
常
裁
判
所
第
一
刑
事
部
一
九
九
九
年
一
一
月
一
八
日
判
決（【
二
二

（
（（
（

】）に
対
す
る
評
釈
の
中
で
は
、欧
州
人
権
条
約
六
条
一
項
の「
公
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正
な
裁
判
の
原
則
（fair-trial-Prinzip

）」
を
根
拠
に
挙
げ
る
。
嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る
国
家
的
扇
動
を
根
拠
に
刑
罰
阻
却
事
由
を
認

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
状
況
の
み
が
法
的
根
拠
を
与
え
う
る
と
い

（
（（
（

う
。
国
家
に
よ
る
反
法
治
国
家
的
行
為
は
、
手
続
に
お
い
て
は
じ
め

て
関
係
す
る
の
で
は
な
く
、行
為
の
発
生
の
時
点
で
す
で
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
り
、し
た
が
っ
て
、刑
罰
請
求
権
（Strafanspruch

）

の
発
生
は
妨
げ
ら
る
（
む
し
ろ
は
じ
め
か
ら
存
在
し
な
い
）、
と
い
う
。
つ
ま
り
、
国
家
に
よ
る
修
復
不
可
能
な
行
為
を
理
由
に
刑
罰
権

が
発
生
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、「
こ
れ
を
理
由
に
刑
事
手
続
を
行
い
、
そ
の
よ
う
な
方
法
で
獲
得
さ
れ
た
証
拠
を
利
用
す
る
こ
と
は
公

平
で
な

（
（（
（

い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

�　

こ
の
見
解
は
一
部
で
訴
訟
障
碍
説
と
共
通
す
る
。
例
え
ば
、
刑
罰
権
の
失
効
と
い
う
点
で
は
刑
事
訴
追
権
限
失
効
論
と
、
ま
た
、
公
正

な
裁
判
お
よ
び
修
復
不
可
能
性
と
い
っ
た
点
で
は
憲
法
的
訴
訟
障
碍
論
と
共
通
性
を
み
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
実
体
法
上
の
結
論

を
導
く
こ
と
に
は
、以
下
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
純
粋
に
訴
訟
法
的
な
視
点
は
問
題
の
中
核
を
射
抜
い
て
い
な
い
」

と
し
、「
法
的
共
同
体
（Rechtsgem
einschaft

）
の
制
裁
の
要
請
」
を
重
視
す
る
。
と
い
う
の
は
、
法
的
共
同
体
の
制
裁
の
要
請
の
存

否
が
問
題
と
な
る
は
、
実
体
法
的
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ク
シ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
は
か
つ
て
連
邦
通
常
裁
判
所

に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
「
わ
な
の
理
論
」
の
枠
内
に
も
み
ら
れ
、
ま
た
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
決
の
背
後
に
も
存
在
す
る
と
い

（
（（
（

う
。

ｄ　

イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
（Im

m
e R

oxin

）
の
理
論

　

�　

イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
は
、
ま
ず
最
初
に
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
法
的
帰
結
に
関
す
る
議
論
が
、
連
邦
通
常
裁
判
所
第
一
刑
事
部

一
九
八
四
年
五
月
二
三
日
判
決
（【
一
〇
】）
に
よ
っ
て
大
き
く
方
向
を
変
え
た
点
を
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
手
続
法
か
ら
実
体
法
へ
の

問
題
の
転
換
に
鑑
み
、
こ
れ
ま
で
実
体
法
に
潜
在
す
る
リ
ソ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
シ
ュ
ー
マ
ン

（Schüm
ann

）
の
見
解
が
的
確
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い

（
（（
（

る
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、「
嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る
誘
発
行
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為
は
市
民
の
犯
罪
行
為
の
挙
行
を
妨
げ
誘
発
し
な
い
と
い
う
国
家
の
義
務
に
矛
盾
し
、
嫌
疑
の
あ
る
者
に
対
す
る
特
に
執
拗
な
働
き
掛
け

（Beeinflussung

）
は
過
剰
禁
止
（Ü

berm
aßverbot

）
に
反
す
る
」、
と
す

（
（（
（

る
。

　

�　

彼
女
は
、
刑
罰
阻
却
事
由
が
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
か
つ
有
責
な
行
為
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
刑

�

罰
阻
却
事
由
の
場
合
は
、
行
為
の
挙
行
時
に
は
す
で
に
処
罰
を
妨
げ
る
状
況
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
」
に
訴
訟
障
碍
と
の

決
定
的
な
差
異
が
存
在
す
る
と
い
う
。
こ
の
点
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
に
お
い
て
は
、
被
誘
発
者
が
行
為
の
実
行
を
決
意
し
、
誘

発
活
動
が
成
功
し
た
場
合
は
、
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
の
反
法
治
国
家
的
行
為
は
す
で
に
終
了
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
も
、

刑
罰
阻
却
事
由
と
訴
訟
障
碍
の
間
に
重
大
な
違
い
が
存
在
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
刑
罰
阻
却
事
由
に
お
い
て
は
、
国
家
刑
罰
権
は

一
度
も
発
生
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
反
対
に
訴
訟
障
碍
に
お
い
て
は
国
家
刑
罰
権
は
発
生
す
る
も
の
の
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
そ
の
実
現

が
妨
げ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
指
摘
す

（
（（
（

る
。
こ
の
よ
う
な
違
い
か
ら
、
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
は
そ
の
前
提
と
な
る
根
拠
の
違
い
に
つ

い
て
も
言
及
す
る
。
彼
女
の
支
持
す
る
刑
罰
阻
却
事
由
に
よ
る
解
決
に
お
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
二
つ
の
場
合
に
国
家
は
刑
罰
請
求
権

（Strafanspruch

）
を
獲
得
し
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
「
矛
盾
行
為
禁
止
（venire contra factum

 proprium

）」
の
原
則
と
い
う
民

事
上
の
概
念
を
出
発
点
と
せ
ず
、
憲
法
上
の
考
慮
か
ら
発
生
す
る
こ
と
に
な

（
（（
（

る
。

　

�　

さ
ら
に
、
刑
罰
権
の
発
生
お
よ
び
獲
得
が
法
治
国
家
的
な
方
法
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
触
れ
、
そ
も
そ
も
刑
罰
自
体
の
侵

害
性
を
指
摘
し
つ
つ
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
罰
は
市
民
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
の
一
つ
で
あ
り
、
刑
罰
を
受
け
る
者
の

人
格
の
自
由
な
発
展
（
基
本
法
二
条
一
項
お
よ
び
同
二
項
）
に
大
き
く
作
用
す
る
。
こ
の
よ
う
な
侵
害
権
限
（Eingriffsrecht

）、
つ
ま

り
刑
罰
請
求
権
は
、
基
本
的
に
行
為
が
違
法
か
つ
有
責
で
構
成
要
件
を
満
た
す
場
合
に
発
生
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
の
留
保
原
則

（Prinzip vom
 Gesetzesvorbehalt

）か
ら
、侵
害
行
為
に
対
応
す
る
授
権
根
拠
が
法
律
の
中
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、場
合
に
よ
っ

て
は
法
律
の
指
示
（Rechtsverordung

）
や
授
権
根
拠
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
侵
害
権
限
の
法
的
有
効
性
お
よ
び
法
的
信
頼
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性
（Rechtsw

irksam
keit und -beständigkeit

）
は
、
侵
害
の
根
拠
が
憲
法
に
指
定
さ
れ
た
方
法
で
生
じ
、
そ
の
原
則
に
矛
盾
し
な

い
こ
と
に
あ
る
。「
つ
ま
り
、
国
家
は
侵
害
権
限
を
法
治
国
家
に
相
応
し
い
方
法
に
よ
っ
て
の
み
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」、

と
。
以
上
の
よ
う
に
述
べ
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
に
お
い
て
は
国
家
は
侵
害
権
限
を
反
法
治
国
家
的
な
方
法
で
取
得
す
る
た
め
、

法
的
に
有
効
な
刑
罰
請
求
権
は
生
じ
え
な
い
と
い

（
（（
（

う
。

　

以
上
、
無
罪
説
を
主
張
す
る
数
人
の
論
者
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
挙
げ
た
論
者
以
外
に
も
、
ボ
イ
ル
ケ
（Beulke

）
な
ど
多
く

の
論
者
に
よ
る
支
持
を
集
め
て
い

（
（（
（

る
。
な
お
、
無
罪
説
に
対
し
て
は
一
九
八
〇
年
代
に
す
で
に
フ
ォ
ー
ト
（Foth

）
お
よ
び
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン

（Schünem
ann

）
に
よ
る
批
判
が
あ
っ
た
。
最
近
の
ド
イ
ツ
学
説
お
い
て
は
、
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
に
基
づ
く
無
罪
と
い
う
見
解
が
支

配
的
と
な
っ
て
い
る
が
、
無
罪
説
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
両
論
者
の
見
解
を
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

反
対
論
者
（
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
）

　

学
説
に
お
け
る
支
配
的
な
見
解
と
は
対
照
的
に
、
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
は
以
下
の
よ
う
な
見
解
に
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
許
さ
れ
ざ
る
国
家
の
誘

発
行
為
は
、原
理
上
被
誘
発
者
の
可
罰
性
に
何
ら
影
響
し
な
い
と
い
う
。
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
は
、刑
法
の
目
的
は
個
々
の
役
人
（A

m
tstäger

）

の
処
分
に
任
せ
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
法
益
保
護
に
あ
る
た
め
、
国
家
の
矛
盾
に
満
ち
た
悪
意
的
行
為
（w

iderspruchsvoller 

und  arglistiger  V
erhalten

）
を
考
慮
し
て
刑
罰
権
の
失
効
を
導
き
出
す
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
る
と
考
え

（
（（
（

る
。
そ
の
た
め
、
傷
害
の
罪

（V
erletzungsdelikt

）
お
よ
び
具
体
的
危
険
犯
（konkrete Gefährdungsdelikt

）
の
場
合
に
は
、
被
誘
発
者
の
可
罰
性
は
除
去
さ
れ
え

な
い
こ
と
に
な
る
と
い

（
（（
（

う
。
た
だ
し
、
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
は
、
具
体
的
危
険
犯
の
場
合
に
お
け
る
実
体
法
的
解
決
を
否
定
し
た
の
で
あ
り
、

抽
象
的
危
険
犯
の
場
合
に
は
こ
れ
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
と
似
た
見
解
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
第
一
刑
事
部
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一
九
八
四
年
五
月
二
三
日
判

（
（（
（

決
に
お
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
に
フ
ォ
ー
ト
（Foth

（
（（
（

）
が
主
張
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
触

れ
た
と
こ
ろ
で
あ

（
（（
（

る
。

ｅ　

シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
（Schünem

ann

）
に
よ
る
批
判

　

�　

シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
は
、
抽
象
的
危
険
犯
（abstrakte Gefährdungsdelikt

）
に
お
い
て
は
上
で
述
べ
た
こ
と
は
妥
当
せ
ず
、
そ
の
典
型

例
と
し
て
麻
酔
剤
犯
罪
が
こ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
手
続
法
的
解
決
の
た
め
に
実
体
法
的
解
決
が
顧
み
ら
れ
て
は
い

な
い
と
い
う
。
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
実
体
法
的
視
点
は
、
抽
象
的
危
険
犯
の
領
域
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
す
で

に
、「
営
業
活
動
（H

andeltreiben
）」
と
い
う
構
成
要
件
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
制
限
的
理
解
の
過
程
で
、
麻
酔
剤
の

一
回
限
り
の
売
却
に
お
け
る
被
誘
発
者
の
無
罪
（Straflosigkeit

）
が
結
果
と
し
て
生
じ
る
と
い
う
。
加
え
て
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
目

的
論
的
な
還
元（Reduktion

）に
よ
り
、全
く
危
険
で
な
い
行
為
は
抽
象
的
危
険
犯
の
適
用
領
域
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、刑
法
二
二
条
お
よ
び
同
二
三
条（
未
遂
お
よ
び
そ
の
可
罰
性
）と
結
び
つ
い
た
麻
酔
剤
法
二
九
条
二
項（
同

条
一
項
第
一
文
一
号
、
二
号
、
五
号
、
六
号
に
該
当
す
る
行
為
の
未
遂
の
可
罰
性
）
に
お
い
て
可
罰
的
と
さ
れ
る
未
遂
行
為
お
よ
び
そ
の

処
罰
が
国
家
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
る
た
め
、
何
ら
の
刑
罰
の
必
要
性
も
生
じ
ず
、
し
た
が
っ
て
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
と
い

（
（（
（

う
。

ｆ　

プ
ッ
ペ
（Puppe

）
に
よ
る
批
判

　

�　

さ
ら
に
、
実
体
法
的
な
検
討
を
試
み
て
い
る
論
者
と
し
て
、
プ
ッ
ペ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
の
外
で
発
展
し
た
新
た
な
裁

判
官
の
権
利
を
根
拠
に
し
て
、
刑
の
免
除
（A

bsehen von Strafe

）
を
主
張
す
る
。
そ
の
根
拠
付
け
に
当
た
っ
て
は
、
被
誘
発
者
が
国
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家
の
利
益
の
た
め
に
一
般
公
衆
に
も
た
ら
し
た
特
別
な
犠
牲
（Sonderopfer

）
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、許
容
さ
れ
る
誘
発
行
為
同
様
、

許
さ
れ
ざ
る
誘
発
行
為
か
ら
も
、
犯
罪
闘
争
（V

erbrechensbekäm
pfung

）
の
た
め
に
投
入
さ
れ
る
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー

ル
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
た
者
（K

orrum
pierte

）
は
有
利
に
取
り
扱
わ
れ
う
る
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
刑
罰
を
免
除
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
以
上
の
犯
意
の
な
い
者
に
対
し
て
特
に
強
力
な
影
響
が
与
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
十
分
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い

（
（（
（

う
。

第
二
款　

理
論
の
出
発
点

　

以
上
、
刑
罰
阻
却
事
由
説
を
主
張
す
る
代
表
的
な
論
者
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
刑
罰
阻
却
事
由
を
基
礎
付
け
る
理
論
的
根
拠
は
必
ず
し

も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
ゼ
ー
ル
マ
ン
は
、
犯
罪
行
為
に
対
す
る
国
家
の
寄
与
度
を
重
視
し
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
は
被
誘
発
者

の
人
格
の
中
核
的
領
域
に
対
す
る
侵
害
を
重
視
す
る
。
ゼ
ー
ル
マ
ン
は
、
国
家
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
行
為
は
、
通
常
、
社
会
秩
序
に
反
し

た
り
国
家
的
利
益
に
反
し
た
り
し
な
い
た
め
刑
罰
阻
却
事
由
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
は
、
違
法
な
捜
査
行
為
に
対
す

る
一
般
論
と
し
て
は
訴
訟
障
碍
を
承
認
し
つ
つ
も
、
違
法
な
犯
罪
誘
発
行
為
に
対
し
て
は
刑
罰
阻
却
事
由
に
よ
る
解
決
を
主
張
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
理
論
的
根
拠
は
、
基
本
権
の
中
核
領
域
、
つ
ま
り
は
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
に
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
お
よ
び
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
に
よ
る
見
解
は
、
被
誘
発
者
に
対
す
る
嫌
疑
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
、

あ
る
い
は
、
被
誘
発
者
が
強
い
圧
力
に
曝
さ
れ
た
場
合
に
、
刑
罰
阻
却
事
由
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。
こ
の
う
ち
ク
ラ
ウ
ス
・

ロ
ク
シ
ン
は
、
嫌
疑
の
欠
如
と
い
う
視
点
を
捜
査
開
始
の
授
権
根
拠
と
の
関
係
で
根
拠
付
け
る
。
一
方
、
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
は
、
犯
罪
を

防
止
し
誘
発
し
な
い
と
い
う
国
家
の
義
務
か
ら
、
嫌
疑
の
欠
如
と
い
う
視
点
を
導
く
。
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
の
い
う
こ
の
よ
う
な
国
家
の
義

務
は
、
お
そ
ら
く
前
領
域
（V

orfeld

）
に
お
け
る
犯
罪
予
防
義
務
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
の
見
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解
と
共
通
す
る
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
次
に
、
彼
ら
は
国
家
に
よ
る
関
与
の
強
度
を
問
題
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
両
者
と
も
比
例
原

則
を
用
い
て
根
拠
付
け
て
い
る
。
特
に
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
は
「
公
法
全
体
を
支
配
す
る
比
例
原
則
に
対
す
る
侵
害
」
か
ら
違
法
性
が

導
か
れ
る
と
し
、
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
も
「
過
剰
禁
止
（Ü

berm
aßverbot

）」
と
い
う
根
拠
を
持
ち
出
し
て
い
る
。

第
三
款　

評
価
方
法

　

前
述
の
通
り
、
ゼ
ー
ル
マ
ン
や
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ら
の
主
張
は
、
違
法
な
犯
罪
誘
発
行
為
と
し
て
刑
罰
阻
却
事
由
を
導
こ
う
と
す
る
点
で
は
共

通
す
る
も
の
の
、違
法
の
根
拠
を
主
観
的
側
面
に
求
め
る
か
、客
観
的
側
面
に
求
め
る
か
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
お
よ
び
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
に
よ
る
主
張
は
、
こ
の
両
者
を
取
り
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
嫌
疑
の
存
否
と
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
の
寄
与
度
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
判
断
枠
組
み
こ
そ
示
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
詳
論
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
、
四
款
で
は
こ
れ
ら
の
理
論
に
示
唆
を
得
つ
つ
、
刑
罰

阻
却
事
由
を
根
拠
と
し
た
無
罪
判
決
の
存
否
に
関
す
る
具
体
的
判
断
基
準
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

第
四
款　

検
討

　

ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
お
よ
び
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
と
い
っ
た
論
者
に
よ
る
比
較
的
最
近
の
見
解
を
見
る
限
り
、
犯
罪
誘
発
行
為
の
違
法

の
根
拠
は
二
つ
の
側
面
に
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
、
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
被
誘
発
者
に
対
す
る
影
響
の
強

さ
、
あ
る
い
は
被
誘
発
犯
罪
に
対
す
る
行
為
寄
与
度
と
い
っ
た
点
を
重
視
し
、
い
わ
ゆ
る
重
大
な
影
響
基
準
的
と
共
通
す
る
理
論
枠
組
み
が
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示
さ
れ
る
。
他
方
、
被
誘
発
者
に
対
し
て
存
在
す
る
嫌
疑
の
存
在
を
重
視
す
る
が
、
こ
れ
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
犯
意
の
具
体
化
理
論
と
共
通

性
を
持
つ
。
こ
の
よ
う
に
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
問
題
点
を
主
観
面
あ
る
い
は
客
観
面
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
は
な
く
双
方
に
見
出

す
点
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
お
よ
び
学
説
と
は
異
な
る
理
論
枠
組
み
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
主
観
面
お
よ
び
客
観
面
と
い
う

犯
罪
誘
発
行
為
の
二
つ
の
側
面
に
同
時
に
着
目
し
て
い
る
点
で
犯
罪
誘
発
行
為
の
違
法
を
多
角
的
に
捉
え
て
お
り
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
実

体
法
上
の
無
罪
と
い
う
結
果
を
指
向
す
る
た
め
、
被
告
人
の
救
済
と
い
う
点
で
は
か
な
り
魅
力
的
な
見
解
で
あ
る
。

　

た
だ
、
刑
罰
阻
却
事
由
に
基
づ
く
解
決
は
な
お
検
討
の
余
地
を
残
す
。
と
い
う
の
は
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
法
的
帰
結
と
し
て

刑
罰
阻
却
事
由
を
考
慮
す
る
場
合
、そ
も
そ
も
刑
罰
阻
却
事
由
自
体
が
ど
の
よ
う
な
概
念
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

通
常
、
可
罰
性
の
前
提
条
件
と
は
、
構
成
要
件
該
当
性
、
違
法
性
、
有
責
性
の
三
つ
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
し
か
し
、
刑
罰
阻
却
事
由
は
、

こ
れ
ら
三
要
件
の
枠
外
に
お
い
て
存
在
す
る
要
素
で
あ
る
。
刑
罰
阻
却
事
由
の
一
例
と
し
て
近
親
相
姦
（
刑
法
一
七
三
条
）
に
お
い
て
一
八

歳
未
満
で
あ
る
こ
と（
刑
法
一
七
三
条
三

（
（（
（

項
）が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、当
罰
性（Strafw

ürdigkeit

）お
よ
び
要
罰
性（Strafbedürfnis 

oder  Strafbedürftigkeit

）
か
ら
不
処
罰
（nicht bestrafen

）
が
説
明
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
学
説
に
お
い
て
様
々
な

見
解
が
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
刑
罰
阻
却
事
由
を
刑
法
外
に
お
け
る
政
策
的
衡
量
と
理
解
し
て
い

（
（（
（

る
。
近
親
相
姦
の
場
合
、
構
成

要
件
該
当
性
、
違
法
性
、
有
責
性
と
い
う
犯
罪
成
立
要
件
は
充
足
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
行
為
者
が
一
八
歳
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
む
し
ろ

被
害
者
的
立
場
に
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
処
罰
を
科
す
価
値
（
当
罰
性
）
あ
る
い
は
必
要
性
（
要
罰
性
）
が
な
い
と
判
断
さ
れ

る
の
で
あ
ろ

（
（（
（

う
。
し
か
し
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
事
例
の
よ
う
に
、
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
ま
で
刑
罰
阻
却
事
由
を
認
め
て

も
良
い
の
か
、
仮
に
こ
れ
が
許
さ
れ
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
限
定
さ
れ
る
の
か
は
共
通
の
理
解
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

先
に
み
た
よ
う
に
、
刑
罰
阻
却
事
由
に
よ
る
問
題
解
決
に
は
そ
の
基
礎
の
部
分
に
お
い
て
訴
訟
障
碍
事
由
と
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
お
よ
び
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
の
見
解
が
、
か
つ
て
の
判
例
理
論
で
あ
る
犯
意
の
具
体
化
理
論
お
よ
び
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重
大
な
影
響
基
準
と
共
通
す
る
部
分
を
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ホ
イ
ザ
ー

（Schm
idhäuser

）
の
見

（
（（
（

解
に
依
拠
し
つ
つ
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
法
的
帰
結
は
実
体
法
的
処
理
方
法
で
あ
る
刑
罰
阻
却
事
由
を

導
く
と
す
る
。
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
は
、
実
体
法
的
処
理
（
つ
ま
り
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
）
に
お
い
て
は
行
為
と
の
直
接
関
連
性
の
有

無
が
問
題
と
な
り
、
訴
訟
障
碍
は
行
為
後
の
事
象
が
問
題
と
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
犯
罪
誘
発
行
為
は
行
為
後
の
事
象
で
は
な
く
行
為
時

の
事
象
が
問
題
と
な
る
た
め
、
訴
訟
障
碍
事
由
の
承
認
に
よ
る
解
決
を
支
持
す

（
（（
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
刑
罰
阻
却
事
由
に
よ
る
解
決
を
主
張
す
る
理
論
は
、
ま
ず
、
刑
法
上
の
犯
罪
成
立
と
は
関
係
の
な
い
①
政
策
的
な
見
地
か

ら
刑
罰
阻
却
事
由
を
認
め
る
こ
と
、
次
に
、
②
ま
さ
に
行
為
時
の
事
象
が
問
題
と
な
る
た
め
訴
訟
障
碍
と
は
な
じ
ま
な
い
こ
と
を
理
論
的
根

拠
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
②
の
点
に
対
し
て
は
、
カ
ツ
ォ
ル
ケ
（K

atzorke

）
か
ら
、
む
し
ろ
訴
訟
障
碍
を
認
め
る
べ
き
だ
と
い
う
批

判
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
カ
ツ
ォ
ル
ケ
は
、
無
罪
判
決
よ
り
も
訴
訟
障
碍
事
由
の
承
認
に
基
づ
く
手
続
打
切
り
の
方
が
、
被
告
人
の
早
期
解

放
と
い
う
点
か
ら
み
て
よ
り
有
益
だ
と
す
る
。
つ
ま
り
、
無
罪
判
決
で
は
被
告
人
の
社
会
復
帰
効
果
と
い
う
点
で
は
大
き
な
期
待
は
で
き
な

い
と
し
、
よ
り
実
質
的
な
考
慮
か
ら
刑
罰
阻
却
事
由
に
よ
る
解
決
を
批
判
す
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
は
、「
国
家
的
犯
罪
誘
発
の
場
合

に
は
『
行
為
事
情
』
ま
で
審
理
し
な
け
れ
ば
違
法
な
国
家
行
為
が
あ
っ
た
か
を
確
定
で
き
［
な
い
］」
の
で
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
解
放
時
期

に
違
い
は
な
い
と
い
っ
た
見
解
も
述
べ
ら
れ
て
い

（
（（
（

る
。
ま
た
、
①
の
点
に
つ
い
て
は
目
立
っ
た
反
論
は
見
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

政
策
的
衡
量
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
意
味
す
る
の
か
は
か
な
り
曖
昧
と
い
え
よ
う
。
確
か
に
、
犯
罪
誘
発
行
為
は
行
為
お
よ
び
行

為
時
に
関
係
す
る
事
象
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
実
体
法
的
な
処
理
を
行
う
と
い
う
の
は
説
得
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
実
体
法
領
域
に
お
い
て
も
、
通
常
の
刑
法
の
理
論
領
域
外
に
お
け
る
政
策
的
衡
量
を
基
準
に
し
た
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
が
許
さ
れ

る
の
か
は
、「
政
策
的
」
の
内
容
な
ど
い
く
つ
か
の
点
で
な
お
疑
問
の
余
地
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

（
（（
（

る
。
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第
七
節　

量
刑
説

　

最
後
に
量
刑
説
を
主
張
す
る
学
説
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
第
三
章
で
示
し
た
通
り
、
ド
イ
ツ
で
は
邦
通
常
裁
判
所
第
一
刑
事
部
一
九
八
四

年
五
月
二
三
日
判
決
（【
一
〇

（
（（
（

】）
以
降
、わ
ず
か
の
移
行
期
間
を
経
て
か
ら
は
全
て
の
刑
事
部
に
お
い
て
量
刑
説
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
学
説
に
お
い
て
は
、
違
法
な
犯
罪
誘
発
行
為
の
法
的
帰
結
と
し
て
何
ら
か
の
形
で
の
不
処
罰
処
理
を
導
出
し
よ
う
と
す
る

見
解
が
支
配
的
で
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
に
お
い
て
も
、一
九
八
〇
年
代
前
半
に
お
い
て
は
訴
訟
障
碍
に
よ
る
解
決
が
示
唆
さ
れ
、

学
説
も
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
訴
訟
障
碍
説
を
主
張
す
る
も
の
が
登
場
し
た
。
さ
ら
に
近
年
、
こ
れ
と
理
論
的
根
拠
を
同
じ
く
し
つ
つ
刑

罰
阻
却
事
由
の
承
認
に
よ
る
無
罪
処
理
を
支
持
す
る
学
説
が
増
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
量
刑
に
よ
る
解
決
を
図
る
判
例
と
対
決
す

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
反
面
、量
刑
的
解
決
を
支
持
す
る
学
説
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、近
年
、エ
ル
ボ
ー

ゲ
ン
（E

llbogen

（
（（
（

）
が
判
例
理
論
を
支
持
し
て
い
る
。
以
下
、
学
説
に
よ
る
量
刑
的
解
決
の
理
論
構
造
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

第
一
款　

学
説

エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
（E

lbogen

）
の
理
論

　

�　

エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
の
理
論
は
判
例
変
更
を
行
っ
た
連
邦
通
常
裁
判
所
第
一
刑
事
部
一
九
八
四
年
五
月
二
三
日
判
決
（【
一
〇

（
（（
（

】）
の
理
論
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
が
理
論
的
基
礎
と
し
て
重
視
す
る
の
は
、
法
益
保
護
は
国
家
の
権
利
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
義
務
で
も
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
彼
は
、「
こ
の
よ
う
な
［
違
法
な
犯
罪
誘
発
行
為
の
法
的
帰
結
と
し
て
減
軽
事
由
の
存
在
を
認
め

る
に
と
ど
ま
る
第
一
刑
事
部
の
］
見
解
は
賛
同
に
値
す
る
、
と
い
う
の
は
、
法
益
保
護
は
国
家
に
と
っ
て
喪
失
可
能
な
都
合
の
よ
い
法
的
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事
象
（günstige Rechtsposition

）
な
ど
で
は
な
く
作
為
義
務
な
の
で
あ
っ
て
、
国
家
は
瑕
疵
あ
る
行
為
を
理
由
に
こ
れ
を
免
除
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
」
か
ら
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
刑
罰
権
（staatlicher Strafanspruch

）
は
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為

が
確
認
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
な
お
存
続
す
る
と
い

（
（（
（

う
。

　

�　

さ
ら
に
、
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
は
、
訴
訟
障
碍
説
を
否
定
し
量
刑
説
を
支
持
す
る
実
質
的
根
拠
と
し
て
、
以
下
の
点
を
指
摘
す
る
。
ま

ず
、
訴
訟
障
碍
に
よ
る
解
決
が
適
切
で
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
障
碍
が
刑
事
訴
追
機
関
に
対
す
る
「
懲
戒
的
機
能
（Funktion der 

D
isziplinierung

）」
と
な
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
挙
げ

（
（（
（

る
。
次
に
、
量
刑
説
の
利
点
と
し
て
種
々
の
犯
罪
誘
発
事
例
へ
の
適
応
力

を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、訴
訟
障
碍
の
承
認
で
は
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
多
様
性
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
ず
、「
全
か
無
か
（A

lles 

oder  N
ichts

）」
の
法
則
に
基
づ
い
た
判
断
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
被
誘
発
者
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
不
法
（U

nrecht

）

に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
判
断
は
場
合
に
よ
っ
て
は
適
切
で
な
い
、

（
（（
（

と
。
た
だ
し
、
犯
罪
誘
発
行
為
は
被
誘
発
者
の
責
任
（Schuld

）
を

減
じ
る
た
め
、
行
為
の
全
体
状
況
な
ら
び
に
誘
発
行
為
の
性
質
と
方
法
が
刑
を
減
じ
る
方
向
で
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

（
（（
（

る
。

　

�　

具
体
的
な
量
刑
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
五
年
の
第
一
刑
事
部
判
決
（【
一
〇
】）
に
お
い
て
示
さ
れ
た
の
と
同
様
の
見
解
が
示

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
通
常
の
（
つ
ま
り
、
犯
罪
誘
発
行
為
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
の
）
責
任
に
相
当
す
る
（schuldangem

essen

）

刑
罰
を
下
回
り
、
特
に
重
大
な
場
合
（besonderer schw

erer Fall

）
を
否
定
し
、
ま
た
は
法
定
刑
の
下
限
に
遡
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
誘
発
行
為
が
重
大
な
意
味
を
持
つ
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
減
軽
は
法
定
刑
の
下
限
を
下
回
る
よ
う
に
考
慮
さ

れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
刑
法
四
七
条
二
項
（
例
外
的
場
合
に
お
け
る
短
期
の
自
由

（
（（
（

刑
）
と
結
び
つ
い
た
同
五
九
条
（
刑
の
留
保
を
伴
う

警
（
（（
（

告
）
の
適
用
も
可
能
と
な
る
と
い

（
（（
（

う
。

　

�　

エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
は
、
か
か
る
法
的
結
論
を
導
き
出
す
前
提
と
し
て
、
許
容
さ
れ
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
限
界
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。

彼
は
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
に
お
い
て
、
犯
行
の
決
意
を
有
し
て
お
ら
ず
嫌
疑
も
な
い
市
民
に
対
す
る
犯
罪
誘
発
行
為
や
、
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
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ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
長
期
間
の
説
得
行
為
、強
力
な
働
き
掛
け
、欺
罔（T

äuschung

）や
従
属
関
係（A

bhängigkeitsverhältnis

）

を
利
用
し
た
犯
罪
誘
発
行
為
等
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
点
を
指
摘
し
、
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
犯
罪
誘
発
行
の
様
々

な
類
型
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
実
体
刑
法
的
示
唆
と
し
て
、「
国
家
は
必
要
的
緊
急
避
難
（N

ötigungsnotstand

）
に
至
ら
な
い
限
界

内
で
国
民
に
対
し
犯
罪
誘
発
行
為
に
屈
し
な
い
こ
と
を
期
待
す
る
」と
い
う
見
解
は
支
持
し
う
る
と
い

（
（（
（

う
。
こ
の
こ
と
は
、例
え
ば
ア
ジ
ャ

ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
が
「
薬
物
を
調
達
し
な
け
れ
ば
殺
す
」
な
ど
と
い
う
脅
迫
を
用
い
て
被
誘
発
者
に
犯
行
を
挙
行
さ
せ
る
よ
う

な
場
合
に
は
、
実
体
法
上
必
要
的
緊
急
避
難
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
緊
急
避
難
状
況
に
至
ら
な
い
範
囲
で
の
犯
罪
誘
発
行
為
は

許
容
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
後
に
刑
法
に
よ
り
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
目
的
の
た
め
だ
け
に
犯
行
の
機
会
を
作
り
出

す
と
い
う
事
象
は
、
少
な
く
と
も
重
要
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
品
行
方
正
で
嫌
疑
の
な
い
市
民
を
そ
の
法
的
誠
実
性
と

い
う
点
で
支
援
し
、
犯
罪
行
為
の
挙
行
か
ら
守
る
こ
と
は
、
法
治
国
家
の
本
質
的
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
す

（
（（
（

る
。
前
述

の
通
り
、
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
は
犯
罪
誘
発
活
動
は
抑
止
的
（repressiv

）
活
動
で
あ
る
と
し
、
か
つ
て
ジ
ー
ク
（Sieg

）
が
主
張
し
て
い
た

よ
う
な
予
防
的
犯
罪
誘
発
行
為
は
存
在
し
え
な
い
と
す

（
（（
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
犯
罪
誘
発
行
為
は
抑
止
的
警
察
活
動
で
あ
る
た
め
、
嫌
疑
の

な
い
者
に
対
す
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
授
権
根
拠
と
し
て
は
、
刑
訴
法
の
規
定
の
み
が
考
慮
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
刑
事
訴
訟
法
典
に
お
け
る

授
権
根
拠
と
し
て
は
、
同
一
五
二
条
二
項
（
起
訴
法
定
主
義
）
お
よ
び
一
六
〇
条
一
項
（
捜
査
手
続
）
の
意
味
に
お
け
る
嫌
疑
の
存
在
を

前
提
と
す
る
。
よ
っ
て
、
嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る
犯
罪
誘
発
行
為
を
許
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

（
（（
（

う
。

　

�　

エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
嫌
疑
の
要
件
を
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
の
投
入
に
関
す
る
最
低
条
件
（untere 

Grenze

）
と
位
置
付
け
、
嫌
疑
の
要
件
を
欠
く
投
入
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
。
彼
は
そ
の
よ
う
な
嫌
疑
の
要
件
を
欠
い
た
ア
ジ
ャ
ン
・

プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
の
投
入
は
、
被
誘
発
者
を
「
国
家
的
行
為
の
単
な
る
客
体
」
に
お
と
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
場
合
ア
ジ
ャ
ン
・

プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
自
身
が
可
罰
的
と
な
る
と
す

（
（（
（

る
。
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第
二
款　

理
論
の
出
発
点

　

エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
の
理
論
の
出
発
点
は
、
法
益
保
護
と
い
う
国
家
的
義
務
の
放
棄
不
可
能
性
に
あ
る
。
国
家
的
任
務
で
あ
る
法
益
保
護
は
、

刑
事
訴
追
権
お
よ
び
刑
罰
請
求
権
と
い
う
権
利
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
義
務
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
と
い
う
。
ま
た
、

彼
は
被
誘
発
行
為
に
対
す
る
被
誘
発
者
の
責
任
と
い
う
側
面
を
重
視
し
、
そ
の
責
任
に
応
じ
た
問
題
解
決
の
可
能
性
と
い
う
点
か
ら
、
量
刑

的
解
決
を
支
持
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
の
主
張
す
る
理
論
は
、
ま
さ
に
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
に
お

い
て
示
さ
れ
て
き
た
理
論
と
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
刑
法
四
六
条
一
項
第
一
文
は
行
為
者
の
責
任
は
量
刑
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
規
定
し

て
い
る
が
、エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
が
刑
法
四
七
条
二
項
（
例
外
的
場
合
に
お
け
る
短
期
の
自
由
刑
）
お
よ
び
同
五
九
条
（
刑
の
留
保
を
伴
う
警
告
）

を
引
き
合
い
に
出
す
の
は
、
こ
こ
で
の
問
題
を
責
任
に
関
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
責
任
に
応
じ
た
法
律
効
果
の
付
与
と
い
う
点
は
、
す
で
に
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
教
唆
（A

nstiftung

）
の
全
て
の
場
合
に
対
し
て
妥
当
し
、
つ
ま
り
警
察
の
連

絡
員
に
よ
る
許
さ
れ
ざ
る
誘
発
行
為
と
同
様
に
、
許
容
さ
れ
る
誘
発
行
為
で
あ
っ
て
も
減
軽
事
由
と
し
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
は
、
許
容
さ
れ
る
犯
罪
誘
発
行
為
と
同
様
の
重
み
し
か
有
さ
な
い
。
許
さ
れ
ざ
る

誘
発
行
為
の
反
法
治
国
家
性
と
い
う
本
来
決
定
的
で
あ
る
は
ず
の
視
点
は
、
無
視
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

（
（（
（

る
」、
と
。
し
か
し
、
こ
れ
に

対
し
て
は
、
判
例
は
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
行
為
の
量
刑
に
当
た
っ
て
は
、
詳
細
な
場
合
分
け
に
基
づ
く
刑
の
減

軽
を
示
し
て
い
る
た
め
、
犯
罪
誘
発
行
為
の
許
容
限
界
を
無
視
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
反
論
も
あ

（
（（
（

る
。

第
三
款　

評
価
方
法
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以
上
の
よ
う
に
、
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
は
犯
罪
誘
発
行
為
を
行
為
者
の
責
任
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
犯
罪
誘
発
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
時
点
で
行
為
者
の
責
任
が
減
少
し
、
量
刑
に
お
い
て
減
軽
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。
他
方
、
許
容
さ
れ
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
限
界
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
に
お
い
て
は
様
々
な
点
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る
犯
罪
誘
発
行
為
は
許
さ
れ
な
い
と

み
な
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
誘
発
の
た
め
の
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
の
投
入
が
抑
止
的
警
察
活
動
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
刑
訴
法
一
五
二
条
二
項
（
起
訴
法
定
主
義
）
お
よ
び
一
六
〇
条
一
項
（
捜
査
手
続
）
の
意
味
に
お
け
る
嫌
疑
を
必
要
と
す
る
と
い
う
見
解

が
背
景
に
あ
る
。
た
だ
し
、
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
は
、
こ
の
嫌
疑
の
要
件
を
決
定
的
な
も
の
で
は
な
く
「
最
低
条
件
（untere Grenze

）」
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
た
め
、
こ
れ
以
外
に
も
投
入
条
件
が
存
在
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
明
確
に
は
述
べ
ら
れ
て

い
な
い
。

第
四
款　

検
討

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
判
例
に
お
け
る
共
通
理
解
を
構
成
す
る
量
刑
的
解
決
が
、
特
に
学
説
に
お
い
て
精
緻
化
さ
れ
た
部
分
を
見
出
す
こ
と
は

困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
判
例
と
同
様
に
、
量
刑
的
解
決
を
支
持
す
る
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
の
論
拠
の
実
質
は
、
訴
訟
障
碍
や
刑
罰
阻
却

事
由
の
承
認
と
い
っ
た
不
処
罰
的
解
決
で
は
結
果
が
画
一
的
す
ぎ
る
た
め
こ
れ
を
回
避
し
、
段
階
的
な
評
価
を
行
い
う
る
と
い
う
点
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
確
か
に
、
犯
罪
誘
発
行
為
を
段
階
的
に
評
価
す
る
と
い
う
発
想
は
、
法
治
国
家
原
則
に
反
す
る
類
型
の
も
の
以
外
に
も

量
刑
レ
ベ
ル
で
影
響
が
波
及
し
う
る
と
い
う
意
味
で
は
意
義
深
い
。
た
だ
し
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は

判
例
と
同
様
の
減
軽
の
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
も
の
の
、
許
容
さ
れ
る
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
減
軽
が
考
慮
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
説
明
は

な
さ
れ
て
い
な
い
。
か
か
る
場
合
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
通
常
の
教
唆
犯
の
場
合
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
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点
に
つ
い
て
も
明
言
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
問
題
を
量
刑
の
レ
ベ
ル
に
押
し
や
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
問
題
の
本
質
を
捉
え
切
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
、
シ
ュ
ー
マ
ン
（Schum

ann

）
は
、
量
刑
説
は
教
唆
者
（A

nstifter

）
が
警
察
の
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル

で
は
な
い
場
合
で
も
、
減
軽
事
由
が
認
め
ら
れ
る
点
を
指
摘
す

（
（（
（

る
。
シ
ュ
ー
マ
ン
の
批
判
は
判
例
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
量

刑
説
が
教
唆
の
理
論
を
用
い
た
減
軽
と
い
う
構
成
を
と
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
彼
の
い
う
よ
う
に
、
犯
罪
誘
発
の
問
題
を
単
に
教
唆
犯

と
行
為
者
の
問
題
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
固
有
の
問
題
で
あ
る
刑
事
訴
追
機
関
の
犯
行
へ
の
関
与
と
い
う
問
題
点
が
看
過
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
妥
当
で
は
な

（
（（
（

い
。

第
八
節　

小
括

　

以
上
、
ド
イ
ツ
学
説
を
大
別
す
る
と
実
体
法
的
処
理
方
法
と
手
続
法
的
処
理
方
法
と
に
分
類
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
、
実
体
法
的
な
も
の
と
し

て
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
お
よ
び
量
刑
的
解
決
、
手
続
法
的
な
も
の
と
し
て
証
拠
禁
止
と
訴
訟
障
碍
と
い
う
解
決
方
法
と
が
あ
っ
た
。
本
稿

で
は
、
こ
の
う
ち
訴
訟
障
碍
に
関
す
る
学
説
を
さ
ら
に
三
類
型
に
分
け
て
分
析
を
試
み

（
（（
（

た
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
処
理
方
法
の
う
ち
ど
の
類
型

の
処
理
方
法
が
最
も
妥
当
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
行
っ
た
検
討
を
踏
ま
え
て
、
違
法
性
の
実
質
論
、
違
法
・
適
法
の
判
断
方
法
等

に
着
目
し
つ
つ
再
度
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
判
例
の
支
持
す
る
量
刑
説
（
減
軽
事
由
説
）
に
つ
い
て
は
、
学
説
の
ほ
と
ん
ど
が
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
比
較
的
初
期

の
議
論
が
証
拠
禁
止
説
を
主
張
し
て
い
る
以
外

（
（（
（

は
、
学
説
の
多
く
は
訴
訟
障
碍
事
由
あ
る
い
は
刑
罰
阻
却
事
由
を
承
認
す
る
た
め
、
結
果
と

し
て
不
処
罰
処
理
が
導
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
、
量
刑
説
を
支
持
す
る
論
者
は
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
事
例
に
お
い
て
訴
訟
障
碍
に
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よ
る
手
続
打
切
り
と
い
う
画
一
的
で
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
判
断
を
回
避
す
る
た
め
に
、
犯
罪
誘
発
行
為
の
態
様
ご
と
に
段
階
的
な
判
断
が
可

能
と
な
る
量
刑
説
を
支
持
す
る
。
学
説
の
多
く
が
量
刑
説
を
否
定
す
る
こ
と
の
理
論
的
根
拠
は
、
か
か
る
見
解
が
問
題
を
単
に
教
唆
犯
と
実

行
行
為
者
の
問
題
に
格
下
げ
し
、
国
家
の
代
理
者
た
る
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
教
唆
の
場
合
と
、
通
常
の
私
人
に
よ
る

教
唆
の
場
合
と
を
同
一
視
し
て
い
る
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
判
例
お
よ
び
こ
れ
を
支
持
す
る
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
は
、
段
階
的
処
理
可
能

性
と
い
う
実
質
的
根
拠
に
固
執
す
る
が
た
め
に
量
刑
説
を
支
持
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
と
通
常

の
教
唆
犯
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
、
国
家
に
よ
る

0

0

0

0

0

犯
罪
誘
発
と
い
う
視
点
を
大
き
く
欠
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
証
拠
禁
止
説
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
刑
訴
法
一
三
六
条
ａ
を
根
拠
と
す
る
証
拠
禁
止
お
よ
び
憲
法
的
証
拠
禁
止
の
双
方
と
も
支
持

し
え
な
い
。
ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
刑
訴
法
一
三
六
条
ａ
の
適
用
範
囲
が
尋
問
と
供
述
に
限
ら
れ
、
こ
れ
が
犯
罪
誘
発
事
例
に
ま
で
及

ぶ
と
は
考
え
ら
れ
に
く
い
点
、
ま
た
、
同
条
の
意
味
に
お
け
る
欺
罔
の
内
容
と
し
て
、
国
家
的
関
与
と
い
う
真
実
の
不
告
知
と
い
う
不
作
為

ま
で
含
ま
れ
る
の
か
も
問
題
と
な
る
。
次
に
、
憲
法
的
証
拠
禁
止
に
対
し
て
は
概
ね
三
点
に
つ
い
て
批
判
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
対
象
者

は
間
接
正
犯
の
事
案
に
お
け
る
道
具
に
な
っ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
犯
罪
と
は
禁
じ
ら
れ
た
行
為
な
の
で
あ
る
か
ら
、
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ

カ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
扇
動
を
受
け
た
と
し
て
も
犯
罪
を
行
う
意
思
決
定
は
行
為
者
自
身
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
、
さ
ら
に
嫌
疑
の
な
い
者
に
対

す
る
誘
発
行
為
が
許
さ
れ
な
い
の
は
、
社
会
的
信
頼
に
対
す
る
侵
害
で
は
な
く
刑
訴
法
一
六
〇
条
一
項
の
要
求
す
る
嫌
疑
を
欠
く
捜
査
だ
か

ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
被
誘
発
者
の
人
間
の
尊
厳
お
よ
び
人
格
権
に
対
す
る
侵
害
は
根
拠
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う

批
判
は
、
同
様
の
侵
害
か
ら
訴
訟
障
碍
を
導
こ
う
と
す
る
見
解
に
対
し
て
も
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
犯
罪
誘
発
事
例
に
お
け
る

こ
れ
ら
の
諸
権
利
に
対
す
る
侵
害
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
障
碍
事
由
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
。
で
は
、
か
か

る
基
本
権
侵
害
が
根
拠
付
け
ら
れ
れ
ば
、
憲
法
的
証
拠
禁
止
と
い
う
理
論
構
成
は
根
拠
付
け
ら
れ
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
刑
訴
法
一
三
六
条

ａ
を
根
拠
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
証
拠
禁
止
説
を
唱
え
る
論
者
は
何
を
証
拠
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
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う
か
。
証
拠
禁
止
説
は
、例
え
ば
嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る
犯
罪
誘
発
行
為
が
被
誘
発
者
の
人
間
の
尊
厳
な
い
し
人
格
権
を
侵
害
し
た
結
果
、

何
ら
か
の
証
拠
が
獲
得
さ
れ
る
点
を
問
題
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
偽
装
バ
イ
ヤ
ー
（Scheinaufkäufer

）
が
介
入
す
る
偽

装
取
引
の
場
合
に
は
、
授
受
さ
れ
る
薬
物
等
が
証
拠
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
問
題
は
誘
発
行
為
に
よ
っ
て
行
為
そ
の
も

の
が
作
り
出
さ
れ
る
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
リ
ュ
ー
ダ
ー
セ
ン
（Lüderssen

）
を
は
じ
め
と
す
る
論
者
は
、
包
括
的
証
拠
禁

止
を
認
め
る
こ
と
で
実
際
に
は
訴
訟
障
碍
と
同
様
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
行
為
そ
の
も
の
の
生
成
と
い
う
点
に
着
目

し
、
直
接
的
に
不
処
罰
的
処
理
方
法
を
模
索
す
る
方
が
目
的
に
適
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
証
拠
禁
止
お
よ
び
量
刑
に
よ
る
解
決
は
支
持
し
え
な
い
。
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
に
よ
っ
て
問
題
と
な

る
の
が
行
為
そ
の
も
の
の
作
出
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
か
る
被
作
出
犯
罪
の
処
罰
の
可
能
性
自
体
を
否
定
す
る
不
処
罰
処
理
が
望
ま
し
い
。

こ
の
よ
う
な
要
請
に
適
う
処
理
方
法
と
し
て
は
、
訴
訟
障
碍
お
よ
び
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
に
よ
る
解
決
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
近
年

多
く
の
支
持
を
集
め
て
い
る
の
は
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
に
基
づ
く
無
罪
を
指
向
す
る
理
論
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ
ち
ら
か
ら
検
討
を
加
え
て

お
こ
う
。

　

先
に
示
し
た
通
り
刑
罰
阻
却
事
由
説
の
う
ち
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
お
よ
び
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
に
よ
る
見
解
は
、
行
為
者
に
対
す
る
嫌

疑
と
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
の
働
き
掛
け
、
影
響
と
い
う
主
観
・
客
観
の
両
面
か
ら
違
法
性
判
断
を
行
う
点
、
こ
れ
ま
で
の
議

論
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
新
規
性
が
あ
り
評
価
し
う
る
。
た
だ
し
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
お
よ
び
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
の
主
張
す
る
刑
罰

阻
却
事
由
説
に
お
い
て
は
、
①
嫌
疑
の
不
存
在
と
基
本
権
侵
害
と
を
関
係
付
け
な
い
点
、
そ
し
て
②
比
例
原
則
あ
る
い
は
政
策
的
衡
量
と
い

う
要
素
が
介
在
す
る
点
で
疑
問
が
残
る
。
ま
ず
、①
の
点
に
つ
い
て
は
、嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る
犯
罪
誘
発
行
為
は
、被
誘
発
者
が
ア
ジ
ャ

ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
の
道
具
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、「
国
家
的
行
為
の
単
な
る
客
体
」
に
お
と
し
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

と
い
う
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
す
る
限
り
、
基
本
権
侵
害
が
な
い
と
い
う
結
論
を
導
く
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
国
家
的
行
為
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の
単
な
る
客
体
＝
道
具
」
と
い
う
命
題
自
体
が
疑
わ
し
い
。
確
か
に
、
間
接
正
犯
の
場
合
に
お
け
る
道
具
と
さ
れ
る
者
が
単
な
る
客
体
に
お

と
し
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
自
体
は
妥
当
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
、
国
家
的

0

0

0

行
為
の
単
な
る
客
体
が
い
わ
ゆ
る
「
道
具
」
に
限
定
さ
れ
る
の
だ

と
す
れ
ば
、
狭
き
に
失
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
刑
罰
阻
却
事
由
説
を
支
持
す
る
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
嫌
疑
の

不
存
在
が
捜
査
開
始
の
要
件
の
欠
如
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
違
法
評
価
を
導
く
。
し
か
し
、
刑
訴
法
一
六
〇
条
一
項
が
捜
査
開

始
の
要
件
と
し
て
嫌
疑
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
憲
法
的
に
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
点
等
に
鑑
み
れ
ば
、
同
条
の
趣
旨
も
最
終
的
に
は
基
本
法

二
条
一
項
と
結
び
つ
い
た
一
条
一
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
人
間
の
尊
厳
と
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

（
（（
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
嫌

疑
の
な
い
者
に
対
す
る
犯
罪
誘
発
行
為
が
、
専
ら
捜
査
開
始
の
要
件
の
欠
如
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
、
基
本
権
侵
害
は
な
い
と
す
る
点
で
問

題
が
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
嫌
疑
の
欠
如
が
刑
訴
法
一
六
〇
条
一
項
の
捜
査
開
始
の
要
件
の
欠
如
に
該
当
す
る
と
い
う
主
張
自
体
は
支
持
し
う

る
（
（（
（

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
基
本
権
侵
害
と
の
関
係
上
説
明
付
け
ら
れ
る
要
件
と
捉
え
る
必
要
が
あ

（
（（
（

る
。

　

次
に
、
②
の
点
は
、
刑
罰
阻
却
事
由
自
体
の
曖
昧
さ
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
刑
罰
阻
却
事
由
と
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
刑
法
外
に

お
け
る
政
策
的
衡
量
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
親
族
間
の
性
交
に
お
け
る
一
八
歳
未
満
の
者
の
不
処
罰
（
刑
法
一
七
三
条
三
項
）
の
よ

う
に
明
文
の
根
拠
が
存
在
す
る
場
合
は
問
題
な
い
。
し
か
し
、
明
文
で
不
処
罰
を
規
定
し
て
い
る
場
合
以
外
に
、
非
類
型
的
に
新
た
に
刑
罰

阻
却
事
由
を
認
め
る
場
合
、
単
に
政
策
的
判
断
か
ら
処
罰
の
当
否
あ
る
い
は
要
否
を
決
す
る
と
い
う
の
で
は
、
立
法
者
の
明
示
し
た
意
思
を

超
え
た
正
義
の
判
断
を
裁
判
所
に
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
性
は
否
め
な
い
。

　

し
か
し
、
ゼ
ー
ル
マ
ン
の
主
張
す
る
刑
罰
阻
却
事
由
説
は
、
国
家
が
犯
罪
行
為
の
主
導
権
を
自
ら
握
り
、
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
訴
追
す

る
点
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
ブ
ル
ン
ス
（Bruns

）
を
は
じ
め
と
し
た
論
者
の
主
張
す
る
刑

事
訴
追
権
限
失
効

（
（（
（

論
で
あ
る
。
ゼ
ー
ル
マ
ン
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
家
の
矛
盾
行
為
を
根
拠
と
す
る
国
家
刑

罰
権
の
失
効
か
ら
、
最
終
的
に
訴
訟
障
碍
で
は
な
く
刑
罰
阻
却
事
由
を
認
め
る
と
い
う
構
成
も
あ
り
え
な
く
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
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だ
、
ゼ
ー
ル
マ
ン
は
、
刑
罰
阻
却
事
由
自
体
を
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
刑
罰
請
求
権

の
失
効
に
基
づ
く
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
ま
た
、
彼
が
こ
の
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の
か
否
か
は
、
な

お
検
討
の
余
地
を
残
そ
う
。
し
か
し
そ
の
当
否
を
検
討
す
る
以
前
に
同
様
の
構
成
か
ら
訴
訟
障
碍
を
導
く
方
が
、
よ
り
無
理
の
な
い
解
決
法

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
訴
訟
障
碍
に
よ
る
解
決
法
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
学
説
に
は
三
つ
の
類
型
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
最
も
シ
ン
プ
ル
な
理
論
構
成
に
よ
り

訴
訟
障
碍
を
説
明
付
け
て
い
る
の
は
、
刑
事
訴
追
権
限
失
効
論
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
憲
法
的
訴
訟
障
碍
論
お
よ

び
刑
事
訴
訟
目
的
喪
失
論
は
後
退
す
る
こ
と
に
な
る
。
憲
法
的
訴
訟
障
碍
論
は
、
重
大
で
回
復
不
可
能
な
法
治
国
家
原
則
違
反
を
根
拠
と
し

て
い
る
点
で
、
説
得
的
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
い
う
重
大
な
違
法
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
る
の
か
が
不

明
確
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヒ
レ
ン
カ
ン
プ
（H

illenkam
p

）
は
、
訴
訟
の
継
続
が
甘
受
し
え
な
い
ほ
ど
の
重
大
な
違
法
と
い
う
要
件
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
、
違
法
が
あ
る
一
定
程
度
重
大
で
あ
る
か
ら
訴
訟
障
碍
が
導
か
れ
る
の
で
あ
り
、
訴
訟
障
碍
が
導
か
れ
る
ほ
ど
の
重
大

な
違
法
が
あ
る
か
ら
訴
訟
障
碍
が
導
か
れ
る
と
い
う
説
明
は
、
結
局
違
法
の
重
大
性
の
程
度
の
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
リ
ー
ス

（R
ieß

）
は
、
非
典
型
的
訴
訟
障
碍
を
極
め
て
限
定
的
な
場
合
に
し
か
認
め
ず
、
違
法
な
犯
罪
誘
発
行
為
に
対
し
て
は
訴
追
禁
止
と
い
う
新

し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
て
処
理
を
図
ろ
う
と
す
る
。
彼
の
い
う
訴
追
禁
止
と
は
訴
訟
障
碍
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
手
続
の
打
切
り
と
い
う
点
で
は
同
様
の
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
リ
ー
ス
は
重
大
で

治
癒
不
可
能
な
法
治
国
家
原
則
違
反
を
要
件
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
具
体
的
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
重
大

な
」
基
本
権
侵
害
を
訴
訟
障
碍
の
要
件
と
す
る
な
ら
ば
、
侵
害
の
重
大
性
の
評
価
が
訴
訟
障
碍
の
承
認
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
人
間
の
尊
厳
と
い
う
基
本
権
の
中
核
領
域
に
対
す
る
侵
害
を
全
て
重
大
な
基
本
権
侵
害
と
み
な
し
、
こ
の
場
合
に
訴
訟

障
碍
事
由
の
存
在
を
認
め
る
と
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



おとり捜査の研究（５）

北法61（4・143）1341

　

次
に
、
刑
事
訴
追
目
的
喪
失
論
は
、
刑
罰
秩
序
の
実
証
を
通
じ
て
公
衆
の
法
意
識
を
確
認
し
、
犯
罪
に
よ
り
脅
か
さ
れ
た
法
的
平
穏
を
回

復
さ
せ
る
点
に
、
刑
事
訴
訟
の
目
的
を
見
出
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
目
的
が
失
わ
れ
る
場
合
に
訴
訟
障
碍
事
由
が
発
生
す
る
と
考
え
、

国
家
が
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
を
介
し
て
犯
罪
に
関
与
し
、
生
成
さ
れ
た
行
為
が
主
と
し
て
彼
の
所
産
と
み
な
さ
れ
る
場
合
は

こ
の
よ
う
な
目
的
は
喪
失
す
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
に
お
い
て
は
刑
事
訴
追
の
た
め
の
刑
事
訴
追

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
行
わ
れ
、

そ
の
た
め
刑
事
訴
訟
の
目
的
が
喪
失
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
公
衆
の
法
意
識
の
確
認
と
い
う
刑
事
訴
訟
の
目
的
設
定
が
今
ひ

と
つ
明
確
で
は
な
い
。
他
方
、
刑
事
訴
訟
目
的
喪
失
論
も
刑
事
訴
追
権
限
失
効
論
と
同
じ
点
に
着
目
し
、
違
法
の
根
拠
を
国
家
が
一
方
で
犯

罪
を
作
出
し
て
お
き
な
が
ら
他
方
で
こ
れ
を
訴
追
す
る
点
に
求
め
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
両
者
の
違
い
は
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か

の
違
い
に
存
在
す
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
不
正
な
権
限
獲
得
に
基
づ
く
権
限
の
執
行
と
い
う
説
明
の
方
が
明
確
で
あ
り
、
理
解
し
や

す
い
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
や
は
り
最
も
シ
ン
プ
ル
な
理
論
構
成
は
訴
追
権
限
失
効
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
骨
子
は
、
国
家
刑
罰
権

の
取
得
に
瑕
疵
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
権
利
が
失
効
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
理
論
に
対
す
る
批
判
は
、
民
事
法
上
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
刑

事
法
へ
の
転
用
や
、
そ
も
そ
も
民
事
法
上
の
原
則
で
あ
る
矛
盾
行
為
禁
止
の
原
則
は
実
体
法
上
の
概
念
で
あ
る
の
に
こ
れ
を
刑
事
手
続
に
お

い
て
用
い
る
点
に
対
し
て
投
じ
ら
れ
た
。
す
で
に
、
か
か
る
批
判
に
対
し
て
は
、
民
事
法
上
の
概
念
が
刑
事
法
領
域
に
及
ば
な
い
こ
と
に
対

す
る
具
体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
民
事
の
場
合
と
異
な
り
刑
罰
請
求
権
は
手
続
に
お
い
て
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ

（
（（
（

る
。
む
し
ろ
、民
事
法
領
域
に
お
い
て
は
私
人
に
よ
る
自
己
矛
盾
行
為
に
基
づ
く
権
利
取
得
が
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

い
わ
ん
や
国
家
が
同
様
の
行
為
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
は
よ
り
厳
格
な
規
制
が
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。確
か
に
、ブ
ル
ン
ス
ら
に
よ
っ

て
主
張
さ
れ
た
刑
事
訴
追
権
限
失
効
論
は
、
判
例
の
重
大
な
影
響
基
準
を
矛
盾
行
為
禁
止
の
原
則
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
さ
ら
な
る
理
論
的

補
強
が
図
ら
れ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
刑
事
訴
追
権
限
失
効
論
に
お
い
て
は
、
自
己
矛
盾
的
な
訴
追
権
限
の
獲
得
と
い
う
国
家
的
行
為
の
反
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法
治
国
家
性
と
い
う
点
の
み
が
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
違
法
の
根
拠
を
説
明
付
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
対
象
者
の
人
格
権
侵
害
か

ら
の
根
拠
付
け
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
犯
罪
誘
発
事
例
に
お
い
て
人
間
の
尊
厳
お
よ
び
人
格
権
に
対
す
る
侵
害
を
問
題
と
す
る
理
論

は
、
憲
法
的
証
拠
禁
止
説
お
よ
び
憲
法
的
訴
訟
障
碍
論
で
あ
っ
た
。
証
拠
禁
止
説
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に
訴
訟
障
碍
を
導
く
の
で
は
な
く

（
包
括
的
）
証
拠
禁
止
を
経
由
し
て
不
処
罰
処
理
（
無
罪
）
を
導
く
必
要
性
等
に
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
憲
法
的
訴
訟
障
碍
論
は
、
重
大
（
極

端
）
な
人
権
侵
害
と
い
う
内
容
の
不
透
明
性
、
機
能
的
刑
事
司
法
と
公
正
な
裁
判
と
か
ら
導
か
れ
る
比
例
原
則
を
持
ち
出
す
点
、
機
能
的
な

違
法
性
判
断
を
期
待
し
に
く
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
理
論
が
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
に
お
け
る
何
ら
か
の
人
権
侵
害
の
存
在
を
認

め
る
点
に
は
意
義
が
あ
る
。
議
論
を
整
理
し
て
お
く
と
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
違
法
性
を
人
権
侵
害
に
求
め
る
場
合
、
①
基
本
法

二
条
一
項
か
ら
導
か
れ
る
人
格
権
、
す
な
わ
ち
具
体
的
に
は
決
定
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
、
そ
し
て
②
基
本
法
一
条
一
項
の
保
障
す
る
人
間

の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
に
対
し
て
は
、
法
的
意
味
に
お
い
て
自
由
な
決
定
が
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う
批
判
が
あ
り
、
後
者
に
対
し
て
は
間
接
正
犯
の
場
合
の
道
具
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為

の
違
法
の
根
拠
と
し
て
人
権
侵
害
が
あ
る
と
主
張
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
批
判
の
い
ず
れ
か
に
反
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
決
定
の
自

由
に
対
す
る
侵
害
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
―
―
行
為
者
が
間
接
正
犯
の
道
具
に
ま
で

お
と
し
め
ら
れ
て
い
な
い
―
―
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
事
例
に
被
誘
発
者
に
決
定
の
自
由
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
犯
罪
を
行
う
か
否
か
を

決
定
す
る
自
由
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
に
よ
る
同
様
の
指
摘
は
正
当
で
あ
る
。
で
は
、
人

間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
の
有
無
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
人
間
の
尊
厳
の
内
容
お
よ
び
範
囲
と
深
く
関
係
す
る
問

題
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
の
尊
厳
の
保
護
領
域
を
規
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
こ
の
場
で
保
護
領
域
の
確
定
を
試
み
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ

（
（（
（

る
。
確
か
に
、こ
れ
ま
で
「
付
与
理
論
（M

itgifttheorie

）」
お
よ
び
「
能
力
理
論
（Leistungstheorie

）」
と
い
う
二
つ
の
理
論
に
よ
っ
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て
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
積
極
的
意
味
付
け
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
前
者
は
、「
人
間
そ
れ
自
体
の
固
有
価
値
、
独
自
性
、
本
質
、
性
質
」

と
説
明
す
る
。
こ
れ
に
対
し
後
者
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
尊
厳
は
独
自
の
自
己
決
定
を
基
礎
に
し
た
概
念
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
後
者
の
理

論
で
は
、
哲
学
的
伝
統
は
拘
束
力
を
有
し
な
い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
一
方
、
行
為
無
能
力
者
や
意
思
無
能
力
者
は
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
な

い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
前
者
の
「
付
与
理
論
」
の
方
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
よ
り
実
質
的
に

意
味
を
持
つ
の
は
積
極
的
意
味
付
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
が
存
在
す
る
か
を
問
題
と
す
る
消
極
的

意
味
付
け
で
あ
ろ
う
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
い
わ
ゆ
る
「
客
体
定
式
」
を
用
い
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
を
「
人
間
を
国
家
の
単
な

る
客
体
に
す
る
こ
と
」
と
し
、
こ
れ
を
禁
じ
た
。
具
体
的
に
は
「
辱
め
、
烙
印
、
迫
害
、
追
放
」
が
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ

（
（（
（

る
。
連
邦
憲
法
裁

判
所
は
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
介
入
を
、
自
己
の
主
体
性
を
原
理
的
に
問
題
視
す
る
取
扱
い
で
あ
り
、
人
間
の
尊
厳
を
恣
意
的
に
無
視
す

る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
人
間
が
当
然
に
持
っ
て
い
る
価
値
の
軽
視
と
い
う
意
味
で
の
軽
蔑
的
取
扱
い
で
あ
る
と
い

（
（（
（

う
。

さ
ら
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
中
に
も
よ
り
広
く
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
を
認
め
る
見
解
が
あ
り
、
人
間
は
非
人
間
的
に
取
り
扱
わ
れ

て
は
な
ら
ず
、
対
象
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
見
解
が
あ

（
（（
（

る
。
し
か
し
、
そ
の
明
確
化
は
、
結
局
、
人
間
の
尊
厳
に
対

す
る
侵
害
が
問
題
と
な
り
う
る
場
合
を
考
え
ら
れ
る
領
域
ご
と
に
具
体
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
限
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な

（
（（
（

い
。
ア
ジ
ャ
ン
・
プ

ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
犯
罪
誘
発
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
こ
の
問
題
領
域
に
含
ま
れ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
検
討
の
対
象
と
な
る
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
典
型
的
な
侵
害
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
の
は
、
奴
隷
的
取
扱
い
や
人
身
売
買
等
の
人
間
の
平
等
の

著
し
い
侵
害
、
拷
問
お
よ
び
身
体
傷
害
、
侮
辱
お
よ
び
陵
辱
と
い
っ
た
身
体
的
・
精
神
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
お
よ
び
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
の

著
し
い
侵
害
、
最
低
限
度
の
生
活
の
保
障
と
い
っ
た
社
会
権
的
観
点
か
ら
導
か
れ
る
社
会
国
家
的
・
法
治
国
家
的
責
任
の
著
し
い
怠
慢
、
で

あ
っ

（
（（
（

た
。
で
は
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
に
お
け
る
国
家
的
行
為
の
違
法
を
撞
着
法
理
か
ら
根
拠
付
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
尊
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厳
に
対
す
る
侵
害
か
ら
も
根
拠
付
け
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
説
明
付
け
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
犯
意
の
具
体
化
理
論
を

示
し
た
一
九
八
〇
年
代
初
期
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
を
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
か
ら
根
拠
付
け
る
場
合
、
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
は
被
誘
発
者
の
側
の
嫌
疑
お
よ
び
犯
意
と
い
う
い
わ
ば
内
心
的
状
況
、
主
観
面
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
嫌
疑
も
な
く

犯
意
も
存
在
し
な
い
者
に
対
し
て
犯
罪
誘
発
を
行
う
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪
誘
発
行
為
が
許
さ
れ
ざ
る
も
の
と

評
価
さ
れ
る
の
は
、
対
象
者
が
「
国
家
的
行
為
の
単
な
る
客
体
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
人
間

の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
か
ら
も
犯
罪
誘
発
行
為
の
違
法
性
を
根
拠
付
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
先
に
み
た
よ

う
に
、
国
家
的
行
為
の
単
な
る
客
体
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
は
、
対
象
者
が
「
道
具
」
と
な
っ
て
い
る
状
態
ま
で
求
め
る
見
解
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
見
解
に
従
え
ば
嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る
犯
罪
誘
発
行
為
は
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
介
入
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
先
に
挙
げ
た
人

間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
が
問
題
と
な
り
う
る
典
型
領
域
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
は
、
平
等
お
よ
び
自

由
権
な
い
し
は
法
治
国
家
・
社
会
国
家
原
理
と
の
体
系
的
関
連
性
と
関
係
す

（
（（
（

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
国
家
に
よ
る
介
入
と
い
う
こ
と
と
無
関
係

に
、間
接
正
犯
に
お
け
る「
道
具
」を
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
の
基
準
と
す
る
こ
と
に
は
首
肯
で
き
な
い
。
犯
罪
誘
発
事
例
に
お
い
て「
間

接
正
犯
に
お
け
る
道
具
で
あ
る
こ
と
」
の
み
が
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
国
家
的
犯
罪
誘
発
行
為
は
単
に
刑
法
の
共

犯
理
論
に
お
い
て
の
み
説
明
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、「
国
家
」
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
た
行
為
で
あ
る
こ
と
が
軽
視
さ
れ
て
し
ま
う
。
も
ち

ろ
ん
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
ら
の
よ
う
に
、
嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る
犯
罪
誘
発
行
為
が
適
法
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪

誘
発
行
為
の
違
法
性
を
刑
訴
法
一
六
〇
条
か
ら
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
に
も
示
し
た
通
り
、
同
条
の
規
定
が
捜
査

開
始
の
要
件
と
し
て
嫌
疑
の
存
在
を
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
人
間
を
国
家
行
為
の
単
な
る
客
体
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
と
い
う
基
本
法
一
条

一
項
の
趣
旨
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
憲
法
的
訴
訟
障
碍
論
の
い
う
重
大
な
基
本
権
侵

害
に
基
づ
く
訴
訟
障
碍
と
い
う
理
論
構
成
の
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
訴
訟
障
碍
が
導
か
れ
る
重
大
な
基
本
権
侵
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害
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
か
が
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
何
が
重
大
な
基
本
権
侵
害
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
、
実
際
は
、
個
々
の
事
案
ご
と
の
検
討
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
面
は
否
め
な
い
が
、
少
な
く
と
も
嫌
疑
が
全
く
存
在
せ
ず
、
犯
意

も
な
い
よ
う
な
人
物
を
対
象
に
犯
罪
誘
発
行
為
を
用
い
る
場
合
に
は
、
刑
訴
法
一
六
〇
条
一
項
お
よ
び
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
基
本
法
一
条

一
項
の
保
障
す
る
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
を
認
め
、
重
大
な
違
法
有
り
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
説
の
議
論
を
中
心
に
、
一
部
判
例
理
論
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
の
違
法
性
の
根

拠
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
右
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
許
さ
れ
ざ
る
犯
罪
誘
発
行
為
に
対
し

て
は
主
観
（
人
権
侵
害
）
と
客
観
（
法
治
国
家
原
則
違
反
）
の
両
面
か
ら
違
法
性
が
根
拠
付
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
客
観
的
根
拠
付
け
に
つ
い

て
は
、
ブ
ル
ン
ス
ら
を
中
心
に
提
唱
さ
れ
た
刑
事
訴
追
権
限
失
効
論
に
よ
る
訴
訟
障
碍
の
認
定
、
そ
の
結
果
導
か
れ
る
手
続
の
打
切
り
と
い

う
処
理
が
、
最
も
明
解
で
で
説
得
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
証
拠
禁
止
説
は
、
刑
訴
法
一
三
六
条
ａ
の
適
用
範
囲
の
問
題
、
包
括
的
証
拠

禁
止
を
経
由
し
た
訴
訟
障
碍
と
同
様
の
結
果
の
期
待
の
意
味
と
い
う
点
で
、
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
同
じ
く
訴
訟
障
碍
事
由
を
認
定
す
る
理

論
で
も
、
刑
事
訴
訟
目
的
喪
失
論
は
、
公
衆
の
法
意
識
の
確
認
と
い
う
刑
事
訴
訟
の
目
的
設
定
の
不
明
確
性
に
問
題
を
残
す
。
さ
ら
に
、
刑

罰
阻
却
事
由
説
に
お
い
て
も
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
の
働
き
掛
け
に
着
目
し
た
判
断
が
な
さ
れ
う
る
が
、
そ
も
そ
も
、
刑
法
に

お
け
る
犯
罪
成
立
要
件
の
枠
外
で
考
慮
さ
れ
る
政
策
的
判
断
と
し
て
の
刑
罰
阻
却
事
由
の
内
実
が
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
、
と
い
う

点
が
分
か
り
に
く
い
。
特
に
、
実
質
的
な
懸
念
と
し
て
は
、
非
類
型
的
刑
罰
阻
却
事
由
を
新
た
に
認
め
る
場
合
に
、
政
策
的
判
断
が
介
在
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
実
際
に
は
刑
罰
阻
却
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
次
に
、
主
観
的
根
拠
付
け
に
つ
い

て
は
、
犯
罪
誘
発
行
為
を
適
法
と
評
価
す
る
に
あ
た
り
刑
訴
法
一
六
〇
条
一
項
を
根
拠
に
嫌
疑
の
存
在
を
求
め
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
嫌
疑
の
要
件
が
表
面
上
は
刑
訴
法
一
六
〇
条
一
項
等
の
規
定
か
ら
導
か
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
が
基
本
権
保
護
と
全
く
関
係

し
て
い
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
条
の
規
定
の
背
後
に
は
、
基
本
法
一
条
一
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
人
間
の
尊
厳
の
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尊
重
が
存
在
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
度
々
、
主
観
あ
る
い
は
客
観
と
い
う
用
語
を
用
い
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
人
権
侵
害
を
重
視
す
る
か
、
反
法

治
国
家
的
国
家
行
為
を
重
視
す
る
か
と
い
う
違
い
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
法
治
国
家
的
行
為
は
人
権
侵
害
に
繋
が
り
、
ま
た
、

人
権
侵
害
を
重
視
す
る
場
合
も
、
侵
害
さ
れ
る
対
象
者
に
着
目
す
る
か
、
あ
る
い
は
侵
害
行
為
を
行
う
国
家
側
に
着
目
す
る
か
と
い
う
差
に

帰
着
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
両
者
の
差
異
は
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
主
観
（
人
権
侵
害
）
を
重
視
す
る
場
合
と
客
観
（
反
法
治
国
家

的
行
為
）
を
重
視
す
る
場
合
と
で
、
あ
る
一
個
の
行
為
の
評
価
が
異
な
る
場
合
も
生
じ
う
る
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
犯
罪
誘
発
行
為

に
お
い
て
は
基
本
権
に
「
介
入
す
る
」
と
い
う
事
象
と
「
介
入
さ
れ
る
」
と
い
う
事
象
が
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
よ
う
に
、
主
観
も
客
観

も
大
体
に
お
い
て
は
同
じ
行
為
事
象
を
ど
ち
ら
の
側
か
ら
評
価
す
る
か
の
差
異
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
許
さ
れ
ざ

る
犯
罪
誘
発
行
為
の
違
法
性
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
場
合
、
反
法
治
国
家
的
行
為
と
い
う
と
こ
ろ
に
違
法
性
の
所
在
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
反
射
と
し
て
基
本
権
侵
害
に
も
違
法
性
の
所
在
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
五
章　

わ
が
国
に
お
け
る
お
と
り
捜
査
に
関
す
る
議
論

第
一
節　

は
じ
め
に

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
〇
年
代
に
多
く
の
判

（
（（
（

例
が
お
と
り
捜
査
を
取
り
扱
っ
た
こ
と
が
議
論
の
始
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て

は
、
対
象
者
の
取
扱
い
と
並
ん
で
お
と
り
自
身
が
法
禁
物
の
譲
受
、
所
持
と
い
う
点
で
可
罰
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
も
問
題
と

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
昭
和
二
〇
年
代
の
事
案
で
あ
る
が
、
判
例
は
こ
の
よ
う
な
お
と
り
自
身
の
行
為
の
責
任
を
問
わ
な
い
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こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

（
（（
（

る
。
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
は
お
と
り
が
私
人
で
あ
っ
た
た
め
か
か
る
問
題
が
生
じ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
麻
薬

及
び
向
精
神
薬
取
締
法
や
覚
せ
い
剤
取
締
法
に
よ
り
、
麻
薬
取
締
官
お
よ
び
麻
薬
取
締
員
あ
る
い
は
警
察
官
は
一
定
の
条
件
下
で
麻
薬
を
譲

り
受
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
お
と
り
自
身
の
可
罰
性
は
論
じ
ら
れ
な
く
な
っ

（
（（
（7
（（
（

た
。
む
し
ろ
今
日
ま
で
議
論
の
中
心
に
あ
る
の

は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
お
と
り
捜
査
が
適
法
あ
る
い
は
違
法
と
さ
れ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
確
か
に
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
い

わ
れ
る
最
高
裁
昭
和
二
八
年
三
月
五
日
決

（
（（
（

定
（
以
下
、
本
稿
で
は
単
に
「
昭
和
二
八
年
決
定
」
と
す
る
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
以
前
は
お0

と
り
捜
査
そ
れ
自
体

0

0

0

0

0

0

0

0

に
つ
い
て
適
法
で
あ
る
（
あ
る
い
は
違
法
で
あ
る
）
と
す
る
か
の
よ
う
な

0

0

0

0

0

0

0

0

議
論
も
み
ら
れ

（
（（
（

た
。
し
か
し
、
昭
和
三
〇
年

代
以
降
の
議
論
は
、
お
と
り
捜
査
の
中
に
違
法
な
領
域
、
適
法
な
領
域
の
二
つ
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
こ
の

両
領
域
の
間
に
い
か
に
適
正
か
つ
明
確
な
線
引
き
を
行
う
か
を
目
指
す
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。最
高
裁
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
決

（
（（
（

定（
以

下
、
本
稿
で
は
単
に
「
平
成
一
六
年
決
定
と
す
る
」）
も
、
こ
の
こ
と
を
前
提
に
お
と
り
捜
査
の
違
法
性
判
断
を
行
っ
て
い
る
し
、
学
説
も

ま
た
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
の
所
在
を
み
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
お
と
り
捜
査
の
問
題
点
の
第
一
は
お
と
り
捜
査
の
適
否
が
ど
の

よ
う
に
し
て
決
せ
ら
れ
る
か
と
い
う
点
、
す
な
わ
ち
お
と
り
捜
査
の
違
法
性
判
断
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
に
み
た
ド
イ
ツ
の
議
論
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
議
論
の
中
心
は
違
法
な
お
と
り
捜
査
が
あ
っ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
処
理

方
法
が
適
切
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
わ
が
国
に
お
け
る
議
論
は
、
違
法
な
お
と
り
捜
査
の
法
的
処
理
で
は
な
く
、
お
と
り
捜
査

の
適
否
の
判
断
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
法
律
効
果
に
つ
い
て
、
昭
和
二
八
年
決
定
は
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
て
も
実
体
法
上
の
犯
罪
成

立
条
件
お
よ
び
公
訴
権
に
対
し
て
影
響
は
及
ば
な
い
と
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
今
日
で
も
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
と
異
な
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
お
と
り
捜
査
が
違
法
と
判
断
さ
れ
た
事
案
が
極
め
て
少
な

（
（（
（

く
、
そ
の
た
め
少
な

く
と
も
判
例
に
お
い
て
は
、違
法
な
お
と
り
捜
査
の
法
律
効
果
に
関
す
る
議
論
は
発
展
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。

他
方
、
学
説
に
お
い
て
は
違
法
な
お
と
り
捜
査
に
対
す
る
法
律
効
果
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
も
の
も
存
在
す
る
が
、
依
然
と
し
て
議
論
の
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中
心
は
違
法
性
判
断
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
は
ま
ず
違
法
性
判
断
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
が
示
さ
れ
る
べ
き
か
検
討
を
加
え
た
上
で
、
お
と
り
捜
査
の
違
法
の
所
在
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
を
意
識
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
特
に
判
例
上
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
法
律
効
果
に
つ
い
て
も
、
検
討
を

加
え
た
い
と
考
え
る
。

第
二
節　

判
例
の
変
遷

第
一
款　

昭
和
二
〇
年
代
の
横
浜
地
裁
に
お
け
る
無
罪
判
決

　

こ
れ
ま
で
、
お
と
り
捜
査
に
つ
い
て
違
法
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
下
し
た
裁
判
例
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、
昭
和
二
〇
年
代
に

い
く
つ
か
の
事
案
で
無
罪
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
横
浜
地
裁
昭
和
二
六
年
六
月
一
九
日
判

（
（（
（

決
お
よ
び
同
昭
和
二
六

年
七
月
一
七
日
判

（
（（
（

決
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
判
決
も
同
一
の
裁
判
所
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期
の
も
の
で
あ
る
た
め
か
、
判
旨
の
重
要
部
分
に
お

い
て
一
字
一
句
同
一

0

0

0

0

0

0

の
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
手
続
法
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
実
体
法

上
の
視
点
を
加
え
て
結
論
を
導
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
両
判
決
の
事
実
の
概
要
を
示
し
た
後
に
、
判
旨
部
分
に
つ
い
て
は
ま
と
め
て
紹
介

す
る
こ
と
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
横
浜
地
裁
の
判
決
に
お
け
る
事
実
の
概
要
は
概
ね
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

［
一
］
横
浜
地
裁
昭
和
二
六
年
六
月
一
九
日
判
決
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【
事
実
の
概
要
】

　

�　

被
告
人
は
、
麻
薬
中
毒
患
者
を
装
う
婦
人
警
察
吏
員
Ｕ
か
ら
麻
薬
を
売
っ
て
く
れ
と
の
申
込
を
受
け
、
Ｕ
が
警
察
官
で
あ
る
こ
と
を
知

ら
ず
に
承
諾
し
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に
相
被
告
人
Ｙ
方
に
行
き
同
人
よ
り
麻
薬
を
買
い
受
け
、
約
一
時
間
後
に
自
宅
ま
で
持
ち
帰
っ
た
と

こ
ろ
、
待
ち
受
け
て
い
た
警
察
官
に
現
行
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
所
持
の
麻
薬
を
押
収
さ
れ
た
。

［
二
］
横
浜
地
裁
昭
和
二
六
年
七
月
一
七
日
判
決

【
事
実
の
概
要
】

　

�　

横
須
賀
憲
兵
調
査
部
係
官
Ｍ
が
Ｓ
を
麻
薬
取
締
法
違
反
等
の
被
疑
事
件
に
つ
き
取
調
中
、
同
人
が
所
持
し
て
い
た
麻
薬
が
被
告
人
よ
り

譲
受
け
た
も
の
と
供
述
を
受
け
た
。
そ
こ
で
Ｍ
は
Ｓ
に
命
じ
て
自
己
の
面
前
で
被
告
人
に
電
話
を
か
け
さ
せ
、
再
び
麻
薬
を
買
う
か
ら
Ｓ

の
自
宅
ま
で
持
っ
て
き
て
く
れ
と
申
入
れ
た
。
被
告
人
は
委
細
を
し
ら
ず
に
Ｃ
よ
り
買
受
け
て
本
件
の
麻
薬
を
所
持
し
た
と
こ
ろ
、
待
ち

う
け
て
い
た
前
記
係
官
Ｍ
等
に
逮
捕
さ
れ
、
所
持
の
麻
薬
を
押
収
さ
れ
た
。

【
判
旨
】（［
一
］
お
よ
び
［
二
］）

　

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
横
浜
地
裁
に
よ
る
こ
れ
ら
両
判
決
の
内
容
は
、
極
め
て
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
こ
れ
ら

両
判
決
の
判
旨
を
一
緒
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
、
手
続
法
上
の
問
題
と
し
て
は
、「
犯
罪
の
予
防
及
び
鎮
圧
を
職
責
と
す
る
警
察
職
員
が
（
警
察
法
第
一
条
第
二
条
、
警
察
官
等
職

務
執
行
法
第
一
条
）
一
面
に
お
い
て
犯
罪
捜
査
の
必
要
が
あ
る
か
ら
と
云マ

マ
つ
て
他
面
新
た
な
犯
罪
の
実
行
を
誘
発
す
る
よ
う
な
陥
穽
を
設
け

る
こ
と
が
看
過
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
こ
れ
で
よ
い
の
か
と
い
う

（
（（
（

点
」
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
国
家
が
一
方
に
お
い
て
犯
罪
を
実
行
さ

せ
「
犯
人
を
製
造
」
し
て
お
き
な
が
ら
、
他
方
で
こ
れ
を
逮
捕
し
て
処
罰
す
る
と
い
う
矛
盾
極
ま
る
措
置
は
、
到
底
こ
れ
を
容
認
す
る
こ
と
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は
で
き
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
憲
法
一
三
条
の
個
人
の
尊
厳
を
引
き
合
い
に
出
し
、
お
と
り
捜
査
は
、
対
象
者
を
「
個
人
と
し
て
尊
重
せ

ず
、
同
人
の
自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
権
利
を
国
政
の
上
で
軽
ん
じ
る
も
の
と
す
る
外
は
な

（
（（
（

い
」、
と
し
て
当
該
お
と
り
捜
査
を
違
法

と
判
断
す
る
。
ま
た
、
実
体
法
上
は
、
麻
薬
の
不
法
所
持
は
抽
象
的
な
危
険
性
の
段
階
を
取
締
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
事
案
に

お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
抽
象
的
危
険
は
存
在
し
な
い
た
め
、
無
罪
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
が
管
理
し
た
擬
制
の
麻
薬
取
引
に
お
い
て
被

告
人
が
入
手
し
て
持
参
す
る
麻
薬
に
は
「
抽
象
的
な
危
険
は
客
観
的
に
は
取
り
除
か
れ
て
い
る
も
の
と
す
べ

（
（（
（

き
」
で
あ
り
、
被
告
人
の
所
為

は
罪
と
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
し
か
し
、
お
と
り
捜
査
全
体
を
指
し
て
憲
法
一
三
条
違
反
と
な
る
と
す
る
点
、
ま
た
お
と
り
捜
査
に
お
け
る

薬
物
の
所
持
等
に
は
抽
象
的
危
険
が
存
在
し
な
い
た
め
無
罪
と
な
る
と
い
う
見
解
は
、
昭
和
二
〇
年
代
の
間
い
く
つ
か
の
判
例
に
お
い
て
支

持
を
得
て
い
た
も
の

（
（（
（

の
、
そ
の
後
は
支
持
を
得
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
っ

（
（（
（

た
。

　

な
お
、
両
判
決
の
理
由
中
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
わ
な
の
理
論
に
触
れ
た
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
、「
我
国
で
は
こ
の
法

理
の
研
究
は
十
分
な
さ
れ
て
お
ら
ず
［
中
略
］
直
ち
に
我
国
に
適
用
し
難
い
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
そ
の
基
本
と
な
る
民
主
主
義
的
な
考
方

に
お
い
て
上
記
［
当
判
決
の
内
容
］
と
共
通
す
る
も
の
が
あ

（
（（
（

る
」（
括
弧
内
は
引
用
者
）
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
わ
な
の
理
論
を
採
用
す

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

第
二
款　

昭
和
二
〇
年
代
末
期
に
お
け
る
最
高
裁
判
例
の
変
遷

　

先
に
横
浜
地
裁
に
よ
る
二
件
の
無
罪
判
決
を
み
た
が
、
そ
の
後
の
最
高
裁
昭
和
二
八
年
三
月
五
日
判
決
は
こ
れ
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し

た
。
す
な
わ
ち
、
お
と
り
捜
査
が
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
対
象
者
の
罪
責
等
に
影
響
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
控
訴
審
、
第

一
審
と
も
に
わ
な
の
理
論
を
意
識
し
た
違
法
性
判
断
に
言
及
し
た
部
分
が
み
ら
れ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
下
級
審
判
決
を
も
と
に
事
実
関
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係
を
確
認
し
つ
つ
各
審
及
の
判
断
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

［
三
］
最
高
裁
昭
和
二
八
年
三
月
五
日
決

（
（（
（

定

【
事
実
の
概
要
】
―
―
第
一
審
お
よ
び
控
訴
審
の
認
定

　

第
一
審
の
京
都
地
裁
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
日
判

（
（（
（

決
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
告
人
Ｙ
は
か
ね
て

Ｓ
、
Ｈ
か
ら
麻
薬
の
入
手
方
を
依
頼
さ
れ
、
被
告
人
Ｃ
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
同
被
告
人
Ｃ
は
こ
の
求
め
に
応
じ
て
麻
薬
塩
酸
ヂ
ア
セ
チ
ル

モ
ル
ヒ
ネ
約
六
七
六
ｇ
を
他
よ
り
入
手
し
、
Ｙ
は
Ｃ
よ
り
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
。
そ
こ
で
、
被
告
人
Ｙ
お
よ
び
Ｃ
に
つ
い
て
同
禁
止
薬
物
の

所
持
罪
が
問
わ
れ
た
。

　

弁
護
人
は
、
犯
罪
当
局
に
関
係
あ
る
Ｓ
、
Ｈ
が
お
と
り
と
な
っ
て
最
初
か
ら
犯
意
を
も
た
な
い
被
告
人
等
の
犯
意
を
誘
発
し
本
件
麻
薬
を

所
持
す
る
に
至
ら
し
め
麻
薬
取
締
法
違
反
と
し
て
捜
査
当
局
が
同
人
を
逮
捕
し
た
と
い
う
事
実
の
主
張
を
前
提
に
し
て
、
次
の
三
点
に
つ
い

て
争
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
被
告
人
ら
の
所
為
は
「
法
益
侵
害
の
危
険
性
が
な
い
か
ら
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
無
罪
」
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、

②
善
良
な
国
民
を
し
て
犯
罪
を
誘
発
し
、
犯
罪
捜
査
の
道
具
と
し
て
利
用
し
た
後
処
罰
す
る
よ
う
な
こ
と
は
憲
法
一
一
条
お
よ
び
一
三
条
の

保
護
す
る
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
、
③
お
と
り
捜
査
は
違
法
で
あ
り
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
、
と
。

　

こ
れ
に
対
し
京
都
地
裁
は
、
所
論
の
前
提
た
る
お
と
り
捜
査
の
存
在
を
全
面
的
に
肯
定
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
可
能
性

も
で
き
な
い
と
し
て
右
三
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
①
本
件
麻
薬
の
所
持
に
お
け
る
抽
象
的
危
険
の
存
在
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
麻
薬
が
使
用
さ
れ
な
い
以
上
具
体
的
に
危
険
が
生
じ

た
と
い
う
こ
と
は
い
え
な
い
が
、「
一
般
的
に
いマ

マ
つ
て
そ
れ
が
不
正
使
用
さ
れ
る
虞
が
あ
る
」た
め
抽
象
的
危
険
が
存
在
す
る
と
し

（
（（
（

た
。
次
に
、

②
憲
法
一
三
条
違
反
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
意
思
決
定
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
こ
れ
を
否
定
し
、
犯
罪
成
立
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
る
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（
犯
罪
阻
却
事
由
が
存
在
し
な
い
）
以
上
無
罪
と
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
た
だ
し
情
状
面
に
お
い
て
お
と
り
に
よ
る
影
響
が
考
慮
さ
れ
る
と

し
た
。
ま
た
、
③
憲
法
三
一
条
違
反
に
つ
い
て
は
、「
か
よ
う
な
方
法
に
よ
る
捜
査
が
適
法
で
な
い
と
し
て
も
本
件
行
為
が
犯
罪
を
構
成
し

そ
の
裁
判
手
続
が
法
律
上
適
法
に
行
わ
れ
る
以
上
処
罰
に
何
等
妨
げ
の
な
い
こ
と
は
明
で
あ
る
」
と
し
て
弁
護
人
の
主
張
を
退
け
て
い
る
。

　

加
え
て
本
件
京
都
地
裁
は
、
わ
な
の
理
論
を
意
識
し
た
二
分
説
と
一
部
共
通
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
麻

薬
取
締
法
五
三
条
（
麻
薬
取
締
官
等
に
よ
る
麻
薬
所
持
の
違
法
性
阻
却
）
は
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
に
は
妥
当
し
な
い
も
の
の
、
そ
の

場
合
は
お
と
り
自
身
が
教
唆
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　

控
訴
審
の
大
阪
高
判
昭
和
二
七
年
六
月
三
〇

（
（（
（

日
は
、
右
事
実
関
係
を
前
提
と
し
て
次
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
て
い
る
。
ま
ず
被
告
人
Ｃ
の

所
持
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
Ｙ
が
お
と
り
と
し
て
働
き
掛
け
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
そ
の
起
源
が
お
と
り
捜
査
に
あ
っ
た

と
し
て
も
お
と
り
（
Ｓ
お
よ
び
Ｈ
）
に
よ
っ
て
犯
行
を
誘
発
せ
ら
れ
た
と
い
う
関
係
は
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
し
た
。
次
に
被
告
人

Ｙ
に
つ
い
て
は
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
否
定
し
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
れ
ば
、
憲
法
一
一
条
、
一
三

条
違
反
の
問
題
を
生
ず
る
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
つ
つ
、
弁
護
人
の
控
訴
趣
意
を
退
け
た
。
そ
こ
で
被
告
人
ら
は
上
告
し
た
が
、
最
高

裁
は
右
事
実
関
係
を
前
提
に
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
て
い
る
。

【
決
定
要
旨
】

　

�　
「［
お
と
り
］
の
誘
惑
に
よ
り
犯
意
を
生
じ
又
は
こ
れ
を
強
化
さ
れ
た
者
が
犯
罪
を
実
行
し
た
場
合
・
・
・
・
・
そ
の
［
お
と
り
］
が
場

合
に
よ
っ
て
は
・
・
・
・
・
教
唆
犯
又
は
従
犯
と
し
て
責
を
負
う
こ
と
の
あ
る
の
は
格
別
、
そ
の
［
お
と
り
］
が
一
私
人
で
は
な
く
、
捜

査
機
関
で
あ
る
と
の
一
事
を
以
て
そ
の
犯
罪
実
行
者
の
犯
罪
構
成
要
件
該
当
性
又
は
責
任
性
若
し
く
は
違
法
性
を
阻
却
し
又
は
公
訴
提
起

の
手
続
規
定
に
違
反
し
若
し
く
は
公
訴
権
を
消
滅
せ
し
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
他
言
を
要
し
な
い
。」（
括
弧
内
は
引
用

者
）
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本
件
に
お
い
て
は
、
第
一
審
の
京
都
地
裁
お
よ
び
控
訴
審
の
大
阪
高
裁
は
、
わ
な
の
理
論
を
意
識
し
た
違
法
性
判
断
を
示
唆
し
て
い
た
。

京
都
地
裁
判
決
は
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
な
い
限
り
無
罪
と
な
ら
な
い
と
述
べ
つ
つ
も
（【
事
実
の
概
要
】
②
の
点
）、
仮
に
適
法

で
な
い
（
お
と
り
）
捜
査
が
あ
っ
た
と
し
て
も
行
為
が
犯
罪
を
構
成
し
そ
の
裁
判
手
続
が
法
律
上
適
法
に
行
わ
れ
る
以
上
、
憲
法
三
一
条
は

処
罰
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
と
す
る
（【
事
実
の
概
要
】
③
の
点
）。
ま
た
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
に
触
れ
つ
つ
も
、
お
と
り
自
身
の
教

唆
犯
と
し
て
の
処
罰
可
能
性
を
示
唆
す
る
に
止
ま
る
。
さ
ら
に
大
阪
高
裁
は
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
れ
ば
憲
法
違
反
（
憲
法
一
一

条
、
一
三
条
）
を
指
摘
す
る
が
、
そ
の
効
果
と
し
て
不
処
罰
が
導
か
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
お
い
て
、
本
件
最
高
裁
は
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
て
も
行
為
者
の
処
罰
可
能
性
に
は
影
響
が
な
く
、
せ
い
ぜ
い
お
と

り
自
身
の
処
罰
可
能
性
が
問
題
と
な
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
お
と
り
捜
査
が
被
告
人
の
罪
責
等
に
関

し
て
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
見
解
は
、
そ
の
後
も
一
部
の
下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
採
用
さ
れ

（
（（
（

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
翌
年
最
高
裁
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
こ
れ
と
は
異
な
る
判
断
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
最
高
裁
昭
和
二
九
年
八
月
二
〇
日

判
決
（
以
下
、
本
稿
で
は
単
に
「
昭
和
二
九
年
八
月
判
決
」
と
す
る
）
は
、
す
で
に
犯
意
を
有
す
る
者
を
対
象
に
行
っ
た
お
と
り
捜
査
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
当
該
お
と
り
捜
査
を
適
法
と
し
、
い
わ
ゆ
る
主
観
説
的
判
断
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
昭
和
二
九
年
八
月
判
決

に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

［
四
］
最
高
裁
昭
和
二
九
年
八
月
二
〇
日
判

（
（（
（

決

【
事
実
の
概
要
】
―
―
第
一
審
お
よ
び
控
訴
審
の
認
定

　

本
件
で
は
、
捜
査
機
関
の
命
を
受
け
た
捜
査
協
力
者
Ｍ
が
お
と
り
と
な
り
被
告
人
Ｇ
に
働
き
掛
け
麻
薬
の
入
手
を
依
頼
し
、
依
頼
を
受
け

た
Ｇ
が
そ
の
入
手
先
を
被
告
人
Ｇ
に
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
被
告
人
Ｈ
お
よ
び
Ｇ
の
間
、
被
告
人
Ｇ
お
よ
び
捜
査
協
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力
者
Ｍ
の
間
で
の
薬
物
の
譲
渡
譲
受
行
為
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

第
一
審
の
京
都
地
判
昭
和
二
五
年
一
二
月
二
八

（
（（
（

日
は
、
被
告
人
Ｇ
に
対
し
、
被
告
人
Ｈ
か
ら
譲
り
受
け
た
モ
ル
ヒ
ネ
若
干
量
を
Ｍ
に
譲
受

し
た
と
し
て
有
罪
判
決
を
宣
告
し
た
。
被
告
人
Ｇ
の
弁
護
人
は
、
Ｇ
の
所
為
は
被
告
人
Ｈ
と
Ｍ
と
の
間
の
売
買
を
仲
介
し
た
も
の
で
あ
る
た

め
幇
助
罪
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
Ｈ
、
Ｍ
間
に
は
直
接
売
買
契
約
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
被
告
人
Ｇ
の
転
売
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
Ｍ

が
Ｃ
Ｉ
Ｄ
の
依
頼
に
よ
り
本
件
麻
薬
の
買
主
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
麻
薬
取
締
法
に
い
わ
ゆ
る
譲
渡
譲
受
と
解
す
る
に
支
障
を
来
さ
な

い
と
し
て
、
犯
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
。

　

控
訴
審
の
大
阪
高
判
昭
和
二
七
年
三
月
二
五

（
（（
（

日
は
、
ま
ず
被
告
人
Ｈ
の
行
為
に
つ
い
て
、
同
人
は
相
手
方
が
誰
で
あ
ろ
う
と
か
ね
て
か
ら

麻
薬
譲
渡
を
企
図
し
て
お
り
、
お
と
り
の
関
与
を
知
ら
な
い
被
告
人
Ｇ
に
譲
渡
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
以
上
、
抽
象
的
危
険
は
す
で
に
十

分
存
在
す
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
国
家
（
お
と
り
）
の
関
与
は
、「
麻
薬
の
害
毒
が
他
に
波
及
す
る
現
実
の
危
険
を
僅
か
に
遮
断
し
得

た
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
て
実
体
法
上
犯
罪
が
成
立
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
被
告
人
Ｈ
に
対
す
る
（
被
告
人
Ｇ
を
中
継
し

た
）
お
と
り
捜
査
の
適
否
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
麻
薬
の
譲
渡
譲
受
罪
に
お
い
て
は
被
害
者
が
存
在
せ
ず
、

捜
査
に
格
別
の
困
難
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
麻
薬
取
締
員
は
、
麻
薬
取
締
法
五
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
人
か
ら
も
麻
薬
を
譲
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
麻
薬
事
犯
の
特
殊
性
に
鑑
み
犯
人
検
挙
の
た
め
、
あ
る
程
度
の
お
と
り
捜
査
を
用
い
た
と
し
て
も
や
む
を
え
な
い
。
こ
の

よ
う
に
述
べ
、
麻
薬
取
締
法
五
三
条
の
規
定
を
確
認
規
定
と
理
解
し
て
Ｍ
の
譲
受
行
為
の
正
当
性
を
導
く
。
結
局
、
Ｇ
の
所
為
と
お
と
り
で

あ
る
Ｍ
の
関
与
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も

0

0

0

0

0

、
本
件
の
よ
う
に
す
で
に
麻
薬
譲
渡
の
犯
意
あ
る
者
に
対
し
Ｍ
お
よ
び
同
人
が
お
と
り
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
Ｇ
を
通
じ
て
検
挙
し
た
お
と
り
捜
査
は
、
憲
法
の
保
障
す
る
個
人
の
尊
厳
を
害
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
被
告
人
Ｇ
に
対
す
る
Ｍ
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
が
Ｍ
に
対
し
て
「
麻
薬
の
欲
し
い
人
が
あ
れ
ば
売
っ
て
く
れ
」
な
ど
の
言
動

を
用
い
て
お
り
、
本
件
以
前
に
す
で
に
麻
薬
譲
渡
の
決
意
が
あ
っ
た
と
認
定
し
、
Ｍ
が
お
と
り
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
Ｇ
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が
す
で
に
犯
意
を
有
し
て
い
た
以
上
、「
囮
た
る
Ｍ
の
行
動
は
本
件
麻
薬
事
犯
の
犯
意
及
び
そ
の
実
行
行
為
を
決
定
的
に
左
右
し
た
も
の
と

は
い
い
難
く
、
単
に
同
被
告
人
Ｇ
に
犯
行
の
機
会
を
与
え
た
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
た
。

　

大
阪
高
裁
は
、
被
告
人
Ｈ
お
よ
び
Ｇ
に
対
す
る
Ｍ
の
関
与
に
つ
い
て
、
被
告
人
ら
の
犯
意
の
存
在
を
前
提
に
こ
れ
を
許
容
し
て
い
る
よ
う

に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
い
わ
ゆ
る
二
分
説
（
主
観
説
）
的
な
判
断
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
Ｈ
に
対
す
る

判
示
中
「
少

マ

マ

く
と
も
」
機
会
提
供
型
の
お
と
り
捜
査
は
個
人
の
尊
厳
を
害
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
点
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
に
つ
い

て
必
ず
し
も
違
法
と
な
ら
な
い
余
地
を
残
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

（
（（
（

う
。

　

な
お
、
麻
薬
譲
渡
罪
の
成
否
に
関
し
て
は
第
一
審
の
京
都
地
裁
と
同
様
の
認
定
を
行
な
い
、
本
件
Ｇ
の
行
為
は
単
な
る
転
売
に
止
ま
ら
な

い
旨
判
示
し
て
い
る
。

【
判
旨
】
―
―
最
高
裁
昭
和
二
九
年
八
月
二
〇
日

　

�　

被
告
人
Ｇ
は
お
と
り
で
あ
る
Ｍ
の
「
誘
発
的
行
為
前
に
す
で
に
犯
行
の
決
意
を
もマ

マ
つ
て
い
た
も
の
で
あマ

マ
つ
て
、
右
Ｍ
の
行
為
は
単
に

同
被
告
人
に
犯
行
の
機
会
を
与
え
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
原
判
決
の
認
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」。
Ｍ
の
行
為
の
処
罰
適
格
は
「
す

で
に
犯
行
の
決
意
を
以
て
右
Ｍ
が
囮
た
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
本
件
犯
行
に
出
た
被
告
人
の
刑
責
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。（
昭
和

二
七
年
（
あ
）
五
四
〇
七
号
同
二
八
年
三
月
五
日
第
一
小
法
廷
判
決
。
判
例
集
七
巻
三
号
四
八
二
頁
参
照
）」〔
傍
線
は
引
用
者
〕

　

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
二
九
年
八
月
判
決
は
、
お
と
り
の
働
き
掛
け
が
被
告
人
ら
の
罪
責
に
影
響
し
な
い
こ
と
の
前
提
と
し
て
、
同
人
ら

の
既
存
の
犯
意
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
こ
の
点
、
い
か
な
る
お
と
り
捜
査
で
あ
ろ
う
と
も
被
告
人
の
罪
責
に
影
響
し
な
い
と
し
た
昭
和
二
八

年
決
定
と
は
異
な
る
判
断
基
準
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
で
示
し
た
通
り
本
判
決
は
Ｍ
の
処
罰
適
格
が
被
告
人
の
刑

事
責
任
に
影
響
し
な
い
と
述
べ
る
に
当
た
っ
て
、
先
の
昭
和
二
八
年
決
定
を
参
照
す
べ
き
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
点
を
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素
直
に
理
解
す
る
な
ら
ば
、
本
判
決
は
昭
和
二
八
年
決
定
を
踏
襲
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
二
八
年
決
定
が
そ

の
文
理
に
お
い
て
「
犯
意
を
生
じ
」
さ
せ
た
場
合
に
も
被
告
人
の
責
任
に
影
響
が
な
い
と
し
て
い
る
た

（
（（（
（

め
、
こ
の
点
が
最
高
裁
判
例
の
理
解

を
困
難
に
さ
せ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
最
高
裁
は
同
年
一
一
月
五
日
判
決
（
以
下
、
本
稿
で
は
単
に
「
昭
和
二
九
年
一
一
月
判
決
」
と

す
る
）
で
昭
和
二
八
年
決
定
と
同
様
の
見
解
に
立
つ
こ
と
を
明
確
に
し
た
た
め
、
お
と
り
捜
査
が
被
告
人
の
罪
責
に
影
響
す
る
こ
と
は
な
い

と
い
う
最
高
裁
判
例
の
態
度
は
一
応
の
決
着
を
み
る
こ
と
と
な

（
（（（
（

る
。

［
五
］
最
高
裁
昭
和
二
九
年
一
一
月
五
日
判

（
（（（
（

決

　

昭
和
二
九
年
一
一
月
判
決
の
第
一
審
の
横
浜
地
判
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
七

（
（（（
（

日
は
、
捜
査
機
関
が
そ
の
捜
査
協
力
者
Ｓ
を
介
し
有
被
告
人

に
麻
薬
入
手
の
依
頼
を
行
っ
た
結
果
、
同
人
が
麻
薬
を
所
持
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
お
と
り
捜
査
の
事
実
を
認
め
た
。
被
告
人
は
、
そ
の
情

を
知
ら
ず
に
Ｓ
の
求
め
に
応
じ
Ｗ
か
ら
入
手
し
た
麻
薬
を
Ｓ
方
に
持
参
し
、
Ｓ
の
案
内
で
来
訪
し
た
捜
査
官
に
麻
薬
代
金
を
支
払
っ
た
直
後

に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
横
浜
地
裁
は
、「
か
よ
う
な
捜
査
の
方
法
に
よ
り
新
た
に
犯
罪
と
認
め
ら
れ
る
行
為
を
誘
発
し
た
場
合
こ
れ
を
処
罰

す
る
こ
と
は
憲
法
前
文
並
び
に
第
一
三
条
に
牴
触
す
る
が
故
に
、
結
局
か
よ
う
な
行
為
は
罪
と
な
ら
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
」
で
あ
る
と
し

て
無
罪
を
言
い
渡
し
、
先
に
示
し
た
二
件
の
横
浜
地
裁
に
お
け
る
無
罪
判
決
（［
一
］
お
よ
び
［
二
］）
と
同
様
に
憲
法
一
三
条
違
反
を
認
め

て
お
と
り
捜
査
を
違
法
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
検
察
官
は
、
①
取
引
の
具
体
的
内
容
、
詳
細
に
つ
い
て
当
局
は
関
知
し
て
お
ら
ず
、
取
引
薬

物
の
指
定
や
準
備
金
の
申
し
出
は
捜
査
協
力
者
Ｓ
の
独
自
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
捜
査
当
局
の
計
画
外
の
処
置
で
あ
る
た
め
捜
査

官
の
企
画
と
被
告
人
の
麻
薬
携
帯
所
持
と
は
因
果
関
係
が
中
断
さ
れ
て
い
る
、
②
被
告
人
に
よ
る
本
件
薬
物
所
持
に
は
抽
象
的
危
険
が
存
在

し
犯
罪
は
成
立
す
る
旨
主
張
し
控
訴
を
申
し
立
て
た
。
第
一
審
の
東
京
高
判
昭
和
二
七
年
七
月
二
九

（
（（（
（

日
は
、
右
控
訴
趣
意
の
第
一
点
目
に
つ

い
て
、
捜
査
機
関
は
本
件
お
と
り
捜
査
の
大
綱
は
定
め
た
が
、
そ
の
具
体
的
詳
細
に
つ
い
て
は
捜
査
協
力
者
Ｓ
の
適
宜
取
計
ら
う
と
こ
ろ
に
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委
託
し
た
と
い
え
る
か
ら
、
そ
の
結
果
犯
意
の
な
い
被
告
人
ら
を
麻
薬
取
締
に
誘
導
す
べ
く
努
力
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
本
件
所
持
と
捜

査
機
関
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
認
定
し
、犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
を
違
法
と
す
る
主
観
説
に
立
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

次
に
、
控
訴
趣
意
の
第
二
点
目
に
つ
い
て
は
、「
い
わ
ば
終
始
検
挙
そ
の
も
の
の
た
め
に
行
動
し
尽
し
た
」
の
で
あ
っ
て
「
所
持
犯
の
場
合

に
予
想
さ
れ
る
危
険
性
を
生
来
的
に
欠
い
て
お
り
」、「
ひ
た
す
ら
捜
査
官
の
期
待
す
る
検
挙
を
受
け
る
た
め
の
軌
道
を
邁
進
す
る
役
割
［
い

わ
ば
機
械
的
動
作
］
を
演
じ
た
に
過
ぎ
な
い
」
た
め
「
反
社
会
的
危
険
性
が
存
在
し
な
い
」
と
し
て
抽
象
的
危
険
を
欠
く
こ
と
を
認
め
こ
れ

を
退
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
検
察
官
が
上
告
し
た
の
が
最
高
裁
昭
和
二
九
年
一
一
月
五
日
判
決
で
あ
る
。

　

最
高
裁
は
、
昭
和
二
八
年
決
定
を
指
摘
し
、「
い
わ
ゆ
る
囮
捜
査
は
、
こ
れ
に
よマ

マ
つ
て
犯
意
を
誘
発
さ
れ
た
者
の
犯
罪
構
成
要
件
該
当
性
、

責
任
性
若
し
く
は
違
法
性
を
阻
却
す
る
も
の
で
な
い
」
と
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
こ
れ
を
差
し
戻
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
二
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
最
高
裁
は
い
っ
た
ん
は
主
観
説
的
判
断
に
よ
り
お
と
り
捜
査
に
一
定
の
絞
り
を
掛
け

よ
う
と
し
た
か
に
み
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
二
九
年
一
一
月
判
決
は
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
法

律
効
果
の
面
に
お
い
て
は
被
告
人
の
罪
責
に
影
響
し
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
同
判
決
自
体
は
極
め
て
簡
潔
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、

判
断
の
前
提
た
る
控
訴
審
判
決
を
み
る
限
り
犯
意
誘
発
型
の
事
案
で
あ
っ
た
と
思
わ

（
（（（
（

れ
、
本
判
決
に
よ
り
機
会
提
供
型
の
お
と
り
捜
査
で

あ
っ
て
も
被
告
人
の
罪
責
に
影
響
は
な
い
と
す
る
最
高
裁
と
し
て
の
態
度
が
よ
り
明
確
に
確
認
さ
れ
た
と
い
え
よ

（
（（（
（

う
。
学
説
に
お
い
て
は
、

昭
和
二
八
年
決
定
が
実
際
に
は
機
会
提
供
型
の
事
案
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
お
と
り
捜
査
を
全
面
的
に
適
法
と
す
る
趣
旨
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
す
る
も
の
も
み
ら
れ

（
（（（
（

る
。
ま
た
、
東
京
高
裁
昭
和
五
四
年
八
月
七
日
判

（
（（（
（

決
は
、
昭
和
二
八
年
決
定
を
有
罪
判
決
の
論
拠
と

し
て
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
事
案
は
機
会
提
供
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
確
か
に
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
昭

和
二
八
年
決
定
は
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
を
も
―
―
つ
ま
り
お
と
り
捜
査
全
体
を
し
て
―
―
こ
れ
を
適
法
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
か
の
よ
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う
に
み
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
昭
和
二
八
年
決
定
は
、
犯
意
誘
発
型
の
と
お
り
捜
査
で
あ
っ
て
も
あ
く
ま
で
も
被
告
人
の
罪
責
に
つ

い
て
影
響
な
し
と
い
う
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
現
在
の
議
論
に
引
き
つ
け
て
い
う
な
ら
ば
法
律
効
果
に
つ
い
て
述
べ
た
に
過
ぎ
な

い
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

（
（（（
（

う
。

　

こ
の
よ
う
な
最
高
裁
の
見
解
は
、
そ
の
後
も
い
く
つ
か
の
下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
引
用
、
支
持
さ
れ
て
き

（
（（（
（

た
。
し
か
し
、
最
高
裁
の
判

断
が
示
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
下
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
は
機
会
提
供
型
で
あ
る
か
ら
憲
法
一
三
条
に
反
し
な
い
と
す
る
主
観
説
的
判
断
が
示

さ
れ
て
い
た
。
以
下
で
は
昭
和
二
〇
年
代
に
お
け
る
下
級
審
裁
判
例
の
分
析
を
試
み
る
と
と
も
に
、
再
度
昭
和
二
八
年
決
定
お
よ
び
翌
年
の

二
件
の
最
高
裁
判
例
の
見
解
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

第
三
款　

昭
和
二
〇
年
代
の
下
級
審
裁
判
例
―
―
主
観
説
的
判
断
基
準
の
検
討

　

昭
和
二
〇
年
代
に
主
観
説
的
基
準
を
示
し
た
下
級
審
裁
判
例
は
一
〇
件
ほ
ど
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
判
例
理
論
が
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜

査
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
考
え
る
の
か
は
今
ひ
と
つ
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
、
東
京
高
裁
昭
和
二
六
年
九
月
二
六
日

判
（
（（（
（

決
は
、
機
会
提
供
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
る
た
め
憲
法
一
三
条
に
反
し
な
い
と
す
る
。
そ
の
ま
ま
反
対
解
釈
す
る
と
、
犯
意
誘
発
型
の
お

と
り
捜
査
で
あ
れ
ば
憲
法
一
三
条
に
違
反
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
京
都
地
裁
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一

日
判

（
（（（
（

決
は
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
の
事
案
で
あ
っ
た
が
、
被
告
人
の
罪
責
に
は
影
響
が
な
い
旨
判
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
意
思
決
定

の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
憲
法
一
三
条
違
反
は
存
在
せ
ず
、
犯
罪
阻
却
事
由
が
存
在
し
な
い
以
上
無
罪
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
単

に
情
状
に
お
い
て
お
と
り
の
影
響
が
考
慮
さ
れ
る
に
止
ま
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
京
都
地
裁
は
、
そ
の
上
で
お
と
り
が
教
唆
犯
と
し
て
処
罰

を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
お
と
り
捜
査
が
違
法
と
な
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
京
都
地
裁
判
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決
か
ら
は
、
当
時
の
主
観
説
的
判
例
が
、
お
と
り
自
身
が
教
唆
犯
と
し
て
可
罰
性
を
帯
び
る
と
い
う
意
味
で
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
が

違
法
と
な
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
以
下
、
時
系
列
的
に
見
て
い
く
と
、
東
京
高
裁
昭
和
二
六
年
一
一
月
二
六
日
判

（
（（（
（

決
は
、
機

会
提
供
型
の
事
案
で
あ
る
点
を
強
調
し
つ
つ
「
少
く
と
も

0

0

0

0

本
件
に
お
い
て
は
こ
れ
を
以
て
被
告
人
Ｂ
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
犯
し
て
憲
法

の
精
神
に
違
背
し
た
も
の
と
断
ず
る
こ
と
は
正
当
で
な
い
」（
傍
点
は
引
用
者
）
と
す
る
。
こ
こ
で
は
「
少
く
と
も
」
と
い
う
限
定
詞
が
付

さ
れ
た
こ
と
で
、
犯
意
誘
発
型
の
場
合
で
あ
れ
ば
直
ち
に
憲
法
一
三
条
に
反
す
る
と
い
う
解
釈
が
否
定
さ
れ
る
余
地
が
か
い
ま
み
え
る
。
さ

ら
に
東
京
高
裁
昭
和
二
六
年
一
二
月
一
一
日
判

（
（（（
（

決
は
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
は
違
法
で
あ
る
が
、「
捜
査
の
端
緒
の
不
法
と
、
起
訴

の
不
法
若
し
く
は
無
効
と
は
区
別
す
べ
き
」
で
あ
る
旨
明
言
す
る
。
そ
の
後
、
東
京
高
裁
昭
和
二
七
年
三
月
一
八
日
判

（
（（（
（

決
、
東
京
高
裁
昭
和

二
七
年
七
月
三
一
日
判

（
（（（
（

決
、
大
阪
高
裁
昭
和
二
九
年
一
月
二
八
日
判

（
（（（
（

決
は
、
機
会
提
供
型
の
事
案
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
憲
法
一
三
条
違

反
を
否
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
機
会
提
供
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
て
も
被
告
人
の
罪
責
に
影
響
は
な
い
と
し
た
昭
和
二
八
年
決
定
が
存

在
す
る
だ
け
に
、
こ
れ
と
矛
盾
し
な
い
解
釈
方
法
を
検
討
す
べ
き
余
地
が
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
下
級
審
裁
判
例
は
、
犯
意
誘
発

型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
れ
ば
直
ち
に
憲
法
一
三
条
違
反
と
な
る
趣
旨
ま
で
含
む
も
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
こ
と
は
右

で
示
し
た
東
京
高
裁
昭
和
二
六
年
一
二
月
一
一
日
判
決
や
大
阪
高
裁
昭
和
二
七
年
三
月
二
五
日
判

（
（（（
（

決
の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ

（
（（（
（

う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
判
例
は
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
て
も
被
告
人
の
罪
責
に
影
響
は
し
な
い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

お
と
り
自
身
が
教
唆
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
う
る
と
い
う
意
味
で
当
該
捜
査
が
違
法
と
な
る
場
合
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
今
日
の
議
論
の
中
で
い
う
「
主
観
説
（
二
分
説
）」
は
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
を
違
法
と

し
た
上
で
何
ら
か
の
形
で
被
告
人
の
救
済
を
試
み
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
時
期
の
主
観
説
「
的
」
判
例
基
準
は
、
被

告
人
の
犯
意
を
違
法
性
判
断
の
基
準
と
し
て
い
る
も
の
の
、
彼
に
対
す
る
法
律
効
果
と
い
う
点
で
「
主
観
説
」
と
は
大
き
く
異
な
る
の
で

あ
（
（（（
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
お
と
り
捜
査
を
全
面
的
に
適
法
と
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
昭
和
二
八
年
決
定
、
昭
和
二
九
年
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一
一
月
判
決
な
ら
び
に
こ
れ
を
引
用
す
る
下
級
審
裁
判
例
と
、
主
観
説
的
判
断
を
示
し
た
昭
和
二
九
年
八
月
判
決
お
よ
び
下
級
審
裁
判
例
と

の
間
に
は
、
実
は
違
い
が
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ

（
（（（
（

る
。

第
四
款　

主
観
面
を
重
視
す
る
判
例

　

昭
和
二
〇
年
代
～
三
〇
年
代
に
お
い
て
、
す
で
に
学
説
に
お
い
て
は
お
と
り
捜
査
の
違
法
性
の
本
質
を
憲
法
一
三
条
違
反
と
結
び
つ
け
て

論
じ
、
違
法
な
お
と
り
捜
査
に
お
い
て
は
被
告
人
の
可
罰
性
は
否
定
さ
れ
、
刑
訴
法
三
三
六
条
に
よ
り
無
罪
と
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
登
場

し
（
（（（
（

た
。
こ
れ
に
対
し
、
判
例
に
お
い
て
は
昭
和
四
〇
年
代
に
は
い
わ
ゆ
る
「
主
観
説
」
に
立
つ
も
の
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

東
京
高
裁
昭
和
四
六
年
五
月
二
五
日
判

（
（（（
（

決
で
は
、
被
告
人
が
自
ら
犯
行
の
機
会
を
求
め
て
い
た
と
い
う
機
会
提
供
型
の
事
案
に
お
い
て
、

「
お
と
り
捜
査
に
よマ

マ
つ
て
は
じ
め
て
犯
意
が
誘
発
さ
れ
た
ば
あ
い
に
は
、そ
の
方
法
に
よマ

マ
つ
て
得
ら
れ
た
証
拠
の
証
拠
能
力
等
に
関
連
し
て
、

種
々
困
難
な
問
題
を
生
ず
る
余
地
も
あ
り
う
る
」
と
し
た
。
昭
和
二
〇
年
代
に
み
ら
れ
た
主
観
説
的
判
断
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
は
犯
意
誘

発
型
の
お
と
り
捜
査
を
違
法
と
し
た
上
で
、
そ
の
訴
訟
法
上
の
効
果
と
し
て
証
拠
排
除
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ

（
（（（
（

る
。

　

そ
の
後
、
東
京
高
裁
昭
和
五
七
年
一
〇
月
一
五
日
判

（
（（（
（

決
は
、
お
と
り
の
働
き
掛
け
に
よ
り
薬
物
を
所
持
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
薬
物
所
持

に
関
す
る
お
と
り
捜
査
に
つ
い
て
、
機
会
提
供
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
た
と
し
て
、
公
訴
提
起
手
続
き
を
無
効
に
す
る
ほ
ど
適
正
手
続
き

に
違
反
し
た
重
大
な
違
法
は
な
い
と
判
示
し
た
。
こ
こ
で
は
違
法
な
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
た
場
合
、
免
訴
、
公
訴
棄
却
等
の
手
続
き
打
ち
切

り
に
よ
る
解
決
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
京
高
裁
平
成
九
年
四
月
三
日
判

（
（（（
（

決
は
、
被
告
人
が
取
引
の
申
し
込
み
を
受
け
て
数
時
間

の
う
ち
に
覚
せ
い
剤
を
仕
入
れ
た
状
況
、
申
し
込
ま
れ
た
量
超
え
る
覚
せ
い
剤
を
持
参
し
た
点
、
薬
物
犯
罪
の
前
科
内
容
、
被
告
人
と
同
行

し
て
取
引
現
場
に
訪
れ
た
者
た
ち
の
同
種
前
歴
な
ど
か
ら
、
被
告
人
は
、
か
ね
て
よ
り
ま
と
ま
っ
た
量
の
覚
せ
い
剤
取
引
に
従
事
し
て
い
た
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も
の
で
、
本
件
も
日
常
的
な
密
売
活
動
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
と
し
て
、
機
会
定
業
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
る
た
め
適
法

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
案
で
は
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
な
は
な
か
っ
た
こ
と
の
論
拠
と
し
て
、
被
告
人
の
行
動
に
関
す
る

客
観
的
事
実
関
係
が
比
較
的
詳
細
に
認
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
以
前
に
も
、
実
は
昭
和
二
〇
年
代
に
は
お
と

0

0

り
の
働
き
掛
け
と
い
う
客
観
面

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と（
（（（
（

の
間
で
犯
意
と
い
う
主
観
面

0

0

0

0

0

0

0

0

を
相
対
的
に
評
価
す
る
判
例
が
存
在
し
た
。

第
五
款　

客
観
面
を
考
慮
す
る
判
例

　

東
京
高
裁
昭
和
二
六
年
九
月
二
六
日
判

（
（（（
（

決
は
、「
本
件
に
お
い
て
警
察
職
員
が
使
つ
た
ト

マ

マ

リ
ツ
ク
は
単
に
警
察
職
員
た
る
身
分
を
隠
し
て

麻
薬
を
買
い
受
け
た
い
と
申
出
で
た
だ
け
で
あ
る
か
ら

0

0

、
被
告
人
等
に
も
し
売
却
す
る
意
思
が
な
い
な
ら
ば
、
自
由
に
こ
れ
を
拒
絶
し
て

犯
行
を
避
け
ら
れ
る
」（
傍
線
お
よ
び
傍
点
は
引
用
者
）
と
し
て
、
憲
法
一
三
条
違
反
の
主
張
を
退
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
最
終
的
に

は
被
告
人
の
主
観
面
、
す
な
わ
ち
既
存
の
犯
意
の
有
無
を
お
と
り
捜
査
の
適
否
を
決
す
る
決
定
的
な
検
討
命
題
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
検
討
の

際
に
客
観
面
を
考
慮
し
た
判
例
は
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
存
在
し
た
。
昭
和
二
八
年
決
定
が
登
場
す
る
ま
で
、
東
京
高
裁
は
数
件
の
事
案
で
こ

の
よ
う
な
客
観
面
か
ら
の
犯
意
の
認
定
を
行
っ
た
判
断
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
東
京
高
裁
昭
和
二
六
年
一
一
月
二
六
日
判

（
（（（
（

決
は
、
お
と

り
に
よ
る
捜
査
に
お
い
て
捜
査
官
憲
の
と
っ
た
言
動
が
犯
人
の
故
意
お
よ
び
実
行
行
為
そ
の
も
の
に
関
す
る
意
思
決
定
を
左
右
す
る
に
至
ら

ず
、
単
に
す
で
に
犯
罪
の
企
図
を
有
す
る
犯
人
に
そ
の
実
行
の
機
会
を
与
え
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
は
、
そ
の
捜
査
手
続
は
、
憲
法
の
精
神
に

違
反
せ
ず
ま
た
犯
人
の
罪
責
に
何
ら
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
、
と
判
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
高
裁
昭
和
二
七
年
一
月
一
四
日
判

（
（（（
（

決
は
、

お
と
り
が
用
い
た
ト
リ
ッ
ク
が
、
身
分
を
隠
し
て
麻
薬
を
買
受
け
た
い
と
申
し
出
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
犯
意
が
な
け
れ
ば
断
れ
た
は
ず
だ
と

し
て
、
被
告
人
に
犯
意
が
存
在
し
た
と
い
う
認
定
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
東
京
高
裁
昭
和
二
六
年
九
月
二
六
日
判
決
お
よ
び
同
昭
和
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二
六
年
一
一
月
二
六
日
判
決
は
、
麻
薬
買
い
受
け
人
の
物
色
や
麻
薬
調
達
の
意
思
が
あ
る
旨
の
発
言
と
い
っ
た
被
告
人
の
側
に
現
れ
た
客
観

的
事
実
か
ら
も
犯
意
の
認
定
を
行
っ
て
お
り
、
ま
ず
主
観
面
を
主
観
的
要
素
―
―
す
な
わ
ち
被
告
人
側
の
事
情
―
―
か
ら
認
定
し
、
さ
ら
に

客
観
的
要
素
―
―
す
な
わ
ち
お
と
り
の
働
き
掛
け
の
強
弱
―
―
と
相
対
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
犯
意
の
認
定
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

対
し
東
京
高
裁
昭
和
二
七
年
一
月
一
四
日
判
決
は
、
純
粋
に
客
観
的
要
素
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
犯
意
の
有
無
を
判
断
し
て
い
る
よ
う
に

読
め
る
が
、
判
決
理
由
が
極
め
て
簡
潔
で
あ
る
た
め
そ
の
真
意
は
不
明
と
す
べ
き
か
、
そ
の
判
断
は
な
お
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ

（
（（（
（

う
。

　

昭
和
三
〇
年
代
は
、
先
に
み
た
昭
和
二
八
年
決
定
の
影
響
も
あ
っ
て
か
こ
の
よ
う
な
判
断
手
法
を
と
る
判
例
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
し
か

し
、横
浜
地
裁
昭
和
六
二
年
四
月
二
七
日
判

（
（（（
（

決
は
、次
の
よ
う
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
。ま
ず
被
告
人
は
お
と
り
が
接
触
し
て
く
る
以
前
か
ら
、

海
外
か
ら
密
輸
さ
れ
る
覚
せ
い
剤
を
国
内
で
密
売
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
犯
意
の
認
定
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

覚
せ
い
剤
所
持
の
犯
意
を
有
し
て
い
た
者
に
、
そ
の
現
実
化
お
よ
び
対
外
的
行
動
化
の
機
会
を
与
え
た
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
本
件
お
と
り

捜
査
を
適
法
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
は
主
観
説
の
流
れ
を
汲
ん
だ
判
例
で
あ
る
が
、
や
は
り
こ
こ
で
も
客
観
面
が
考
慮
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、被
告
人
は
、一
度
は
密
売
話
が
流
れ
た
後
も
覚
せ
い
剤
取
引
の
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ
て
は
そ
の
話
に
乗
り
、積
極
的
に
日
時
・

数
量
・
価
格
の
決
定
に
関
与
し
て
い
る
。
判
決
理
由
中
、
こ
の
事
実
は
む
し
ろ
被
告
人
に
既
存
の
犯
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
基
礎
付
け
る
要
素

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
表
か
ら
み
れ
ば
国
家
側
の
主
体
性
、
主
導
性
が
弱
か
っ
た
こ
と
を
示
す
事
情
と
な
る
べ
き
事
情
で
あ

る
と
こ
ろ
、
取
引
に
お
け
る
被
告
人
の
関
与
の
主
体
性
を
示
す
要
素
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
捜
査
機
関
お
よ
び
捜
査

協
力
者
（
お
と
り
）
が
被
告
人
に
執
拗
に
接
触
し
た
と
す
る
弁
護
側
の
主
張
を
退
け
、
そ
の
結
果
犯
意
の
誘
発
は
な
か
っ
た
と
認
定
し
て
い

る
。
同
時
に
、
交
渉
時
に
お
け
る
お
と
り
の
側
か
ら
の
積
極
的
働
き
掛
け
が
あ
っ
た
点
も
否
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
件
で
は
、
捜
査
機

関
側
が
多
額
の
現
金
を
覚
せ
い
剤
の
代
金
と
し
て
持
参
し
、
被
告
人
ら
に
呈
示
し
た
と
い
う
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

働
き
掛
け
は
、
薬
物
取
引
に
お
い
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
行
為
で
あ
る
か
ら
著
し
く
不
公
正
で
は
な
い
と
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
国
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家
側
の
働
き
掛
け
、関
与
の
弱
さ
＝
犯
意
不
存
在
を
推
認
さ
せ
る
事
情
」と
い
う
判
断
枠
組
み
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
件
で
は
、

弁
護
側
が
お
と
り
の
働
き
掛
け
と
国
家
の
関
与
の
程
度
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
判
決
理
由
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
こ

れ
に
答
え
る
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
客
観
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
横
浜
地
裁
判
決
の
控
訴
審
が
東
京
高
判
昭

和
六
二
年
一
二
月
一
六

（
（（（
（

日
で
あ
る
。
東
京
高
裁
は
、
被
告
人
に
対
す
る
覚
せ
い
剤
取
引
話
が
流
れ
た
後
、「
何
回
も
話
が
流
れ
て
し
まマ

マ
つ
て

［
買
い
手
の
］
社
長
に
対
し
面
子
が
な
い
よ
」（
括
弧
内
は
引
用
者
）
と
の
言
辞
が
お
と
り
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
、
そ

れ
ま
で
の
経
過
か
ら
し
て
極
く
自
然
の
発
言
で
あ
っ
て
、
被
告
人
ら
に
対
す
る
覚
せ
い
剤
取
引
の
強
要
に
あ
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
や
は

り
、
東
京
高
裁
も
概
ね
第
一
審
の
横
浜
地
裁
判
決
を
支
持
し
お
と
り
捜
査
を
適
法
と
し
て
い
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
お
り
興

味
深
い
。

　

�　
「
原
判
示
の
と
お
り
、
覚
せ
い
剤
所
持
の
犯
意
を
新
た
に
誘
発
さ
せ
た
も
の
で
は
な
く
、
従
前
か
ら
そ
の
犯
意
を
有
し
て
い
た
者
に
そ

の
現
実
化
、
行
動
化
の
機
会
を
与
え
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
本
件
事
案
の
特
殊
性
、
重
大
性
か
ら
し
て
、
著
し
く
不

0

0

0

0

公
正
な
捜
査
方
法

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
傍
点
は
引
用
者
）

　

本
件
で
は
、
機
会
提
供
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
た
と
い
う
主
観
説
に
よ
る
適
法
判
断
が
下
さ
れ
て
お
り
、
犯
意
の
有
無
を
相
対
的
に
判

断
す
る
要
素
と
し
て
働
き
掛
け
方
（
客
観
面
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
引
用
部
分
に
お
い
て
興
味
深
い
点
は
、
最
終
的
に
「
著

し
く
不
公
正
な
捜
査
方
法
」
で
な
か
っ
た
点
を
指
摘
し
て
結
ば
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
不
公
正
な
捜
査
方
法
で
な
い
か
ら
適
法
な
お
と
り
捜

査
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、む
し
ろ
違
法
性
判
断
の
本
質
は
国
家
行
為
の
相
当
性
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

引
用
部
分
の
前
半
は
む
し
ろ
学
説
の
主
観
説
の
内
容
と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
今
日
で
は
、
お
と
り
捜
査
の
違
法
性
判
断
な
い
し
法
律
効

果
論
に
お
い
て
は
、
違
法
性
の
本
質
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。「
著
し
く
不
公
正
な
捜
査

方
法
」
と
い
う
文
言
は
第
一
審
の
横
浜
地
裁
判
決
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
両
判
決
か
ら
は
、
客
観
面
を
考
慮
し
た
主
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観
説
に
立
ち
つ
つ
、
違
法
性
の
本
質
に
つ
い
て
は
「
捜
査
方
法
の
不
公
正
さ
」
と
い
う
国
家
側
の
態
度
に
見
出
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
告
人
の
既
存
の
犯
意
を
違
法
性
判
断
に
お
け
る
決
定
的
な
モ
ー
メ
ン
ト
と
し
つ
つ
、
こ
れ
を
主
観
面
の
み
ら
ず
客
観
面

と
の
相
対
化
の
中
で
判
断
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
、
東
京
地
裁
平
成
九
年
一
月
一
六
日
判

（
（（（
（

決
、
東
京
高
裁
平
成
一
一
年
一
〇
月
二
二
日

判
（
（（（
（

決
な
ど
が
あ
る
。

 

・
最
高
裁
平
成
八
年
一
〇
月
一
八
日
決

（
（（（
（

定
に
お
け
る
反
対
意
見

　

お
と
り
の
働
き
掛
け
、国
家
の
関
与
と
い
う
客
観
面
を
さ
ら
に
重
視
し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、最
高
裁
平
成
八
年
一
〇
月
一
八
日
決
定
（
以

下
、
本
稿
で
は
単
に
「
平
成
八
年
決
定
」
と
す
る
）
に
お
け
る
大
野
裁
判
官
と
尾
崎
裁
判
官
に
よ
る
反
対
意
見
で
あ
る
。
多
数
意
見
が
お
と

り
捜
査
の
存
在
そ
の
も
の
を
否
定
し
、
仮
に
お
と
り
捜
査
が
あ
っ
た
と
し
て
も
適
法
で
あ
っ
た
と
す
る
原
判
決
を
支
持
し
た
の
に
対
し
、
反

対
意
見
は
お
と
り
捜
査
の
存
在
を
認
め
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

　

�　
「
人
を
犯
罪
に
誘
い
込
ん
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

お
と
り
捜
査
は
、
正
義
の
実
現
を
指
向
す
る
司
法
の
廉
潔
性
に
反
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の
と
し
て
、
特
別
の
必
要
性
が

な
い
限
り
許
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
事
件
の
捜
査
の
た
め
に
必
要
か
否
か
を

検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
原
判
決
の
よ
う
に
あ
る
特
定
の
犯
罪
類
型
に
つ
い
て
一
般
に
そ
の
捜
査
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し

て
そ
の
必
要
性
を
肯
定
す
べ
き
で
は
な
い
。」（
傍
線
お
よ
び
傍
点
は
引
用
者
）

　

反
対
意
見
は
、右
引
用
部
分
の
冒
頭
部
分
で「
人
を
犯
罪
に
誘
い
込［
む
］」と
い
う
客
観
面
に
着
目
し
、「
正
義
の
実
現
」、「
司
法
の
廉
潔
性
」

に
反
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
「
正
義
の
実
現
」、「
司
法
の
廉
潔
性
」
と
い
う
国
家
行
為
の
相

当
性
に
反
す
る
こ
と
―
―
ド
イ
ツ
で
い
う
法
治
国
家
主
義
違
反
と
共
通
す
る
理
解
と
思
わ
れ
る
―
―
が
違
法
性
の
本
質
と
理
解
さ
れ
、
具
体
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的
判
断
要
素
と
し
て
お
と
り
の
働
き
掛
け
（
犯
罪
へ
の
誘
い
込
み
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
反
対
意
見
は
、（
存
在
し
た

は
ず
の
）
お
と
り
捜
査
を
実
施
す
る
必
要
性
が
な
か
っ
た
と
し
て
、
お
と
り
捜
査
が
違
法
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
以
下
、
反
対
意
見
が

前
提
と
す
る
事
実
関
係
と
照
合
し
な
が
ら
事
案
へ
の
当
て
は
め
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

　

�　

本
件
で
は
、
警
察
官
Ｂ
の
依
頼
で
捜
査
協
力
者
Ａ
が
被
告
人
に
覚
せ
い
剤
の
購
入
方
を
申
し
出
て
い
る
。
し
か
し
、
当
初
断
ら
れ
た
の

で
、
Ａ
は
Ｂ
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、「
Ｂ
刑
事
か
ら
し
つ
こ
く
頼
ん
で
み
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
何
度
か
被
告
人
方
を
訪
ね
る
う
ち
よ
う
や

く
被
告
人
の
承
諾
を
得
［
て
］」
取
引
を
行
っ
た
。
Ａ
は
、
平
成
四
年
一
一
月
二
二
日
Ｂ
刑
事
の
指
示
に
よ
り
電
話
で
被
告
人
に
覚
せ
い

剤
を
注
文
し
、
も
う
少
し
で
着
く
な
ど
述
べ
て
警
察
の
配
備
が
整
う
ま
で
の
時
間
稼
ぎ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
捜
査
機
関
が
被
告
人

方
を
捜
索
し
、
覚
せ
い
剤
密
売
に
関
与
し
た
疑
い
を
抱
か
せ
る
証
拠
物
が
押
収
さ
れ
て
い
る
。

　

反
対
意
見
は
、
別
件
殺
人
事
件
の
た
め
被
告
人
の
身
柄
を
拘
束
す
る
目
的
で
な
さ
れ
、
本
件
お
と
り
捜
査
が
本
件
捜
索
を
別
件
逮
捕
を
行

う
た
め
の
布
石
と
し
て
使
わ
れ
た
疑
い
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
命
の
殺
人
事
件
の

捜
査
の
目
的
で
、本
件
覚
せ
い
剤
所
持
を
理
由
と
す
る
逮
捕
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
（
い
わ
ゆ
る
別
件
逮
捕
）。
し
か
し
Ｂ
刑
事
と
し
て
は
、

覚
せ
い
剤
所
持
に
つ
い
て
も
捜
索
差
押
え
が
不
成
功
に
終
わ
る
可
能
性
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
捜
索
差
押
え
の
執
行
時

に
は
覚
せ
い
剤
を
確
実
に
所
持
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
の
が
、
本
件
お
と
り
捜
査
だ
と
い
う
の
が
反
対
意
見
の
前

提
と
す
る
事
実
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
反
対
意
見
は
、
Ｂ
が
、
お
と
り
捜
査
に
よ
っ
て
確
実
に
覚
せ
い
剤
を
所
持
さ
せ
た
被
告
人
方
に
捜
索
を
行
い
、
発
見
さ
れ

た
覚
せ
い
剤
を
疎
明
資
料
と
し
て
別
件
逮
捕
を
行
う
こ
と
を
企
て
て
い
た
疑
い
を
抱
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
も
そ
も
本
件
捜
索
差
押
許

可
状
の
請
求
に
先
立
ち
用
い
ら
れ
た
疎
明
資
料
自
体
が
疑
わ
し
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
指

（
（（（
（

摘
し
、
そ
も
そ
も
お
と
り
捜
査
（
あ
る
い
は
捜
索

を
含
め
た
本
件
捜
査
手
法
全
体
）
ま
で
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
必
要
性
は
な
い
と
し
た
。
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平
成
八
年
決
定
に
お
け
る
反
対
意
見
は
、「
司
法
の
廉
潔
性
」
に
反
す
る
と
い
う
違
法
性
の
根
拠
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
評
価
の
視
点
と
し

て
「
人
を
犯
罪
に
誘
い
込
（
む
）」
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
た
が
っ
て
平
成
八
年
決
定
は
、
む
し
ろ
客
観
説
に
立
つ
も
の
と
解
す
る
こ
と
も

で
き
よ

（
（（（
（

う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
年
の
裁
判
例
は
、
少
な
く
と
も
判
断
基
準
に
お
い
て
は
客
観
面
も
考
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
両
面

か
ら
違
法
性
判
断
を
行
う
の
が
主
流
と
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
に
も
客
観
面
と
の
相
対
化
に
お
い
て
主
観
面
を
評
価
す

る
の
で
は
な
く
、
主
観
面
と
客
観
面
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ
せ
て
判
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
判
例
も
存
在
す
る
。

　

ま
ず
、拳
銃
密
売
事
件
に
関
す
る
お
と
り
捜
査
が
行
わ
れ
注
目
さ
れ
た
、横
浜
地
裁
平
成
一
〇
年
三
月
一
八
日
判

（
（（（
（

決
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

　

�　
「
被
告
人
は
当
初
か
ら
Ｄ
［
暴
力
団
員
の
知
人
］
に
依
頼
さ
れ
て
け
ん
銃
密
売
を
仲
介
す
る
意
思
を
有
し
、
そ
の
取
引
の
機
会
を
う
か

が
う
過
程
に
お
い
て
、
Ｅ
［
知
人
］
の
口
き
き
が
あ
っ
て
Ａ
［
暴
力
団
員
、
お
と
り
］
に
対
し
け
ん
銃
取
引
の
話
を
持
ち
込
ん
だ
も
の
で

あ
っ
て
、
本
件
お
と
り
捜
査
に
よ
っ
て
、
被
告
人
の
け
ん
銃
取
引
に
つ
い
て
の
犯
意
が
初
め
て
誘
発
、
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
上0

、
本
件
に
お
け
る
捜
査
機
関
の
関
与
の
程
度
は
捜
査
方
法
と
し
て
不
相
当
と
ま
で
は
い
え
な
い
」（
括
弧
内
お
よ
び

傍
点
は
引
用
者
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
横
浜
地
裁
は
、
主
観
面
に
つ
い
て
判
断
し
た
「
上
」
で
、
さ
ら
に
客
観
面
に
つ
い
て
判
断
し
て
い

（
（（（
（

る
。
控
訴
審
の
東
京
高

裁
平
成
一
〇
年
八
月
一
七
日
判

（
（（（
（

決
も
基
本
的
に
は
横
浜
地
裁
と
同
様
の
見
解
に
立
ち
つ
つ
、「
本
件
捜
査
が
被
告
人
の
犯
意
を
誘
発
な
い
し

強
化
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
警
察
官
が
犯
罪
の
創
造
に
関
与
し
た
も
の
と
も
い
え
な
い
。」
と
す
る
。
こ
こ
に
、

東
京
高
裁
が
違
法
性
の
本
質
と
し
て
「
国
家
に
よ
る
犯
罪
の
創
造
」
を
観
念
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
平
成
一
六
年
決
定
の

下
級
審
判
決
で
あ
る
大
阪
地
裁
平
成
一
三
年
九
月
一
一
日
判

（
（（（
（

決
お
よ
び
大
阪
高
裁
平
成
一
五
年
七
月
七
日
判

（
（（（
（

決
も
、
同
様
の
判
断
を
行
っ
て

い
る
。
本
事
案
は
、
第
一
審
か
ら
最
高
裁
に
至
る
ま
で
概
ね
同
一
の
事
実
を
基
礎
に
判
断
を
行
っ
て
い
る
が
、
平
成
一
六
年
決
定
に
つ
い
て

は
後
に
個
別
に
検
討
を
加
え
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
こ
こ
で
事
実
関
係
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
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【
事
実
の
概
要
】

　

�　

被
告
人
は
、
我
が
国
で
あ
へ
ん
の
営
利
目
的
輸
入
や
大
麻
の
営
利
目
的
所
持
等
の
罪
に
よ
り
懲
役
六
年
等
に
処
せ
ら
れ
た
前
科
の
あ
る

イ
ラ
ン
人
で
、
大
阪
刑
務
所
で
服
役
後
、
退
去
強
制
手
続
に
よ
り
イ
ラ
ン
に
帰
国
し
、
平
成
一
一
年
一
二
月
三
〇
日
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
を

用
い
て
我
が
国
に
不
法
入
国
し
た
。

　

�　

捜
査
協
力
者
Ａ
は
、
大
阪
刑
務
所
で
服
役
中
に
被
告
人
と
知
り
合
っ
た
者
で
あ
る
が
、
自
分
の
弟
が
被
告
人
の
依
頼
に
基
づ
き
大
麻
樹

脂
を
運
搬
し
た
こ
と
に
よ
り
タ
イ
国
内
で
検
挙
さ
れ
て
服
役
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
告
人
に
恨
み
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、

以
前
か
ら
近
畿
地
区
麻
薬
取
締
官
事
務
所
に
対
し
、
被
告
人
が
日
本
に
薬
物
を
持
ち
込
ん
だ
際
は
逮
捕
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。

　

�　

被
告
人
は
、
平
成
一
二
年
二
月
二
六
日
こ
ろ
、
Ａ
に
対
し
、
大
麻
樹
脂
の
買
手
を
紹
介
し
て
く
れ
る
よ
う
電
話
で
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

Ａ
は
、
大
阪
で
あ
れ
ば
紹
介
で
き
る
と
答
え
た
。
被
告
人
の
上
記
電
話
が
あ
る
ま
で
、
Ａ
か
ら
被
告
人
に
対
し
て
は
、
大
麻
樹
脂
の
取
引

に
関
す
る
働
き
掛
け
は
な
か
っ
た
。
Ａ
は
、
同
月
二
八
日
、
近
畿
地
区
麻
薬
取
締
官
事
務
所
に
対
し
、
上
記
電
話
の
内
容
を
連
絡
し
た
。

同
事
務
所
で
は
、
捜
査
協
力
者
の
情
報
に
よ
っ
て
も
、
被
告
人
の
住
居
や
立
ち
回
り
先
、
大
麻
樹
脂
の
隠
匿
場
所
等
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
他
の
捜
査
手
法
に
よ
っ
て
証
拠
を
収
集
し
、
被
告
人
を
検
挙
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
と
り
捜
査
を
行
う
こ

と
を
決
め
た
。
同
月
二
九
日
、
同
事
務
所
の
麻
薬
取
締
官
と
Ａ
と
で
打
合
せ
を
行
い
、
翌
三
月
一
日
に
新
大
阪
駅
付
近
の
ホ
テ
ル
で
Ａ
が

被
告
人
に
対
し
麻
薬
取
締
官
を
買
手
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
を
決
め
、
同
ホ
テ
ル
の
一
室
を
予
約
し
、
Ａ
か
ら
被
告
人
に
対
し
同
ホ
テ
ル

に
来
て
買
手
に
会
う
よ
う
連
絡
し
た
。

　

�　

同
年
三
月
一
日
、
麻
薬
取
締
官
は
、
上
記
ホ
テ
ル
の
一
室
で
捜
査
協
力
者
か
ら
紹
介
さ
れ
た
被
告
人
に
対
し
、
何
が
売
買
で
き
る
か
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
被
告
人
は
、
今
日
は
持
参
し
て
い
な
い
が
、
東
京
に
来
れ
ば
大
麻
樹
脂
を
売
る
こ
と
が
で
き
る
と
答
え
た
。
麻
薬
取
締

官
は
、
自
分
が
東
京
に
出
向
く
こ
と
は
断
り
、
被
告
人
の
方
で
大
阪
に
持
っ
て
来
れ
ば
大
麻
樹
脂
二
㎏
を
買
い
受
け
る
意
向
を
示
し
た
。
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そ
こ
で
、
被
告
人
が
い
っ
た
ん
東
京
に
戻
っ
て
翌
日
に
大
麻
樹
脂
を
上
記
室
内
に
持
参
し
、
改
め
て
取
引
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

際
、
麻
薬
取
締
官
は
、
東
京
・
大
阪
間
の
交
通
費
の
負
担
を
申
し
出
た
が
、
被
告
人
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
か
ら
自
分
の
負
担
で
東
京
か

ら
持
参
す
る
と
答
え
た
。

　

�　

同
月
二
日
、
被
告
人
は
、
東
京
か
ら
大
麻
樹
脂
約
二
㎏
を
運
び
役
に
持
た
せ
て
上
記
室
内
に
こ
れ
を
運
び
入
れ
た
と
こ
ろ
、
あ
ら
か
じ

め
捜
索
差
押
許
可
状
の
発
付
を
受
け
て
い
た
麻
薬
取
締
官
の
捜
索
を
受
け
、
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た
。

　

大
阪
地
裁
は
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
捜
査
機
関
側
の
働
き
掛
け
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

す
な
わ
ち
、捜
査
機
関
側
の
対
応
は
、買
い
手
は
い
な
い
か
と
尋
ね
て
く
る
被
告
人
に
対
し
て
、Ａ
が
大
阪
に
は
買
い
手
が
い
る
と
紹
介
し
、

麻
薬
取
締
官
は
東
京
ま
で
戻
っ
て
大
麻
を
持
っ
て
く
る
と
い
う
被
告
人
の
提
案
に
応
じ
て
待
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
、
い
ず
れ
も
受
動
的

な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
捜
査
機
関
の
被
告
人
に
対
す
る
働
き
掛
け
は
相
当
な
も
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
大
阪
地
裁
は
、
機
会

提
供
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
る
と
述
べ
た
後
改
行
し
、「
そ
し
て
」
働
き
掛
け
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
、と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
、主
観
面
、

客
観
面
の
両
面
を
独
立
し
た
別
個
の
判
断
要
素
と
し
て
用
い
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
控
訴
審
で
あ
る
大
阪
高
裁
は
、
お
と

り
捜
査
の
必
要
性
と
お
と
り
捜
査
の
態
様
の
相
当
性
を
総
合
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
本
件
が
重
大
薬
物
事
犯
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
Ａ
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
も
、
麻
薬
取
締
官
に
お
い
て
、
被
告
人
の
住
居
や
立
ち
回

り
先
、
大
麻
の
隠
匿
場
所
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
の
捜
査
手
法
に
よ
っ
て
証
拠
を
収
集
し
、
被
告
人
を
検
挙
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
点
を
指
摘
し
、
お
と
り
捜
査
に
よ
る
証
拠
収
集
の
必
要
性
は
強
か
っ
た
と
判
示
し
て
い
る
。
次
に
、
お
と

り
捜
査
の
態
様
の
相
当
性
、
特
に
、
被
告
人
に
対
す
る
働
き
掛
け
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
機
会
提
供
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
た
こ
と
を
前

提
に
し
て
適
法
性
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
具
体
的
取
引
方
法
に
関
す
る
話
し
合
い
と
い
う
働
き
掛
け
の
態
様
に
つ
い
て
は
、
犯
意

を
有
す
る
被
告
人
に
対
し
て
単
に
そ
の
取
引
場
所
に
つ
い
て
の
働
き
掛
け
を
行
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
こ
の
面
か
ら
も
適
法
す
る
判
断
を
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行
っ
て
い
る
よ
う
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
で
、「
す
で
に
犯
意
を
有
す
る
被
告
人
に
対
し
て
［
主
観
面
］
実
行
の
機
会
を
与
え
た

に
す
ぎ
な
い
［
客
観
面
］
の
で
あ
っ
て
、
お
と
り
捜
査
の
態
様
も
ま
た
相
当
な
も
の
と
い
え
る
。」（
括
弧
内
お
よ
び
傍
点
は
引
用
者
）
と
い

う
結
論
を
導
い
て
い
る
。
少
な
く
と
も
そ
の
文
理
か
ら
判
断
す
る
に
、
こ
こ
に
は
主
観
面
と
客
観
面
を
関
連
づ
け
両
者
の
相
対
関
係
に
お
い

て
お
と
り
の
働
き
掛
け
の
態
様
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
阪
高
裁
は
、
お
と
り
捜
査
の
必
要
性
と
態
様
を
「
総

合
考
慮
」
し
て
適
法
性
判
断
を
行
う
べ
き
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
こ
の
点
に
鑑
み
れ
ば
主
観
面
と
客
観
面
の
総
合
判
断
に
よ
る
べ
き
と
の
判

断
が
下
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
六
款　

最
高
裁
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
決
定

　

近
年
の
判
例
は
主
観
説
の
判
断
基
準
で
あ
る
犯
意
の
有
無
を
重
視
し
な
が
ら
、
お
と
り
捜
査
に
お
け
る
客
観
的
事
情
を
考
慮
し
て
違
法
性

判
断
を
行
う
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
登
場
し
た
の
が
、
平
成
一
六
年
決
定
で
あ
っ
た
。
本
決
定
は
、
最
高
裁
が
お
と
り
捜

査
の
適
否
に
つ
い
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
ま
た
犯
意
誘
発
型
の
通
り
捜
査
を
適
法
と
す
る
こ
と
を
示
し
た
初
の
判
例
で
あ
る
点
で
注
目
さ

れ
る
た
め
、
個
別
的
に
検
討
を
加
え
る
。

［
六
］
最
高
裁
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
決

（
（（（
（

定

【
決
定
要
旨
】

　

最
高
裁
が
本
件
お
と
り
捜
査
の
適
法
性
を
認
定
す
る
に
あ
た
っ
て
述
べ
た
見
解
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

�　
「
以
上
の
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
お
と
り
捜
査
の
手
法
が
採
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
お
と
り
捜
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査
は
、
捜
査
機
関
又
は
そ
の
依
頼
を
受
け
た
捜
査
協
力
者
が
、
そ
の
身
分
や
意
図
を
相
手
方
に
秘
し
て
犯
罪
を
実
行
す
る
よ
う
に
働
き
掛

け
、
相
手
方
が
こ
れ
に
応
じ
て
犯
罪
の
実
行
に
出
た
と
こ
ろ
で
現
行
犯
逮
捕
等
に
よ
り
検
挙
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
直
接

の
被
害
者
が
い
な
い
薬
物
犯
罪
等
の
捜
査
に
お
い
て
、
通
常
の
捜
査
方
法
の
み
で
は
当
該
犯
罪
の
摘
発
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
、
機
会
が

あ
れ
ば
犯
罪
を
行
う
意
思
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
者
を
対
象
に
お
と
り
捜
査
を
行
う
こ
と
は
、
刑
訴
法
一
九
七
条
一
項
に
基
づ
く
任
意
捜
査

と
し
て
許
容
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

�　

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、
上
記
の
と
お
り
、
麻
薬
取
締
官
に
お
い
て
、
捜
査
協
力
者
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
も
、
被
告
人
の
住

居
や
大
麻
樹
脂
の
隠
匿
場
所
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
の
捜
査
手
法
に
よ
っ
て
証
拠
を
収
集
し
、
被
告
人
を
検
挙
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
に
あ
り
、
一
方
、
被
告
人
は
既
に
大
麻
樹
脂
の
有
償
譲
渡
を
企
図
し
て
買
手
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
麻
薬
取
締
官

が
、
取
引
の
場
所
を
準
備
し
、
被
告
人
に
対
し
大
麻
樹
脂
二
㎏
を
買
受
け
る
意
向
を
示
し
、
被
告
人
が
取
引
の
場
に
大
麻
樹
脂
を
持
参
す

る
よ
う
仕
向
け
た
と
し
て
も
、
お
と
り
捜
査
と
し
て
適
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
の
捜
査
を
通
じ
て
収
集
さ
れ
た
大

麻
樹
脂
を
始
め
と
す
る
各
証
拠
の
証
拠
能
力
を
肯
定
し
た
原
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
で
き
る
。」

　

平
成
一
六
年
決
定
は
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
お
と
り
捜
査
の
違
法
性
判
断
に
関
す
る
問
題
を
初
め
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
最
高
裁
判

例
で
あ
る
。
本
決
定
は
、「
少
な
く
と
も
、
直
接
の
被
害
者
が
い
な
い
薬
物
犯
罪
等
の
捜
査
に
お
い
て
、
通
常
の
捜
査
方
法
の
み
で
は
当
該

犯
罪
の
摘
発
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
、
機
会
が
あ
れ
ば
犯
罪
を
行
う
意
思
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
者
を
対
象
に
お
と
り
捜
査
を
行
う
こ
と
は
、

刑
訴
法
一
九
七
条
一
項
に
基
づ
く
任
意
捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る
」
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
お
と
り
捜
査
を
外
形
的
に
規
制
す
る
「
犯
罪
の

特
殊
性
」、「
お
と
り
捜
査
の
補
充
性
」
と
い
う
要
件
を
挙
げ
つ
つ
も
、
実
体
的
な
判
断
に
関
し
て
は
少
な
く
と
も
機
械
提
供
型
の
お
と
り
捜

査
を
適
法
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
対
象
犯
罪
を
外
形
的
に
絞
り
な
が
ら
、
実
質
的
な
判
断
が
求
め
れ
る
部
分
で
は
主
観
説
に
よ
る
判
断
を
支
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持
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
少
な
く
と
も
」
と
い
う
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で

も
お
と
り
捜
査
を
違
法
と
す
る
趣
旨
で
は
な
い
だ
ろ
う
。こ
れ
が
ど
こ
ま
で
の
広
が
り
を
有
す
る
の
か
は
判
断
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

文
理
通
り
に
理
解
す
れ
ば
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
の
は
十
分
条
件
で
あ
っ
て
、
必
要
条
件
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
最
高
裁
の
流
れ
は
、
主
観
面
を
重
視
し
て
き
た
多
く
の
判
例
の
見
解
と
そ
う
異
な
ら
な
い
。
た
だ
、
平
成
一
六
年
決
定
の
下

級
審
も
含
め
、
近
年
の
判
例
の
傾
向
と
し
て
は
、
主
観
説
に
よ
る
判
断
も
維
持
し
つ
つ
、
お
と
り
の
働
き
掛
け
を
考
慮
す
る
も
の
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
平
成
一
六
年
決
定
で
も
、
一
般
論
と
し
て
は
先
に
示
し
た
基
準
が
述
べ
ら
れ
働
き
掛
け
の
態
様
は
求
め
ら
れ

て
い
な
い
が
、
事
案
解
決
と
し
て
は
、
当
該
犯
行
ま
で
の
被
告
人
の
行
為
経
過
（
す
で
に
買
い
手
を
求
め
て
い
た
点
）、
麻
薬
取
締
官
の
働

き
掛
け
（
取
引
場
所
の
準
備
、
大
麻
二
㎏
の
購
入
意
思
表
示
な
ど
）
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

第
七
款　

検
討

　

本
節
で
は
お
と
り
捜
査
に
関
す
る
判
例
を
四
つ
の
類
型
に
分
け
て
整
理
し
て
お
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
昭
和
三
〇
年
代
以

降
の
判
例
は
概
ね
主
観
面
を
軸
に
違
法
性
判
断
を
行
う
用
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
前
の
横
浜
地
裁
の
二
件
の
無
罪

判
決
（［
一
］
お
よ
び
［
二
］）
の
理
論
が
完
全
に
克
服
さ
れ
た
と
い
え
る
の
か
に
つ
い
て
、
ま
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
い
わ
れ
る
昭

和
二
八
年
決
定
（［
三
］）
の
先
例
的
意
義
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
を
加
え
る
。
さ
ら
に
、
主
観
面
の
み
を
重
視
す
る
判
断
か
ら
客
観
面

を
重
視
す
る
方
向
へ
と
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
判
例
理
論
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

　

ま
ず
、
昭
和
二
〇
年
代
の
横
浜
地
裁
に
お
け
る
二
件
の
無
罪
判
決
か
ら
み
て
お
こ
う
。
横
浜
地
裁
昭
和
二
六
年
六
月
一
九
判
決
（
以
下

「［
一
］」
と
す
る
）
お
よ
び
同
昭
和
二
六
年
七
月
一
七
日
判
決
（
以
下
「［
二
］」
と
す
る
）
の
判
断
内
容
は
、
手
続
法
的
指
摘
と
実
体
法
的
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指
摘
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
手
続
法
的
指
摘
は
、
お
と
り
捜
査
が
犯
罪
を
作
出
し
後
に
こ
れ
を
処
罰
す
る
点
の
矛
盾
、
そ
し
て
対

象
者
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
い
点
を
指
摘
す
る
。
こ
の
点
［
一
］
に
お
い
て
は
、
被
告
人
が
従
前
よ
り
犯
意
を
有
し
て
い
た
と
か
薬
物

取
引
に
従
事
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
、
お
と
り
と
な
っ
た
婦
人
警
察
吏
員
の
働
き
掛
け
と
し
て
は
、
警

察
官
の
身
分
を
秘
し
て
い
る
こ
と
お
よ
び
麻
薬
購
入
の
申
込
み
の
二
点
が
確
認
で
き
る
。
他
方
［
二
］
に
お
い
て
は
、
被
告
人
が
以
前
か
ら

麻
薬
取
引
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
そ
の
意
味
で
は
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
横
浜

地
裁
は
こ
れ
ら
の
主
観
的
あ
る
い
は
客
観
的
側
面
を
意
識
し
て
、
お
と
り
捜
査
の
矛
盾
な
い
し
個
人
の
尊
重
に
対
す
る
侵
害
性
を
指
摘
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
今
日
の
判
例
の
傾
向
を
見
れ
ば
、［
一
］
お
よ
び
［
二
］
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
お
と
り
捜
査
を
適
法

化
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
働
き
う
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
横
浜
地
裁
が
［
一
］
お
よ
び
［
二
］
に
お
け
る
お
と
り
捜
査
を
違
法

と
す
る
の
は
、
お
と
り
捜
査
全
体
を
違
法
と
み
る
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
横
浜
地
裁
は
全
て
の
お
と
り
捜
査
に
つ
い
て
「
犯
人
を
製
造
」

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
個
人
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
今
日
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
お
と

り
捜
査
そ
れ
自
体
を
指
し
て
違
法
視
す
る
見
解
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
横
浜
地
裁
の
見
解
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

お
く
。

　

お
と
り
捜
査
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
確
か
に
「
お
と
り
な
く
ば
犯
罪
な
し
」
と
い
う
条
件
関
係
の
意
味
に
お
い
て
は
国
家
が
犯
罪
を
作
出

し
た
こ
と
に
な
る
し
、
同
じ
国
家
が
こ
れ
を
処
罰
す
る
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
よ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
す
で
に
薬
物
等
の
違
法
取
引
を
目
論

み
、
適
当
な
売
却
相
手
を
探
し
て
い
る
薬
物
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
対
し
て
お
と
り
捜
査
を
用
い
る
場
合
に
ま
で
、
犯
人
を
製
造
し
た
と
い
え
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で
、
お
と
り
捜
査
全
体
を
指
し
て
犯
人
を
製
造
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
個
人
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
横
浜
地
裁
の
判
例
と
は
正
反
対
の
見
解
を
示
し
た
の
が
、
昭
和
二
八
年
決
定
で
あ
っ
た
。
最
高
裁
は
、
昭
和
二
八
年
決
定
に
お
い
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て
い
わ
ゆ
る
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
実
体
法
上
被
告
人
の
犯
罪
成
立
に
影
響
は
な
い
と
し
、
ま
た
手
続
法
上

も
公
訴
提
起
の
正
当
性
に
影
響
は
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
八
年
決
定
は
お
と
り
捜
査
全
般
を
捉
え
て
「
適
法
」
と
述
べ
た
わ
け
で

は
な
く
、
昭
和
二
九
年
一
一
月
判
決
と
の
相
互
関
係
か
ら
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
て
も
被
告
人
の
罪
責
に
は
影
響
し
な
い
と

い
う
趣
旨
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
既
に
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
の
判
例
に
お
い
て
は
、
直
接
の
被
害
者
が
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
す
る
捜
査
の
困
難
性
、
覚
せ
い
剤
事
犯

な
ど
の
重
大
犯
罪
で
あ
る
こ
と
が
、
お
と
り
捜
査
を
適
法
化
す
る
要
素
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
昭
和
三
〇
年
代
以

降
、
多
く
の
判
例
は
、
お
と
り
捜
査
の
許
容
要
件
と
し
て
、
対
象
犯
罪
の
重
大
性
、
お
と
り
捜
査
の
補
充
性
、
対
象
者
の
既
存
の
犯
意
を
要

件
と
し
て
挙
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
お
と
り
捜
査
が
薬
物
事
犯
等
の
重
大
で
摘
発
の
困
難
な
事
案
に
の
み
用
い
ら

れ
る
こ
と
は
通
例
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
す
る
お
と
り
捜
査
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
な

（
（（（
（

い
。
ま
た
、
事
案
の
重
大
性
、
お
と

り
捜
査
の
補
充
性
と
い
う
要
件
は
、
問
題
に
な
る
と
し
て
も
比
較
的
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
お
と
り
捜
査
を
外
形
的
に

規
制
す
る
こ
と
に
な
る
こ
れ
ら
の
視
点
は
、
比
例
原
則
か
ら
当
然
に
求
め
ら
れ
る
要
件
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
の
は
、
既
存
の
犯

意
の
有
無
と
い
う
評
価
の
視
点
で
あ
る
。
学
説
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
評
価
基
準
は
、
対
象
者
の
内
面
に
着
目
す
る
た
め
主
観
説
と
呼
ば

れ
て
き

（
（（（
（

た
。
で
は
、
違
法
性
評
価
に
際
し
て
主
観
面
の
検
討
が
行
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
判
例
の
中
に
は
、
主
観
面
の
考
察
か
ら
対

象
者
の
「
正
常
か
つ
自
由
な
意
思
決
定
」
を
認
定
す
る
も
の
が
あ

（
（（（
（

る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
犯
意
の
有
無
と
い
う
視
点
は
行
為
者
が
自

由
な
意
思
決
定
に
基
づ
い
て
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
か
否
か
と
い
う
点
の
評
価
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
す

れ
ば
、
主
観
面
の
検
討
が
意
思
決
定
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
の
有
無
を
み
る
要
素
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ

と
は
逆
に
、
主
観
面
の
検
討
を
国
家
の
側
の
行
為
態
様
の
是
非
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
用
い
る
判
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
主
観

面
を
重
視
す
る
東
京
高
裁
昭
和
四
六
年
五
月
二
五
日
判
決
は
、「
国
家
み
ず
か
ら
が
犯
罪
を
つ
く
り
出
す
」
こ
と
を
問
題
と
し
て
お
り
、
そ
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の
判
断
に
対
象
者
に
お
け
る
犯
意
の
存
在
を
確
認
し
て
い

（
（（（
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
お
と
り
捜
査
の
適
否
の
判
断
に
お
い
て
表
面
上
は
犯
意
の
存

在
に
代
表
さ
れ
る
主
観
面
に
着
目
し
つ
つ
も
、
そ
こ
か
ら
国
家
に
よ
る
犯
罪
作
出
の
有
無
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
判
例
は
多
く
み
ら
れ
る
。

他
に
東
京
高
裁
昭
和
六
二
年
一
二
月
一
六
日
判

（
（（（
（

決
お
よ
び
東
京
高
裁
平
成
九
年
四
月
三
日
判

（
（（（
（

決
が
こ
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
学
説

に
お
い
て
は
、
国
家
に
よ
る
犯
罪
の
作
出
を
違
法
の
根
拠
に
据
え
つ
つ
対
象
者
の
主
観
面
に
着
目
す
る
こ
の
よ
う
な
構
造
に
は
齟
齬
が
あ
る

と
す
る
見
解
も
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
見
解
を
主
張
す
る
論
者
に
お
い
て
も
、
国
家
に
よ
る
犯
罪
作
出
を
お
と
り
捜
査
に
お
け
る
違

法
の
実
質
と
し
つ
つ
、
そ
の
主
要
判
断
要
素
と
な
る
お
と
り
の
働
き
掛
け
の
強
弱
を
判
定
す
る
た
め
に
副
次
的
に
対
象
者
の
犯
意
の
有
無
を

用
い
る
こ
と
は
肯
定
す

（
（（（
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
主
観
面
を
重
視
す
る
判
例
と
し
て
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
た
も
の
の
中
に
も
違
法
の
実
質
を
国

家
行
為
の
中
に
見
出
す
も
の
と
、
対
象
者
の
人
格
権
侵
害
に
求
め
る
も
の
と
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
概
観
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
判
例
は
国
家

に
よ
る
犯
罪
作
出
と
い
う
矛
盾
点
に
お
と
り
捜
査
の
違
法
の
実
質
を
見
出
す
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
国
家
に
よ
る
犯
罪
作
出
、
よ
り
実
体
に

即
し
た
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
お
と
り
に
よ
る
犯
罪
作
出
が
あ
っ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
対
象
者
で
は
な
く
お
と
り
の
側
に

着
目
し
た
判
断
が
行
わ
れ
る
方
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
先
に
示
し
た
学
説
に
よ
る
指
摘
も
、
こ
の
点
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
お
と
り
捜
査
の
違
法
の
実
質
を
国
家
に
よ
る
犯
罪
作
出
と
す
る
以
上
、
違
法
性
判
断
に
お
け
る
主
た
る

着
眼
点
は
国
家
、
す
な
わ
ち
お
と
り
の
側
に
存
在
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
稿
で
は
客
観
面
を
考
慮
す
る
判
例
と
し
て
紹
介
し
た
平
成

八
年
決
定
に
お
け
る
反
対
意
見
は
、
お
と
り
捜
査
の
違
法
性
の
実
質
を
「
司
法
の
廉
潔
性
」
と
捉
え
、
そ
の
判
断
に
際
し
て
「
人
を
犯
罪
に

誘
い
込［
む
］」行
為
で
あ
っ
た
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、こ
れ
ら
客
観
面
を
考
慮
す
る
判
例
を
み
て
も
、

違
法
の
実
質
と
判
断
す
る
差
異
の
評
価
の
視
点
の
間
に
は
必
ず
し
も
強
い
関
係
性
が
あ
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
平
成
一
六
年
決
定
に
お

い
て
も
、
お
と
り
捜
査
の
適
否
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
見
解
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
犯
意
を
有
す
る
者
に
お
と
り
捜
査
を
行
う
こ

と
は
許
容
さ
れ
る
と
し
、
同
時
に
事
案
解
決
に
お
い
て
国
家
の
関
与
が
適
切
で
あ
っ
た
点
に
触
れ
当
該
お
と
り
捜
査
を
適
法
と
し
た
が
、
お
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と
り
捜
査
の
違
法
の
実
質
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
は
な
い
。
こ
の
平
成
一
六
年
決
定
に
限
ら
ず
、
お
と
り
捜
査
の
適
否
の
判
断
に
お
い
て
評

価
す
べ
き
視
点
を
指
摘
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
違
法
の
実
質
と
結
び
付
い
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
判

例
は
少
な
く
な

（
（（（
（

い
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
多
く
の
判
例
が
、
背
後
に
あ
る
違
法
の
根
拠
と
の
関
係
性
を
そ
れ
程
意
識
し
な
い
ま

ま
お
と
り
捜
査
の
適
否
に
関
す
る
評
価
の
視
点
を
論
じ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
が
辿
っ
て
き

た
道
筋
か
ら
、今
日
の
判
例
が
お
と
り
捜
査
の
適
否
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
は
あ
る
程
度
方
向
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

判
例
の
流
れ
を
概
観
し
て
く
る
と
、
少
な
く
と
も
判
断
基
準
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
お
と
り
捜

査
自
体
を
指
し
て
全
般
的
に
こ
れ
を
違
法
と
し
た
昭
和
二
〇
年
代
に
お
け
る
横
浜
地
裁
判
決
、
昭
和
二
八
年
決
定
お
よ
び
そ
の
影
響
を
受
け

た
下
級
審
裁
判
例
（
主
観
説
的
な
判
断
基
準
を
示
し
つ
つ
も
被
告
人
の
罪
責
に
影
響
は
な
い
と
す
る
）、
い
わ
ゆ
る
主
観
説
を
採
用
し
証
拠

排
除
等
の
法
律
効
果
を
考
慮
す
る
判
例
、
そ
し
て
平
成
八
年
決
定
の
反
対
意
見
に
現
れ
る
よ
う
な
客
観
面
を
考
慮
す
る
判
例
で
あ
る
。
最

近
の
傾
向
と
し
て
は
、
被
告
人
の
犯
意
の
有
無
と
い
う
主
観
面
を
お
と
り
捜
査
適
否
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
つ
つ
、
①
そ
の
判
断
に
お
い
て

お
と
り
の
働
き
掛
け
の
強
度
、
国
家
の
関
与
の
程
度
と
い
う
客
観
面
を
考
察
対
象
と
す
る
も
の
（
主
観
説
プ
ラ
ス
客
観
的
判
断
要
素
）、
あ

る
い
は
②
主
観
面
の
判
断
と
併
せ
て
客
観
面
に
お
い
て
も
適
否
を
判
断
す
る
二
元
説
的
な
も
の
と
が
判
例
の
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
と
い
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
客
観
面
の
評
価
の
仕
方
に
差
違
は
あ
る
も
の
の
少
な
く
と
も
違
法
性
判
断
に
客
観
面
を
取
り
込
む
こ
と
が
ト
レ
ン
ド
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
中
で
平
成
一
六
年
決
定
は
、
少
な
く
と
も

0

0

0

0

0

、
必
要
性
、
補
充
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
犯
意
誘
発

型
の
お
と
り
捜
査
を
行
う
場
合
は
許
容
さ
れ
る
と
し
、
客
観
的
判
断
要
素
が
除
か
れ
た
判
断
基
準
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

実
際
に
は
取
引
場
所
の
準
備
や
大
麻
購
入
の
意
思
表
示
と
い
う
お
と
り
側
の
事
情
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
判
例
と
し
て
規
範
性
を

有
す
る
部
分
と
し
て
は
現
れ
て
い
な
い
も
の
の
、な
お
客
観
的
判
断
要
素
が
放
棄
さ
れ
た
と
み
る
か
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

平
成
一
六
年
決
定
は
、
違
法
の
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
平
成
八
年
決
定
の
反
対
意
見
や
下
級
審
判
決
に
お
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い
て
散
発
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
違
法
性
判
断
の
枠
組
み
を
議
論
す
る
前
提
と
し
て
、
今
後
は
許
さ
れ
ざ
る
お
と
り
捜
査
の
違
法
の
根

拠
が
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
１
）Im

m
e R

oxin, D
ie Rechtsfolgen schw

erw
iegender Rechtsstaatsverstöße in der Strafrechtspflege, 2. A

ufl., 1995, S. 41f.

（
２
）Claus R

oxin, A
nm

erkung zum
 BGH

, U
rt. v. 18.11.1999, JZ 2000, 369f. 

な
お
、
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
も
、
処
罰
阻
却
事
由
を
承
認

す
る
最
近
の
論
者
と
し
て
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
等
を
挙
げ
る (Im

m
e R

oxin, a.a.O
. (A

nm
. (1)), S. 43.

。

（
３
）W

olter, V
erfassungsrecht im

 Strafprozeß- und Strafrechtssystem
, N

StZ 1993, 9f.

（
４
）W

olter/Freund (H
rsg.), Straftat, Strafzum

essung und Strafprozeß im
 gesam

ten Strafrechtssystem
, 1996, S. 8.

（
５
）D

anw
iz, A

nm
erkungen zu einem

 Irrw
eg in der Bekäm

pfung der D
rogenkrim

inalität, StV
 1995, 431 ff.

（
６
）
な
お
、
シ
ュ
ー
ネ
マ
ン
（Schünem
ann

）
や
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
（E

llbogen

）
も
共
犯
論
の
中
で
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
不
処
罰
を
導
か

な
い
と
い
う
点
で
刑
罰
阻
却
事
由
説
と
は
異
な
る
も
の
の
、
実
体
法
的
処
理
と
い
う
点
で
は
共
通
す
る
。

（
７
）V

gl. Seelm
ann, Zur m

ateriell-rechtlichen Problem
atik des V

-M
annes, ZStW

 95 (1983), 799ff. 

ゼ
ー
ル
マ
ン
は
、
ア
ジ
ャ
ン
・

プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
自
身
の
可
罰
性
に
つ
い
て
、
従
来
の
議
論
は
、
不
法
価
値
の
内
容
、
特
に
共
犯
の
処
罰
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の

契
機
と
な
っ
て
き
た
が
、
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
関
す
る
今
日
的
な
問
題
は
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

緊
急
避
難
規
定
の
適
用
、
許
容
根
拠
（Entschuldigungsgrund

）
な
い
し
は
刑
罰
阻
却
事
由
を
用
い
た
解
決
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

連
邦
通
常
裁
判
所
の
と
っ
た
方
法
が
適
切
で
あ
る
と
評
価
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
の
可
罰
性
は
共
犯
の
規

定
に
基
づ
き
認
め
ら
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
（V

gl. Seelm
ann, a.a.O

., S. 807f.

）。
た
だ
し
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ

ト
ゥ
ー
ル
に
よ
る
犯
罪
誘
発
行
為
に
つ
い
て
は
懸
念
を
抱
い
て
お
り
、
そ
の
懸
念
は
専
ら
被
誘
発
者
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
（V

gl. 
Seelm

ann, a.a.O
., S. 817.

）。

（
８
）V

gl. Seelm
ann, a.a.O

. (A
nm

. (7)), S. 819. 

こ
れ
に
対
し
て
、
伝
統
的
な
基
準
の
下
で
は
、
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
に
対
す

る
単
に
一
回
き
り
の
薬
物
の
売
却
で
あ
れ
ば
、
売
却
し
た
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
人
格
と
い
う
点
に
お
い
て
も
「
麻
酔
剤
の
取
引
を
営
ん
で
い
る
こ
と
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（H
andeltreiben

）」
に
は
な
ら
ず
、
警
察
に
よ
る
犯
罪
誘
発
行
為
は
、
客
観
的
構
成
要
件
を
欠
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
し
か

し
、
ゼ
ー
ル
マ
ン
は
こ
れ
を
否
定
す
る
（V

gl. Seelm
ann, a.a.O

. (A
nm

. (7)), S. 819.

）。
ま
た
、
行
為
の
完
遂
が
警
察
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
行
為
は
客
観
的
に
そ
れ
程
危
険
で
は
な
い
と
い
う
見
解
も
存
在
し
、
量
刑
に
際
し
て
被
誘
発
者
に
有
利
に
働
く

モ
ー
メ
ン
ト
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
す
る
（V

gl. Seelm
ann, a.a.O

. (A
nm

. (7)), S. 819f.

）。

（
９	

）V
gl. Seelm

ann, a.a.O
. (A

nm
. (7)), S. 820ff.

（
10
）Seelm

ann, a.a.O
. (A

nm
. (7)), S. 822f.

（
11
）Seelm

ann, a.a.O
. (A

nm
. (7)), S. 826.

（
12
）Seelm

ann, a.a.O
. (A

nm
. (7)), S. 827.

（
13
）W

olter, a.a.O
. (A

nm
. (3)), S. 10. 

こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ォ
ル
タ
ー
は
あ
ま
り
に
も
長
す
ぎ
る
未
決
勾
留
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
刑
訴
法

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
訴
追
禁
止
と
刑
法
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
刑
罰
取
消
事
由
と
が
考
慮
さ
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
で
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
予
定
さ
れ
る
刑
罰
に
未
決
勾
留
期
間
を
算
入
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
刑
罰
目
的
は
喪
失
す
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
の

処
罰
権
限
は
長
引
く
手
続
進
行
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
も
は
や
存
在
し
な
い
と
す
る
（W

olter, a.a.O
. (A

nm
. (3)), S. 10.

）。

（
14
）W

olter, a.a.O
. (A

nm
. (3)), S. 10.

（
15
）W

olter, a.a.O
. (A

nm
. (3)), S. 10.

（
16
）Claus R

oxin, a.a.O
. (A

nm
. (2)), S. 369f

（
17
）Claus R

oxin, Strafverfaharensrechts, 25. A
ufl., 1998, S. 64f., Rn 28.

（
18
）BGH

 (1. Senat), U
rt. v. 18.11.1999, BGH

St 45, 321 ff. 
本
稿
第
三
章
【
22
】
判
例
（
拙
稿
「
お
と
り
捜
査
の
研
究
（
三
）」
北
大
法
学
論

集
五
八
巻
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
一
八
頁
）
参
照
。

（
19
）Claus R
oxin, a.a.O

. (A
nm

. (2)), S. 369.

（
20
）Claus R

oxin, a.a.O
. (A

nm
. (2)), S. 369; ders, a.a.O

. (A
nm

. (18)), S. 64f. Rn 28.

（
21
）Claus R

oxin, a.a.O
. (A

nm
. (2)), S. 370.

（
22
）Im

m
e R

oxin, a.a.O
. (A

nm
. (1)), S. 207f.

（
23
）Im

m
e R

oxin, a.a.O
. (A

nm
. (1)), S. 210. 
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（
24
）Im

m
e R

oxin, a.a.O
. (A

nm
. (1)), S. 209.

（
25
）Im

m
e R

oxin, a.a.O
. (A

nm
. (1)), S. 210.

（
26
）Im

m
e R

oxin, a.a.O
. (A

nm
. (1)), S. 210f.

（
27
）
例
え
ば
、
ボ
イ
ル
ケ
は
実
体
法
的
解
決
を
試
み
る
論
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
国
家
が
単
な
る
監
視
（
連
絡
員
の
場
合
）
を
超
え
て
犯
罪
誘
発

行
為
を
行
う
よ
う
な
場
合
、
ア
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ヴ
ォ
カ
ト
ゥ
ー
ル
の
影
響
の
程
度
に
着
目
し
、
極
端
な
場
合
に
は
、
唆
さ
れ
た
者
（V

erführte

）

に
対
し
て
責
任
阻
却
事
由
（Schuldausschließungsgrund

）
を
認
め
る
（Beulke, D

ie V
ernehm

ung des Beschuldigten, einige 
A

nm
erkung aus der Sicht der Prozeßrechtsw

issenschaft, StV
 1990, 183.

）。
な
お
、
ボ
イ
ル
ケ
は
責
任
阻
却
事
由
の
用
語
を
用
い

て
い
る
が
、
自
己
の
見
解
が
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
や
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
ら
と
共
通
す
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
（V

gl. Beulke, a.a.O
., S. 

183, Fn. 39.

）、
彼
ら
の
主
張
す
る
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
に
よ
る
解
決
と
内
容
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
刑
罰
阻
却
事
由

の
承
認
ま
た
は
何
ら
か
の
形
で
無
罪
処
理
を
支
持
す
る
論
者
と
し
て
は
、
フ
ォ
ル
ク
（
無
罪
説
に
同
調
す
る
が
、
根
拠
が
明
確
で
な
い
。V

gl. 
V

olk, V
erfahrensfehler und V

erfahrenshindernisse, StV
 1986, 37.

）
や
ラ
ン
フ
ト
（
ラ
ン
フ
ト
は
、
人
格
的
刑
罰
取
消
事
由
（der 

persönliche Strafaufhebungsgrund
）
を
考
慮
に
入
れ
る
。
ラ
ン
フ
ト
は
、「
具
体
的
行
為
が
最
終
的
に
国
家
の
あ
る
い
は
国
家
的
に
守
ら

れ
た
行
為
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
と
い
う
状
況
を
考
慮
す
る
」
も
の
と
し
て
人
格
的
刑
罰
取
消
事
由
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、彼
は
、

減
軽
事
由
お
よ
び
刑
訴
法
一
五
三
条
、
同
一
五
三
条
ａ
に
基
づ
く
手
続
打
切
り
の
承
認
も
否
定
し
な
い
。V

gl. R
anft, Strafprozeßrecht, 

1991, S. 240.

）
ら
が
存
在
す
る
。

（
28
）Schünem

ann, D
ie polizeiliche Lockspitzel - K

ontroverse ohne Ende?, StV
 1985, 428.

（
29
）Schünem

ann, a.a.O
. (A

nm
. (28)), S. 430.

（
30
）BGH

 (1. Senat), U
rt.v. 23.5.1984, BGH

St 32, 345ff.　

本
稿
第
三
章
【
10
】
判
例
（
拙
稿
（
註
18
）
七
〇
頁
参
照
）。

（
31
）Foth, K
ann die A

nstiftung durch eine V
-Person ein V

erfahrenshindernis begründen?, N
JW

 1984, S. 221f.

（
32
）
本
稿
第
四
章
第
三
節
第
一
款
（
拙
稿
「
お
と
り
捜
査
の
研
究
（
四
）」
北
大
法
学
論
集
五
九
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
二
六
頁
以
下
）
参
照
。

（
33
）Schünem

ann, a.a.O
. (A

nm
. (28)), S. 429f.

（
34
）Puppe, V

erführung als Sonderopfer, N
StZ 1986, 404.

（
35
）
ド
イ
ツ
刑
法
一
七
三
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
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一
項�　

直
系
血
族
で
下
の
代
に
当
た
る
者
と
性
交
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
ま
た
は
財
産
刑
に
処
す
。

　
　
　

二
項�　

直
系
血
族
で
上
の
代
に
当
た
る
者
と
性
交
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
自
由
刑
ま
た
は
財
産
刑
に
処
す
。
な
お
、
こ
の
規
定
は
親
族
関

係
が
消
滅
し
た
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
お
互
い
に
性
交
し
た
実
の
兄
弟
姉
妹
も
処
罰
さ
れ
る
。

　
　
　

三
項�　

下
の
代
に
当
た
る
者
あ
る
い
は
兄
弟
姉
妹
が
、
行
為
時
に
お
い
て
未
だ
一
八
歳
に
達
し
な
い
場
合
は
、
こ
の
規
定
に
基
づ
き
処
罰
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
刑
罰
阻
却
事
由
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
他
に
、「
刑
を
無
効
化
に
す
る
罪
」
に
お
い
て
親
族
で
あ
る
こ
と
（
二
五
八
条
六

項
）、
議
員
の
刑
事
免
責
（
三
六
条
お
よ
び
基
本
法
四
六
条
一
項
）、
治
外
法
権
（
裁
判
所
構
成
法
一
八
条
以
下
）
な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
る
。（
宇

藤
崇
「
違
法
捜
査
と
不
処
罰
処
理
（
二
）・
完
」
法
学
論
叢
一
三
三
巻
六
号
（
一
九
九
三
年
）
七
七
頁
（
以
下
、
本
稿
で
は
単
に
「
宇
藤
・
前
掲

論
文
②
」
と
す
る
））
参
照
）

（
36
）V

gl. Claus R
oxin, Strafrecht, A

llgem
einer T

eil, Band I, 4. A
ufl., 2006, S. 1042ff., Rn 21ff. 

（
37
）V

gl. auch C
laus R

oxin, K
rim

inalpolitik und Strafrechtssystem
, 2. A

ufl., 1973, S. 36; V
olk, Entkrim

inalisierung durch 
Strafw

ürdigkriterien  jenseite  des  D
eliktaufbaus,  ZStW

 97  (1985),  892ff.;  Schönke/Schröder, Strafgesetzbuch,  1977,  Rn. 
128ff. zu vor 32ff.

（
38
）V

gl. Schm
idhauser, Strafrecht, A

llgem
einer T

eil, Lehrebuch, 2. A
ufl. 1975, §

2, Rn. 14ff., §
12, Rn. 1f., §

13, Rn. 6ff.

（
39
）
わ
が
国
に
お
い
て
か
か
る
ド
イ
ツ
の
理
論
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
宇
藤
・
前
掲
論
文
②
（
註
35
）
七
七
頁
以
下
参
照
。

（
40
）
宇
藤
・
前
掲
論
文
②
（
註
35
）
八
二
頁
註
一
四
。

（
41
）
例
え
ば
、
宇
藤
崇
は
、
刑
罰
阻
却
事
由
に
つ
い
て
国
法
的
利
益
衡
量
が
な
さ
れ
う
る
点
を
肯
定
す
る
。
し
か
し
、
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
が
「
基

本
権
侵
害
の
た
め
の
授
権
根
拠
の
存
否
」
と
「
比
例
原
則
」
か
ら
法
治
国
家
原
則
違
反
を
導
く
こ
と
や
、
刑
罰
請
求
権
の
違
法
な
創
造
を
問
題

と
す
る
点
に
つ
い
て
触
れ
、
こ
の
よ
う
な
主
張
が
十
分
で
は
な
い
と
し
つ
つ
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る

犯
罪
誘
発
行
為
の
違
法
の
内
実
は
、
基
本
法
一
条
、
同
二
条
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
で
あ
る
と
理
解
す
る
方

が
無
理
が
な
く
、
ま
た
、
嫌
疑
を
有
す
る
者
に
対
す
る
重
大
な
影
響
が
及
ぼ
さ
れ
る
類
型
に
お
い
て
も
、「『
決
定
の
事
由
』
の
表
面
的
保
持
の

み
を
も
っ
て
、
人
格
的
自
立
権
の
侵
害
が
お
よ
そ
存
し
な
い
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
。
最
終
的
に
は
、
犯
意
不
存
在
類
型
に
お
い
て
も
、
過

度
の
働
き
掛
け
の
類
型
に
お
い
て
も
、
基
本
法
一
条
お
よ
び
同
二
条
に
対
す
る
違
反
を
根
拠
と
す
る
。（
宇
藤
・
前
掲
論
文
②
（
註
36
）
八
〇
頁
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以
下
）

（
42
）BGH

, a.a.O
. (A

nm
. (30)).

（
43
）Ellbogen, D

ie verdeckte Erm
iitlungstätigkeit der Strafverfolgungsbehörden durch die Zusam

m
enarbeit m

it V
-Personen 

und Inform
anten, 2004.

（
44
）BGH

, a.a.O
. (A

nm
. (30)). 

（
45
）E

llbogen, a.a.O
. (A

nm
. (43)), S. 55f.

（
46
）E

llbogen, a.a.O
. (A

nm
. (43)), S. 56. 

な
お
、
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
は
、
ヒ
レ
ン
カ
ン
プ
も
こ
れ
に
同
意
す
る
点
を
指
摘
す
る
（V

gl. 
H

illenkam
p, V

erfahrenshindernis von V
erfassung w

egen, N
JW

 1989, 2848.

）。

（
47
）E

llbogen, a.a.O
. (A

nm
. (43)), S. 56.

（
48
）E

llbogen, a.a.O
. (A

nm
. (43)), S. 56.

（
49
）
ド
イ
ツ
刑
法
四
七
条
（
六
月
以
下
の
自
由
刑
）

　
　
　

一
項�　

裁
判
所
は
、
行
為
者
の
行
為
あ
る
い
は
人
格
に
存
在
す
る
状
況
が
、
行
為
者
へ
の
影
響
あ
る
い
は
法
秩
序
の
保
護
の
た
め
に
科
刑
を

絶
対
に
必
要
と
す
る
場
合
に
の
み
、
六
月
以
下
の
自
由
刑
を
科
す
。

　
　
　

二
項�　

法
が
罰
金
に
よ
る
威
嚇
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
六
月
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
自
由
刑
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
一
項
に
基
づ
き
自
由

刑
を
科
す
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
な
い
場
合
、
裁
判
所
は
財
産
刑
を
科
す
。
法
が
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
自
由
刑
の
最
低
限
度
に
よ
っ
て

威
嚇
す
る
場
合
、第
一
文
の
場
合
に
お
け
る
財
産
刑
の
最
低
限
度
は
威
嚇
さ
れ
る
自
由
刑
の
最
低
限
度
に
基
づ
い
て
決
せ
ら
れ
る
。な
お
、

そ
の
際
、
三
〇
日
分
の
罰
金
金
額
が
一
月
の
自
由
刑
に
相
当
す
る
。

（
50
）
ド
イ
ツ
刑
法
五
九
条
一
項
は
刑
の
留
保
を
伴
う
警
告
（V

erw
arnung m

it Strafvorbehalt

）
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
す

な
わ
ち
、
日
割
に
し
て
一
八
〇
日
分
以
下
の
罰
金
の
罰
金
刑
に
対
し
て
は
、
裁
判
所
は
、
あ
る
一
定
の
場
合
に
有
罪
宣
告
と
は
別
に
刑
を
確
定

し
た
上
で
、
こ
の
刑
の
宣
告
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
刑
の
留
保
事
由
は
、
一
号
か
ら
三
号
ま
で
あ
り
、
一
号
は
、
刑
の
宣
告
が

な
く
と
も
行
為
者
が
将
来
に
お
い
て
も
は
や
犯
罪
を
行
わ
な
い
だ
ろ
う
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
二
号
は
、
行
為
お
よ
び
行
為
者
の
全
体
評
価
に

よ
っ
て
、
刑
罰
を
科
す
べ
き
で
な
い
特
別
な
い
こ
と
を
示
す
特
別
な
状
況
が
存
在
す
る
こ
と
、
三
号
は
、
法
秩
序
の
保
護
に
と
っ
て
刑
の
宣
告

が
必
要
で
は
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
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（
51
）E

llbogen, a.a.O
. (A

nm
. (43)), S. 56.

（
52
）E

llbogen, a.a.O
. (A

nm
. (43)), S. 50f.

（
53
）E

llbogen, a.a.O
. (A

nm
. (43)), S. 51.

（
54
）
犯
罪
誘
発
行
為
と
予
防
／
抑
止
の
関
係
に
関
す
る
ジ
ー
ク
お
よ
び
エ
ル
ボ
ー
ゲ
ン
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
一
章
第
三
節
第
二
款
（
北

大
法
学
論
集
五
八
巻
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
七
二
頁
以
下
）
参
照
。

（
55
）E

llbogen, a.a.O
. (A

nm
. (43)), S. 51.

（
56
）E

llbogen, a.a.O
. (A

nm
. (43)), S. 52. 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
視
点
は
わ
が
国
に
お
け
る
初
期
の
裁
判
例
に
も
共
通
す
る
（
後
述
・
本
稿
第
五

章
第
二
款
お
よ
び
第
三
款
）。

（
57
）Im

m
e R

oxin, a.a.O
. (A

nm
. (1)), S. 166f.

（
58
）V

gl. M
akrutzki, V

erdeckte Erm
ittlungen im

 Strafprozeß, 2000, S. 257. 

ま
た
、
キ
ュ
ッ
パ
ー
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
重
大

な
減
軽
事
由
を
認
め
た
事
案
は
、
総
じ
て
許
容
限
界
が
無
視
さ
れ
た
場
合
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（K

üpper, A
nm

. zum
 O

LG-
Bayern, Beschl. v. 26.6.1999, JR 2000, 258.

）

（
59
）
ド
イ
ツ
刑
法
二
八
条
（
教
唆
・
幇
助
の
場
合
の
減
軽
）

　
　
　

一
項�　

共
犯
（
教
唆
あ
る
い
は
幇
助
）
に
お
い
て
行
為
者
の
可
罰
性
を
根
拠
付
け
る
特
別
な
人
格
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
（
一
四
条
一
項
）
を
欠

く
場
合
、
当
該
刑
罰
は
四
九
条
一
項
に
基
づ
き
減
軽
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

二
項�　

法
が
特
別
な
人
格
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
刑
罰
を
加
重
、
減
軽
あ
る
い
は
排
除
す
る
と
定
め
る
場
合
、
そ
れ
が
存
在
す
る
関
与
者
（
行

為
者
ま
た
は
共
犯
）
に
対
し
て
の
み
こ
の
こ
と
は
妥
当
す
る
。

（
60
）V

gl. Schum
ann, V

erfahrenshindernis bei Einsatz von V
-Leuten als agent provocateurs?, JZ 1986, 70.

（
61
）
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る
訴
訟
障
碍
説
を
更
に
三
類
型
に
分
け
る
論
者
と
し
て
、
宇
藤
崇
「
違
法
捜
査
と
不
処
罰
処
理
（
一
）」
法
学

論
叢
一
三
三
巻
二
号
（
一
九
九
三
年
）
四
四
頁
以
下
、
宮
木
康
博
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
お
と
り
捜
査
の
法
的
帰
結
」
同
志
社
法
学
五
七
巻
六
号

（
二
〇
〇
六
年
）
五
〇
五
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
62
）
も
ち
ろ
ん
、
前
述
の
通
り
リ
ュ
ー
ダ
ー
セ
ン
を
初
め
と
し
た
証
拠
禁
止
を
主
張
す
る
論
者
は
、
包
括
的
証
拠
禁
止
を
認
め
る
こ
と
で
実
質
的

に
は
訴
訟
障
碍
と
同
様
の
効
果
を
期
待
で
き
る
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
証
拠
禁
止
説
も
実
質
的
に
は
不
処
罰
処
理
を
目
指
し
た
見
解
で
あ
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る
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
63
）
こ
の
点
、
宇
藤
崇
は
、
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
の
主
張
す
る
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
に
基
づ
く
無
罪
説
を
概
ね
支
持
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
解

釈
論
の
基
礎
と
す
る
。
し
か
し
、
嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る
犯
罪
誘
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
と
は
異
な
る
理
解
を
示
す
。

す
な
わ
ち
、「
犯
意
誘
発
事
例
で
問
題
と
な
る
非
嫌
疑
者
に
対
す
る
捜
査
の
禁
止
（
無
罪
推
定
の
原
則
）
は
、
憲
法
的
に
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
刑
事
戦
略
上
の
必
要
性
に
よ
り
覆
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
場
合
に
行
為
者
が
『
犯
罪
撲
滅
の
た

め
の
単
な
る
客
体
』
に
貶
め
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
得
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
際
に
そ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
違
法
性
の
内
実
は
、
基
本
法

一
条
、二
条
等
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
べ
き
『
人
間
の
尊
厳
』
の
侵
害
で
あ
る
と
理
解
す
る
ほ
う
が
、無
理
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
、

嫌
疑
の
な
い
者
に
対
す
る
基
本
権
侵
害
の
存
在
を
肯
定
す
る
。
ま
た
、
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
は
基
本
法
二
条
一
項
の
保
障
す
る
一
般
的
人
格
権

の
侵
害
は
問
題
と
な
ら
な
い
旨
主
張
す
る
が
、
こ
れ
は
決
定
の
自
由
の
対
象
が
「
自
ら
に
罪
責
を
負
わ
せ
る
行
為
を
行
う
か
否
か
と
い
う
点
」

に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、こ
の
点
に
関
し
て
も
、宇
藤
崇
は
、「『
決
定
の
自
由
』
の
表
面
的
保
持
の
み
を
も
っ

て
、人
格
的
自
律
権
の
侵
害
が
お
よ
そ
存
し
な
い
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、基
本
法
一
条
、二
条
違
反
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。（
宇

藤
・
前
掲
論
文
②
（
註
35
）
八
一
頁
）

（
64�

）
た
だ
、
ゼ
ー
ル
マ
ン
お
よ
び
ヴ
ォ
ル
タ
ー
の
主
張
は
、
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ス
・
ロ
ク
シ
ン
お
よ
び
イ
ン
メ
・
ロ
ク
シ
ン
ら
の
理
論
と
は
異
な

る
。
ゼ
ー
ル
マ
ン
は
、国
家
が
犯
罪
行
為
の
主
導
権
を
自
ら
握
り
、自
ら
の
利
益
の
た
め
に
訴
追
す
る
点
を
違
法
と
み
な
し
、ま
た
、ヴ
ォ
ル
タ
ー

は
、
個
人
的
な
従
属
関
係
を
著
し
く
利
用
し
た
人
格
の
中
核
的
領
域
に
対
す
る
侵
害
を
違
法
と
み
な
す
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
権
侵
害
を
根
拠

と
す
る
刑
罰
阻
却
事
由
の
承
認
の
可
能
性
も
あ
り
う
る
。

（
65�

）
確
か
に
、お
と
り
の
関
与
、国
家
の
働
き
掛
け
と
い
う
客
観
面
と
、対
象
者
の
犯
意
の
有
無
と
い
う
主
観
面
と
を
別
々
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
捉
え
、

二
元
的
判
断
基
準
を
構
築
す
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
（
拙
稿
「
判
批
・
平
成
一
六
年
六
月
一
二
日
」
北
大
法
学
論
集
五
六
巻
六
号
（
二
〇
〇
六

年
）
三
〇
五
頁
参
照
）。
た
だ
し
、
国
家
行
為
と
し
て
許
さ
れ
ざ
る
活
動
が
法
治
国
家
原
則
違
反
と
な
る
の
は
、
一
般
的
に
そ
の
よ
う
な
行
為
が

何
ら
か
の
権
利
・
利
益
を
侵
害
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
（
詳
し
く
は
本
稿
第
六
章
［
別
稿
］）。

（
66
）
本
稿
第
四
章
第
三
節
（
拙
稿
（
註
34
）
三
二
四
頁
以
下
）
参
照
。

（
67
）
本
稿
第
四
章
第
四
節
（
拙
稿
（
註
34
）
三
三
七
頁
以
下
）
参
照
。

（
68
）
ボ
ー
ド
・
ピ
エ
ロ
ー
ト
＝
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
リ
ン
ク
著
／
永
田
秀
樹
＝
松
本
和
彦
＝
倉
田
原
志
訳
『
現
代
ド
イ
ツ
基
本
権
』（
法
律
文
化
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社
、
二
〇
〇
一
年
）
一
一
六
頁
以
下
。

（
69
）BV

erfG, Beschl. des Ersten Senats v. 19. 12. 1951 gem
. §

24 BV
erfGG

－
1 BvR 220/51－

, BverfGE 1, 104.
（
70
）BV

erfG, U
rt. des Zw

eiten Senats v. 15. 12. 1970 auf die m
ündliche V

erhandlung v. 7. 7. 1970－
2 BvF 1/69, 2 BuR 

629/68 und 308/69－
, BverfGE 30, 26.

（
71
）BV

erfG, a. a. o. (A
nm

. (70)), BV
erfGE 30, 33, 39f.

（
72
）
ピ
エ
ロ
ー
ト
他
・
前
掲
書
（
註
68
）
一
一
八
頁
以
下
。

（
73
）
ピ
エ
ロ
ー
ト
他
・
前
掲
書
（
註
68
）
一
一
九
頁
以
下
。

（
74
）
ピ
エ
ロ
ー
ト
他
・
前
掲
書
（
註
68
）
一
一
九
頁
以
下
。

（
75
）
最
判
昭
和
二
九
年
八
月
二
〇
日
刑
集
八
巻
八
号
一
二
三
九
頁
［
四
］
の
第
一
審
で
あ
る
京
都
地
判
昭
和
二
五
年
一
二
月
二
八
日
刑
集
八
巻
八

号
一
二
四
四
頁
等
を
皮
切
り
に
、
下
級
審
裁
判
例
を
含
め
る
と
二
〇
件
以
上
の
裁
判
例
の
裁
判
例
の
蓄
積
が
み
ら
れ
る
。

（
76
）
福
岡
高
判
昭
和
二
六
年
四
月
九
日
高
等
裁
判
所
刑
事
判
決
特
報
一
九
号
八
頁
、
仙
台
高
判
昭
和
二
七
年
九
月
二
〇
日
高
等
裁
判
所
刑
事
判
決

特
報
二
二
号
一
七
二
頁
。

（
77
）
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
五
八
条
は
、「
麻
薬
取
締
官
及
び
麻
薬
取
締
員
は
、
麻
薬
に
関
す
る
犯
罪
の
捜
査
に
あ
た
り
、
厚
生
労
働
大
臣
の

許
可
を
受
け
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
人
か
ら
も
麻
薬
を
譲
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
す
る
。
な
お
、
同
趣
旨
の

規
定
は
、
昭
和
二
三
年
の
同
法
改
正
に
よ
り
翌
二
四
年
か
ら
五
二
条
の
二
第
二
項
と
し
て
施
行
さ
れ
た
。
同
様
に
覚
せ
い
剤
取
締
法
一
七
条
四

項
は
、「
法
令
に
よ
る
職
務
の
執
行
に
つ
き
覚
せ
い
剤
を
譲
り
渡
し
、
若
し
く
は
譲
り
受
け
る
場
合
又
は
覚
せ
い
剤
研
究
者
が
厚
生
労
働
大
臣
の

許
可
を
受
け
て
、
覚
せ
い
剤
を
譲
り
渡
し
、
若
し
く
は
譲
り
受
け
る
場
合
に
は
、
前
三
項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
78
）
確
か
に
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
五
八
条
や
覚
せ
い
剤
取
締
法
一
七
条
四
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許
可
を
受
け
た
一
定
の
職
務
従
事

者
に
対
し
て
の
み
、
当
該
薬
物
の
譲
受
け
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
仙
台
高
裁
昭
和
二
七
年
九
月
二
〇
日
判
決
は
、
捜
査
機
関
の
手
足
と
な
っ

て
犯
罪
捜
査
に
協
力
し
た
私
人
（
お
と
り
）
に
は
、
違
法
性
の
認
識
が
な
く
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
過
失
も
な
い
た
め
、
犯
意
を
阻
却
し
犯
罪

を
構
成
し
な
い
と
し
て
、
私
人
の
場
合
に
も
罪
に
問
わ
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。
今
日
で
も
、
捜
査
協
力
者
で
あ
る
私
人
が
お
と
り
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
が
、
お
と
り
と
な
っ
た
私
人
が
不
法
薬
物
の
所
持
で
罪
責
を
問
わ
れ
た
り
、
そ
の
こ
と
が
争
わ
れ
た
判
例
は
存
在
し

な
い
。
さ
ら
に
、
最
決
昭
和
二
八
年
三
月
五
日
刑
集
七
巻
三
号
四
八
二
頁
［
三
］
は
、
お
と
り
自
身
が
教
唆
犯
あ
る
い
は
従
犯
と
し
て
罪
責
を
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問
わ
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
罪
責
の
有
無
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
は
な
い
。

（
79
）
最
決
昭
和
二
八
年
三
月
五
日
［
三
］（
註
78
）。

（
80
）
た
だ
し
、
以
下
で
論
じ
る
よ
う
に
、
昭
和
二
八
年
決
定
は
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
て
も
適
法
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た
の
で
は

な
く
、
そ
の
場
合
で
も
少
な
く
と
も
被
告
人
の
罪
責
に
影
響
が
及
ば
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
81
）
最
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
刑
集
五
八
巻
五
号
三
三
三
頁
。

（
82
）
わ
が
国
に
お
い
て
お
と
り
捜
査
を
違
法
と
し
た
判
例
は
、
横
浜
地
判
昭
和
二
六
年
六
月
一
九
日
裁
時
八
七
号
三
頁
［
一
］、
同
昭
和
二
六
年
七

月
一
七
日
高
刑
集
四
巻
一
四
号
二
〇
八
三
頁
［
二
］
な
ど
わ
ず
か
で
あ
る
。

（
83
）
横
浜
地
判
［
一
］（
註
82
）。

（
84
）
横
浜
地
判
［
二
］（
註
82
）。

（
85
）
裁
時
八
七
号
四
頁
。

（
86
）
裁
時
八
七
号
四
頁
。

（
87
）
裁
時
八
七
号
四
頁
。

（
88
）
京
都
地
判
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
日
刑
集
七
巻
三
号
四
九
八
頁
（［
三
］
の
第
一
審
）、
東
京
高
判
昭
和
二
七
年
七
月
二
九
日
刑
集
八
巻
一
一

号
一
七
二
三
頁
（［
五
］
の
控
訴
審
）
な
ど
。

（
89
）
横
浜
地
裁
［
二
］
の
控
訴
審
で
あ
る
東
京
高
判
昭
和
二
六
年
一
一
月
二
六
日
高
刑
集
四
巻
一
三
号
一
九
三
三
頁
が
抽
象
的
危
険
が
な
く
麻
薬

の
所
持
罪
の
成
立
自
体
を
否
定
し
た
原
判
決
を
破
棄
し
、
最
高
裁
昭
和
二
九
年
八
月
判
決
［
四
］
の
控
訴
審
で
あ
る
大
阪
高
判
昭
和
二
七
年

三
月
二
五
日
刑
集
八
巻
八
号
一
二
四
五
頁
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
東
京
高
判
昭
和
二
七
年
七
月
二
九
日
刑
集
八
巻
一
一
号

一
七
二
三
頁
（［
五
］
の
控
訴
審
）
で
、
抽
象
的
危
険
の
存
在
を
否
定
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
最
高
裁
昭
和
二
九
年
一
一
月
判
決
［
五
］
に
お

い
て
、「
犯
罪
行
為
と
し
て
の
反
社
会
的
危
険
性
を
欠
く
も
の
と
し
て
、
被
告
人
に
対
し
無
罪
を
言
渡
し
た
第
一
審
判
決
を
維
持
し
た
原
判
決
は

法
令
の
解
釈
を
誤
」
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
一
応
の
決
着
が
み
ら
れ
た
。

（
90
）
横
浜
地
判
［
一
］（
註
82
）。

（
91
）
最
決
昭
和
二
八
年
三
月
五
日
（
註
78
）。

（
92
）
刑
集
七
巻
三
号
四
九
八
頁
。
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（
93
）
東
京
高
判
（
横
浜
地
判
昭
和
二
六
年
の
控
訴
審
）
と
同
旨
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
94
）
刑
集
七
巻
三
号
五
〇
三
頁
。

（
95
）
例
え
ば
、
東
京
高
判
昭
和
二
九
年
五
月
一
八
日
東
京
高
裁
（
刑
事
）
判
決
時
報
五
巻
五
号
一
八
〇
頁
も
、
昭
和
二
八
年
決
定
を
引
き
合
い
に

出
し
つ
つ
、
自
由
意
思
の
拘
束
が
な
く
自
由
な
意
思
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
た
と
え
犯
意
が
誘
発
さ
れ
た
と
し
て
も
構
成
要
件
を
欠

く
こ
と
は
な
く
、
さ
ら
に
憲
法
一
三
条
の
個
人
の
尊
厳
と
幸
福
追
求
権
に
は
犯
罪
を
犯
す
自
由
は
含
ま
れ
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
東

京
高
判
昭
和
五
四
年
一
一
月
八
日
東
京
高
裁
（
刑
事
）
判
決
時
報
三
〇
巻
一
一
号
一
六
一
頁
は
、
お
と
り
捜
査
に
よ
っ
て
犯
意
を
誘
発
し
た
場

合
で
も
犯
罪
の
成
立
が
妨
げ
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
こ
の
事
案
で
は
お
と
り
捜
査
が
薬
物
所
持
罪
の
検
挙
の
端
緒

と
な
っ
て
い
る
が
、
所
持
罪
と
の
関
係
で
は
犯
意
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
に
論
じ
ら
れ
る
お
と
り
捜
査
と
は
異
な
る
点
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。
そ
の

他
、
同
様
の
見
解
を
見
解
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
他
に
、
京
都
地
判
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
日
（［
三
］
の
第
一
審
）（
註
88
）、
大
阪
高
判
昭

和
三
三
年
一
二
月
二
三
日
判
時
一
七
四
号
三
二
頁
が
あ
る
。
ま
た
、
名
古
屋
高
判
昭
和
二
八
年
六
月
二
四
日
高
刑
特
報
三
三
号
三
三
頁
は
、
麻

薬
の
不
法
所
持
事
件
に
お
い
て
、
お
と
り
の
誘
惑
に
よ
る
と
は
い
え
麻
薬
の
買
入
な
い
し
所
持
が
任
意
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
犯
罪
の
成
立
を
肯
定
し
て
お
り
、
昭
和
二
八
年
決
定
と
類
似
す
る
。
た
だ
、
こ
の
事
案
に
お
い
て
名
古
屋
高
裁
は
犯
罪
の
成
立
を
肯
定
し

つ
つ
も
、
被
告
人
が
お
と
り
の
誘
惑
に
よ
り
罪
を
犯
す
に
至
っ
た
こ
と
を
刑
を
減
じ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
い
る
点
興
味
深
い
（
本
稿
第
三
章

の
ド
イ
ツ
の
判
例
理
論
（
本
稿
（
註
18
）
六
八
頁
以
下
参
照
）。

（
96
）
刑
集
八
巻
八
号
一
二
三
九
頁
。

（
97
）
刑
集
八
巻
八
号
一
二
四
四
頁
。

（
98
）
刑
集
八
巻
八
号
一
二
四
五
頁
。

（
99
）
こ
の
よ
う
に
、
お
と
り
捜
査
の
必
要
性
が
外
形
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、「
少
な
く
と
も
」
機
会
提
供
型
の
お
と
り
捜
査
は
適
法
で

あ
る
と
し
て
、
適
法
化
の
た
め
の
十
分
条
件
を
示
す
手
法
は
平
成
一
六
年
決
定
に
も
み
ら
れ
る
。

（
100
）
こ
の
よ
う
な
昭
和
二
八
年
決
定
の
理
解
を
継
受
し
た
判
例
と
し
て
は
、
東
京
高
判
昭
和
二
九
年
五
月
一
八
日
（
註
95
）、
大
阪
高
判
昭
和
三
三

年
一
二
月
二
三
日
（
註
95
）、
東
京
高
判
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
一
八
日
刑
月
一
七
巻
一
〇
号
九
二
七
頁
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
、
昭
和
二
八
年
決

定
は
お
と
り
の
教
唆
犯
と
し
て
の
処
罰
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、お
と
り
捜
査
自
体
の
違
法（
違
法
性
判
断
）と
、被
誘
発
者
の
処
罰
可
能
性〔
法

律
効
果
）
が
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
理
解
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
。
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（
101
）
た
だ
し
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
に
つ
い
て
は
捜
査
法
上
違
法
と
な
る
余
地
も
残
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
同

様
の
指
摘
を
す
る
も
の
と
し
て
、
多
和
田
隆
史
「
判
解
―
―
最
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
平
成
一
六
年

度
）』（
法
曹
界
、
二
〇
〇
七
年
）
二
六
九
頁
。

（
102
）
最
判
昭
和
二
九
年
一
一
月
五
日
刑
集
八
巻
一
一
号
一
七
一
五
頁
。

（
103
）
刑
集
八
巻
一
一
号
一
七
二
二
頁
。

（
104
）
刑
集
八
巻
一
一
号
一
七
二
三
頁
。

（
105
）
多
和
田
・
判
解
（
註
101
）
二
六
九
頁
。

（
106
）
多
和
田
・
判
解
（
註
101
）
二
六
九
頁
。

（
107
）
例
え
ば
、
島
田
仁
郎
「
英
国
の
お
と
り
捜
査
に
つ
い
て
」
司
法
研
修
所
論
集
五
六
号
（
一
九
七
五
年
）
六
四
頁
。

（
108
）
東
京
高
判
昭
和
五
四
年
八
月
七
日
東
京
高
裁
（
刑
事
）
判
決
時
報
三
〇
巻
一
一
号
一
六
一
頁
。

（
109
）
現
に
、
昭
和
二
八
年
決
定
は
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
に
つ
い
て
お
と
り
自
身
の
可
罰
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
か
か
る
お
と

り
捜
査
が
違
法
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
110
）
前
掲
（
註
95
）。

（
111
）
高
刑
集
四
巻
一
三
号
一
八
〇
七
頁
。

（
112
）
刑
集
七
巻
三
号
四
九
八
頁
。

（
113
）
高
刑
集
四
巻
一
三
号
一
九
三
三
頁
（
註
89
）。

（
114
）
高
刑
集
四
巻
一
四
号
二
〇
七
四
頁
。

（
115
）
高
裁
刑
事
判
決
特
報
二
九
号
八
七
頁
。

（
116
）
判
タ
二
三
号
五
八
頁
。

（
117
）
高
裁
刑
事
判
決
特
報
二
八
号
七
七
頁
。

（
118
）
刑
集
八
巻
八
号
一
二
四
五
頁
。
本
判
決
に
お
い
て
も
、
前
掲
東
京
高
判
昭
和
二
六
年
一
一
月
二
六
日
と
同
様
「
少
な
く
と
も
」
機
会
提
供
型

の
お
と
り
捜
査
で
あ
れ
ば
憲
法
の
保
障
す
る
個
人
の
尊
厳
を
害
す
る
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。

（
119
）
な
お
、
大
阪
高
判
昭
和
二
七
年
六
月
三
〇
日
（
註
94
）
は
、
機
会
提
供
型
の
場
合
に
は
憲
法
一
一
条
お
よ
び
一
三
条
違
反
の
問
題
が
生
じ
る
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余
地
が
あ
る
旨
示
唆
し
て
お
り
、
他
の
判
例
と
の
整
合
性
に
多
少
の
疑
問
を
生
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
機
会
提
供
型
の
お

と
り
捜
査
に
お
い
て
直
ち
に
憲
法
違
反
が
問
題
と
な
る
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
他
の
判
例
同
様
、
お
と
り
捜
査
の
違
法
が
被
告

人
の
罪
責
へ
い
か
な
る
影
響
を
生
じ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
慎
重
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
120
）
京
都
地
判
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
日
（［
三
］
の
第
一
審
）（
註
88
）
は
、
犯
意
誘
発
型
の
お
と
り
捜
査
で
あ
っ
た
と
い
う
弁
護
人
の
主
張
は

情
状
面
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
時
期
の
主
観
説
的
判
断
基
準
が
被
告
人
の
救
済

を
全
く
無
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
主
観
説
」
の

そ
れ
と
は
そ
の
内
容
を
大
き
く
異
に
す
る
と
い
え
る
。

（
121
）
た
だ
、
大
阪
高
判
昭
和
三
三
年
一
二
月
二
三
日
（
註
95
）
の
よ
う
に
、
昭
和
二
八
年
決
定
と
昭
和
二
九
年
一
一
月
判
決
の
み
を
参
照
す
べ
き

と
の
指
摘
を
し
つ
つ
、
あ
え
て
昭
和
二
九
年
八
月
二
〇
日
判
決
（
四
）
を
こ
れ
に
含
ま
せ
て
い
な
い
も
の
も
み
ら
れ
る
。

（
122
）
田
中
政
義
「
お
と
り
捜
査
に
関
す
る
諸
問
題
」
法
学
新
報
五
九
巻
三
号
（
一
九
五
二
年
）
九
頁
以
下
。

（
123
）
刑
集
二
六
巻
六
号
四
二
一
頁
（
最
決
昭
和
四
七
年
七
月
二
八
日
刑
集
二
六
巻
六
号
三
九
七
頁
の
原
審
。
た
だ
し
、
最
高
裁
は
違
法
な
お
と
り

捜
査
の
主
張
に
対
し
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
）。

（
124
）
た
だ
し
、
本
件
で
も
昭
和
二
八
年
決
定
お
よ
び
昭
和
二
九
年
一
一
月
判
決
を
指
摘
し
、
い
ず
れ
も
機
会
提
供
型
の
事
案
で
あ
っ
た
こ
と
を
強

調
す
る
（
私
見
に
よ
れ
ば
後
者
は
犯
意
誘
発
型
の
事
例
で
あ
る
。
な
お
、
多
和
田
・
判
解
（
註
101
）
二
六
九
頁
も
同
旨
）。
そ
の
意
味
で
は
、
少

な
く
と
も
本
件
東
京
高
裁
は
、
自
ら
の
判
断
が
昭
和
二
八
年
決
定
と
同
一
の
射
程
を
有
す
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
125
）
判
時
一
〇
九
五
号
一
五
五
頁
。

（
126
）
東
京
高
裁
（
刑
事
）
判
決
時
報
四
八
巻
一
～
一
二
号
三
二
頁
。

（
127
）
東
京
高
判
平
成
九
年
四
月
三
日
（
註
125
）
で
は
、主
観
面
の
認
定
に
当
た
り
被
告
人
の
側
に
現
れ
て
い
る
客
観
的
事
情
を
考
慮
し
て
い
る
が
、

以
下
で
述
べ
る
「
客
観
面
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
「
お
と
り
」
な
い
し
「
国
家
」
側
の
事
情
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。

（
128
）
高
刑
集
四
巻
一
三
号
一
八
〇
七
頁
。

（
129
）
高
刑
集
四
巻
一
三
号
一
九
三
三
頁
（
註
88
）。

（
130
）
東
京
高
裁
（
刑
事
）
判
決
時
報
二
巻
一
号
二
頁
。

（
131
）
な
お
東
京
高
判
昭
和
二
七
年
三
月
一
八
日
高
裁
刑
事
判
決
特
報
二
九
号
八
七
頁
は
、
犯
意
を
有
す
る
者
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た
お
と
り
捜
査
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で
あ
る
か
ら
「
捜
査
官
憲
の
陥
穽
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
」
た
め
、
憲
法
一
三
条
等
に
反
し
な
い
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
麻
薬
の
不
法
取
引
等
が
捜
査
官
の
側
で
発
生
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
捉
え
て
適
法
と
し
て
い
る
点
で
、
む
し
ろ
国
家
に
よ
る

犯
罪
創
出
で
な
い
と
い
う
客
観
面
の
認
定
の
た
め
に
主
観
面
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
ら
東
京
高
裁
判

決
を
み
て
い
く
と
、
主
観
面
―
―
既
存
の
犯
意
の
有
無
―
―
か
、
あ
る
い
は
客
観
面
―
―
国
家
に
よ
る
犯
罪
作
出
の
有
無
―
―
か
の
い
ず
れ
か

を
決
定
的
な
モ
ー
メ
ン
ト
と
す
る
か
と
い
う
違
い
は
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
判
断
要
素
と
し
て
は
主
観
面
、
客
観
面
の
い
ず
れ
に
つ

い
て
も
客
観
的
事
実
を
拾
い
上
げ
よ
う
と
い
う
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
132
）
判
タ
六
四
〇
号
二
三
二
頁
。

（
133
）
判
タ
六
六
七
号
二
六
九
頁
。

（
134
）
判
タ
九
五
七
号
二
八
五
頁
。

（
135
）
高
裁
刑
事
裁
判
速
報
集
（
平
一
一
）
号
一
〇
五
頁
。

（
136
）
公
刊
物
未
登
載
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
文
献
番
号28080113

）。

（
137
）
こ
の
点
に
つ
い
て
反
対
意
見
は
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
。
ま
ず
、
警
察
官
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
令
状
請
求
時
の
疎
明
資
料
は
内
規
に
よ
る
保

存
期
間
を
経
過
し
た
た
め
破
棄
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
疎
明
資
料
は
第
一
審
か
ら
内
容
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
ね
つ
造
さ
れ
た
資
料

で
あ
る
と
の
弁
護
人
の
主
張
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
弁
護
人
は
証
拠
開
示
命
令
の
申
立
を
こ
な
っ
て
お
り
、
極
め
て
不
適
切
な
措
置
で
あ
る
（
公

刊
物
未
登
載
の
た
め
確
認
で
き
な
い
が
、
反
対
意
見
に
よ
れ
ば
こ
の
こ
と
は
原
判
決
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。

（
138
）
も
っ
と
も
、
指
宿
信
「
判
批
・
最
決
平
成
八
年
一
〇
月
一
八
日
」
法
セ
五
〇
九
号
（
一
九
九
七
年
）
八
三
頁
は
、
本
反
対
意
見
が
必
要
性
と

い
う
客
観
的
見
地
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
が
、「
全
く
主
観
説
の
立
場
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
の
他
、
尾
崎

久
仁
子
「
判
批
・
最
決
平
成
八
年
一
〇
月
一
八
日
」
ひ
ろ
ば
五
〇
巻
七
号
（
一
九
九
七
年
）
七
一
頁
参
照
。

（
139
）
判
時
一
六
四
六
号
一
七
一
頁
。

（
140
）
こ
の
よ
う
な
主
観
面
、
客
観
面
の
二
元
論
的
判
断
基
準
を
示
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
背
景
に
は
、
弁
護
人
か
ら
こ
れ
ら
両
面
に
お
け
る
違

法
捜
査
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
141
）
東
京
高
裁
（
刑
事
）
判
決
時
報
四
九
巻
一
～
一
二
号
五
一
頁
。

（
142
）
刑
集
五
八
巻
五
号
三
四
〇
頁
。
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（
143
）
刑
集
五
八
巻
五
号
三
五
一
頁
。

（
144
）
最
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
刑
集
五
八
巻
五
号
三
三
四
頁
［
六
］。

（
145
）
た
だ
し
、
最
決
平
成
八
年
一
〇
月
一
八
日
決
定
（
公
刊
物
未
登
載
。
Ｔ
Ｋ
Ｃ
文
献
番
号28080113

）
に
お
け
る
反
対
意
見
は
、
別
の
視
点
か

ら
お
と
り
捜
査
の
必
要
性
を
問
題
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
阪
高
判
昭
和
六
三
年
四
月
二
二
日
高
刑
集
四
一
巻
一
号
一
二
三
頁
で
は
、
軽
微
な

事
案
に
お
い
て
お
と
り
捜
査
が
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
本
件
事
案
に
お
け
る
警
察
官
の
活
動
が
お
と
り
捜
査
に
あ
た
る

か
否
か
が
問
題
で
あ
る
。

（
146
）
あ
る
い
は
機
会
提
供
型
と
犯
意
誘
発
型
の
二
類
型
に
分
け
て
前
者
の
み
を
適
法
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
二
分
説
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
。

（
147
）
東
京
高
判
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
一
八
日
（
註
100
）
参
照
。
ま
た
、
最
判
昭
和
二
九
年
八
月
二
〇
日
（
註
75
）［
四
］
は
、
被
告
人
に
違
法
薬
物

の
所
有
権
移
転
の
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、憲
法
一
三
条
違
反
は
な
い
と
す
る
。
た
だ
し
、昭
和
二
九
年
八
月
判
決
は
、昭
和
二
八
年
決
定
、

昭
和
二
九
年
一
一
月
判
決
と
の
関
係
で
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
い
わ
ゆ
る
主
観

説
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
148
）
刑
集
二
六
巻
六
号
四
二
一
頁
（
註
123
）。

（
149
）
判
タ
六
六
七
号
二
六
九
頁
（
註
133
）。
な
お
、
本
判
決
は
主
観
面
か
ら
国
家
行
為
と
し
て
の
相
当
性
を
判
断
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿

で
は
、
最
終
的
に
違
法
の
根
拠
を
国
家
側
の
行
為
態
様
に
求
め
て
い
る
と
分
析
し
て
客
観
面
を
考
慮
す
る
判
例
と
し
て
分
類
し
た
。

（
150
）
東
京
高
裁
（
刑
事
）
判
決
時
報
四
八
巻
一
～
一
二
号
三
二
頁
（
註
126
）。

（
151
）
佐
藤
隆
之
「
お
と
り
捜
査
の
適
法
性
」
法
学
教
室
二
九
六
号
（
二
〇
〇
五
年
）
四
七
頁
参
照
。

（
152�

）
評
価
す
べ
き
点
は
指
摘
し
て
い
る
も
の
の
違
法
の
実
質
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
判
例
と
し
て
、東
京
高
判
昭
和
五
七
年
一
〇
月
一
五
日
（
註

127
）、
東
京
地
判
平
成
九
年
一
月
一
六
日
（
註
134
）、
横
浜
地
判
平
成
一
〇
年
三
月
一
八
日
（
註
139
）、
東
京
高
判
平
成
一
〇
年
八
月
一
七
日
高
刑

速
報
（
平
一
〇
）
六
七
頁
、
大
阪
地
判
平
成
一
三
年
九
月
一
一
日
刑
集
五
八
巻
五
号
三
四
〇
頁
（
平
成
一
六
年
決
定
の
第
一
審
）、
大
阪
高
判
平

成
一
五
年
七
月
七
日
刑
集
五
八
巻
五
号
三
五
一
頁
（
平
成
一
六
年
決
定
の
控
訴
審
）
が
あ
る
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
北
海
道
大
学
審
査
博
士
（
法
学
）
学
位
論
文
（
二
〇
〇
七
年
三
月
二
三
日
授
与
）
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。


